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はしがき

今回報告書を刊行するに至った大竹西遺跡は、大阪府八尾市北東部の楽音寺 2丁 目、

大竹 2丁 日、西高安町 3丁 日、上尾町 7・ 8丁 目に広がる縄文時代晩期～近世に至る

複合遺跡であります。

本遺跡は、生駒山地西麓部から河内平野にかけて東西方向に展開する遺跡で、特に

平野部については、旧郡名である河内郡、高安郡の条里制に伴う水田が広がる長閑な

田園地帯であります。

平成元年に上尾町 7丁 目で人尾市教育委員会により、大阪市環境事業局八尾工場建

設に伴う試掘調査が実施された結果、縄文時代晩期以降の遺構 。遺物が重層的に存在

することが確認され、遺跡範囲の平野部分における遺跡実態が明らかとなりました。

これらの試掘結果を受けて実施した第 1次調査では、弥生時代前期から近世に至る

遺構・遺物が検出されました。なかでも、弥生時代前期の墓域や古墳時代初頭から前

期にわたる居住域の存在、遺物では、類例の無い古墳時代前期の鶏瑞製鏃形石製品の

出土をはじめとする数多くの調査成果がありました。

調査成果の公表および速やかな報告書の刊行は、調査担当機関に課せられた責務で

あり、そのため、当財団では整理係を設置し、報告書作成に向け鋭意努力しておりま

す。しかしながら、今回の報告書が遷延する結果を招いたことについて、心よりお詫

び申し上げます。

本書が地域の歴史を解明していく資料としてはもとより、埋蔵文化財の保護・普及

のため広く活用されることを願ってやみません。

最後になりましたが、発掘調査に姑して御協力いただきました関係諸機関の皆様に

深謝すると共に、発掘調査や整理作業に専念された多くの方々に心から厚く御礼申し

上げます。

財団法人 八尾市文化財調査研究会

理事長   岩 崎 健 二

平成19年 3月
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例

1。 本書は、大阪府八尾市上尾町 7丁 目で実施した大阪市環境事業局八尾工場建設に伴う大竹西

遺跡第 1次調査 (O T N90-1)の発掘調査報告書である。

1.調査は、八尾市教育委員会の指示書に基づき、財団法人八尾市文化財調査研究会が大阪市環

境事業局から委託を受けて実施したものである。

l。 現地調査は高萩千秋・西村公助・岡田清―・井西貴子 (現 大阪府教育委員会)が担当した。

1.現地調査は、平成 2年 6月 25日 に着手し、平成 4年 7月 9日 に終了した。調査面積は約9,000

ゴである。

1.現地調査においては、荒川和哉・岩本多貴子 。市森千恵子・上辻恵美子・岡田聖―・竹内浩

伸・田中義雄・中西明美・永井剛史・正木洋二・三木明日香・村井俊子・村田英子・森本治

―・山本美鈴 。若竹慶弘の参加を得た。

1.内業整理業務は平成18年 4月 3日 から平成18年 11月 に実施した。

1.本書作成に関わる業務は、遺物実測―市森 。北原清子・徳谷尚子・西岡千恵子・村田知子・

村田英子、図面 トレースー山内千恵子、遺物写真撮影―尾崎良史が行った。整理作業には上

記のほか黒田幸代・藤原由理子が参加した。

1。 本書の執筆・編集は、整理係の原田昌則、荒川和哉が担当した。文責については日次で示し

た。

1.基準点測量は仰八州に委託した。

1.花粉・珪藻分析は総合科学棚に委託した。

1.歯牙分析は嶋田武男氏 (大阪市立大学医学部解剖学教室)に委託した。

1.現地調査の実施および整理業務においては、以下の方々からの協力とご指導を受けた。(敬称

略、所属は調査時点)

村川行弘・橋本 久 (大阪経済法科大学)、 堅田 直 (帝塚山大学)、 泉森 較 (奈良県庁)、 工

楽善通 (奈良文化財研究所)、 近江俊秀 (橿原考古学研究所)、 藤田善成 (近畿大学)、 常松幹雄

(福岡市教育委員会)、 森下友子 (香川県教育委員会)、 井西貴子・広瀬雅信・林日佐子・西川

寿勝・亀島重則・森井貞雄 (大阪府教育委員会)、 寺川史郎 (大阪文化財センター)、 神谷正弘

(高石市教育委員会)、 堀江門也・西村 歩 (大阪府文化財協会)、 松田順一郎 (東大阪市文化財

協会)、 大阪市環境事業局、八尾市廃棄物処理施設対策室、大末建設棚、御島田組、硼八州、

総合科学鶴

1.調査に際しては、写真・実測図等の記録とともに、カラースライドを作成している。広 く活

用されることを希望する。

H
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1,本書掲載の地図は、大阪府八尾市発行の1/2500の地形図(昭和61年測量・平成 6年修正 。平成

8年 7月 編纂)、 八尾市教育委員会発行の『八尾市埋蔵文化財分布図』(平成18年 6月 改定版)

を使用した。

1.本書で用いた標高の基準はT.P。 (東京湾標準潮位)である。

1.本書で用いた方位は、国土座標第Ⅵ系 〔日本測地系〕の座標北である。

1.本書で記載した地層名については、「標準土色帖」によるマンセル表記で示されたものと独自

の基準により示されたものがある。粒径区分についても、調査担当者により基準が異なるも

のが混在しているが、あえて統一せず調査時点の表記のまま記載した。

1.遺構は下記の略号で示した。

掘立柱建物―SB 井戸―SE  土坑―SK  溝―SD  /Jヽ穴―SP
落ち込み―SO 土器集積―SW  自然河川一NR

l.遺構図面の縮尺には、平面全図1/100。 1/200。 1/400、 断面全図1/40・ 1/50がある。部分図面

の縮尺には1/20。 1/40がある。

1.遺物図面の縮尺は、土器類1/4、 石器類1/1、 2/3に統一した。断面については、弥生土器・

土師器・黒色土器・瓦器・金属類は白、須恵器・陶磁器は黒、屋瓦・石器・木製品・土製品

は斜線を用いた。

1.遺構番号は、面毎に調査区番号の先のものから順に通し番号を付けた。

1.本書で記述した古墳時代初頭～前期の土器形式と時期概念は、古墳時代初頭前半・後半 (庄内

式―古相 。新相)、 古墳時代前期前半から後半 (布留式―古相・中相・新相)に 区別した。当該

期の上器形式分類および土器編年は(財 )八尾市文化財調査研究会報告37(1993)に 従った。

1.土器の形式・編年および検出遺構で参考とした文献については、 p121・ 122に提示した。
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第 1章 調査に至る経過

大阪市環境事業局八尾工場建替えに伴う大竹西遺跡の第 1次発掘調査 (O T N90-1)は、当調

査研究会が大阪市環境事業局の委託を受けて実施したものである。

調査の経緯は昭和63年 6月 14日 の開発問題協議会で、大阪市環境事業局から上尾町 7丁 目に所

在する八尾焼却場地内において人尾工場建替えの事業計画が提出された。八尾市教育委員会 (以下

市教育委員会)では、その事業計画地の付近には池島遺跡・福万寺遺跡が存在し、隣接する八尾学

園敷地内から埋蔵文化財が確認されていることや、事業計画は大規模な開発であることから遺跡

確認調査の実施が必要であると判断した。平成元年12月 5日 ～25日 にかけて市教育委員会が試掘

調査を実施した結果、現地表下約2.7m～ 5.2m(T.P。 キ5.0～ 2.8m)に存在する地層内に、縄文、弥生、

古墳、鎌倉時代の各時代の遺物を含む地層を確認した。

市教育委員会は試掘調査の結果をもとにして平成 2年 1月 9日 付けで、事業計画の工場本体部

分8,500だ と煙突部分500ど に対して、発掘調査が必要であることを大阪市環境事業局に通知した。

その後、大阪市環境事業局、市教育委員会および当調査研究会の三者間で、具体的な調査方法・

調査体制等についての度重なる協議を行った。その結果、工場本体部分 (1～ 4区)が平成 2年 6

月 1日 から平成 3年 7月 12日 、煙突部分 (5区 )が平成 4年 4月 13日 から7月 9日 に発掘調査を実

施することが決定され、平成 2年 4月 27日 付けで三者間での協定を締結した。

第 2章 地理・歴史的環境

大竹西遺跡は大阪府八尾市北東部の大竹 2丁 目、西高安町 3丁 目、上尾町 7・ 8丁 目一帯の東

西1.2km、 南北0.35k皿に展開する縄文時代晩期から室町時代にかけての複合遣跡である。

遺跡内の地勢は、東部が生駒山地西麓部の傾斜変更線を境とする扇状地性低地 (扇状地中位面か

ら下位面)を経て氾濫平野である西部の河内平野に至るもので、標高は東端の生駒山地西麓部でT,P.

+32.8m、 西端の平野部でT.P.+7.5mを 測る。平野部においては、近年まで条里制を色濃 く残す

水田景観を呈しており、その中を生駒山地西麓部に端を発する水越川が東西方向に流下している。

当遺跡の周辺では、北東に西の口遺跡 (東大阪市)、 東に楽音寺遺跡、花岡山遺跡、大竹遺跡、

楽音寺 。大竹古墳群、高安古墳群、南東に太田川遺跡、水越遺跡、西に恩智川を挟んで池島・福

万寺遺跡などが位置している。

以下、当遺跡を中心とした生駒山地西麓部および平野部に立地する遺跡群を時期毎に概観して

みたい。

旧石器時代においては、その生業たる狩猟・採集を推進するうえで生駒山西麓部は格好の場所

であったことは想像に難くない。しかしながら、この時期の遺物は不時発見や後の遺物と共伴す

るものが多く、検出例はさほど多くない。東大阪市域では、山畑遺跡でナイフ形石器・尖頭器、

坊主山遺跡と千手寺山遺跡からはナイフ形石器、神並遺跡からは回府型ナイフ形石器・縦長ナイ

フ形石器・横長ナイフ形石器・翼状剥片が採集されている。人尾市域では恩智遺跡でナイフ形石
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器が採集されている。続く、縄文時代草創期のものとしては生駒山地西麓の草香山(東大阪市)と

六万寺 (東大阪市)か ら有舌尖頭器が単独で出土している。

縄文時代早期の遣跡には神並遺跡 (東大阪市)がある。神並遺跡は生駒山地西麓の標高30m前後

に位置する中位段丘上に位置するもので、神宮寺式に代表される押型文土器群に共伴して膨大な

石器類が出土している。縄文時代前期の河内平野の自然環境は「河内湾 Iの時代」と呼ばれる時

代で、温暖化に伴う海進現象により海岸線が内陸部に及んだことが地質調査等で明らかにされて

いる。これら自然環境の変化から推定される生業等の変質に即応して、遺跡の立地がやや低位置

に移動する傾向がみられ、前期前葉の北白川下層Ⅱ式の段階に成立する恩智遺跡は、扇状地末端

部の標高10～ 15mに立地している。

縄文時代中期では、恩智遺跡のほか、中期初頭～中葉においては瀬戸内地方を中心に分布する

船元 I式土器の出土をみた縄手遺跡 (東大阪市)と 、中期末～後期初頭には馬場川O式土器 (中津式

併行)が出土した馬場川遺跡 (東大阪市)、 北白川C式上器が出上した水越遺跡が生駒山地西麓部に

成立している。なお、大竹西遺跡第 4次調査 (O T N99-4)で は、現地表下ll.6～ 13,2m(T.P.―

0.3～ 2.Om)に おいて、内湾の砂海に生息した貝化石が確認されており、当該期の遺跡立地を考え

るうえで貴重である。

縄文時代後期においては、縄手遺跡・馬場川遺跡 。恩智遺跡が継続して営まれる他、花岡山遺

跡・楽音寺遺跡 (八尾市)が新たに出現している。土器の形式では、後期初頭においては瀬戸内系

の中津式、後期前半では関東系の堀ノ内式、瀬戸内系の津雲A式が認められる。また、後期前半

の段階で漁労活動を示す石錘の存在が認められており、この期の段階で河内湾を中心とした新し

い生業体系が確立している。縄文時代晩期では馬場川遺跡が晩期前半、恩智遺跡が晩期中葉に大

規模な集落を形成している。恩智遺跡では、在地系の土器に共伴して東北系の大洞B― C式・大

洞C式や瀬戸内系の原下層式が出土しており、当時の活発な地域間交流が窺える。一方、平野部

に位置する池島 。福万寺遺跡では晩期の上坑墓が検出されている。

弥生時代前期では、縄文時代晩期から継続する鬼塚遺跡・植附遺跡 (東大阪市)が古段階に出現

するほか、前期中段階に池島・福万寺遺跡 。大竹西遺跡・郡川遺跡、前期新段階に恩智遺跡で集

落の成立をみるが、大勢としては水稲耕作の深化に伴う集落の拡大傾向に符合して、平野部を中

心とした集落の成立が顕在化している。続く、弥生時代中期では、恩智遺跡のほか環濠集落の形

態を示す水越遺跡があり、同時期に存在した平野部の集落と比較する上で貴重な資料を提供して

いる。弥生時代後期の遺跡は生駒山地西麓部末端に、馬場川遺跡・上六万寺遺跡 (東大阪市)・ 大

竹遺跡・花岡山遺跡・水越遺跡・郡川遺跡・恩智遺跡、平野部に北鳥池遺跡 (東大阪市)・ 池島・

福万寺遺跡・大竹西遺跡・太田川遺跡がある他、生駒山地西麓部の海抜80m付近には高地性集落

である岩滝山遺跡 (東大阪市)がある。大竹西遺跡第 3次調査では、弥生時代後期初頭の鋳造鉄剣

が出上しており、当該期の周辺部における集落の動向を推定するうえで貴重である。

古墳時代初頭 (庄内式期)で は、古相のものが西の口遺跡 (東大阪市)、 池島・福万寺遺跡で検出

されているのを除けば、水越遺跡・郡川追跡のように庄内式期後半に成立したものが多い。古墳

時代前期 (布留式期)においては、郡川遺跡・水越遺跡・恩智遺跡・大竹西遺跡で集落が形成され

ている。

古墳時代中期から後期にかけては、池島・福万寺遺跡 。大田川遺跡・水越遺跡・郡川遺跡・恩
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智遺跡がある。なお、玉作 りに関連した遺物が 5世紀後半においては水越遺跡、 6世紀初頭から

中葉にかけては池島・福万寺遺跡において検出されているほか、鉄生産に関連した 5世紀代の遺

物が太田川遺跡・郡川遺跡から出土している。古代氏族としては、古事記の孝元記七年二月条に「次

妃河内青玉繋女埴安媛生二武埴安彦_」 と記されるように、天皇家との婚姻関係を持つ有力な在地

勢力が存在したようである。

一方、古墳としては、人尾市北東部の生駒山西麓部を中心として、前期の西ノ山古墳・花岡山

古墳、中期初頭の心合寺山古墳、中期末の鏡塚古墳に至るまで累世的な形成を示す「楽音寺 。大

竹古墳群」が存在している。特に心合寺山古墳については、全長160mを測る中河内最大の前方後

円墳で、平成 5年 (1993)～ 平成12年 (2000)に かけて史跡整備に伴う発掘調査が行われている。そ

の結果、後円部で 3基の粘土移[で構成される主体部、前方部で埋葬施設を伴う方形檀や西側に張

り出した造 り出しが確認されている。主体部については、 3基のうち西移【のみが調査されており、

三角板革綴短甲・三角板革綴衝角付冑・憂鳳鏡 。三葉環頭大刀・鉄剣・針状鉄製品 。勾玉・管玉・

竪櫛等の副葬品が出土している。埴輸類は約3000本が確認されており、円筒埴輪・朝顔形埴輪や

形象埴輪としては造り出し部分から出土した「水の祭祀場を表した埴輪」の他、家 。蓋・壷・盾・

叡・甲冑・鶏等の豊富な埴輪類が出土している。

その他の中期古墳としては、花岡山遺跡東方の標高150m地点で検出された組合式箱式石棺を主

答部に持つ中ノ谷古墳、教興寺遺跡の第 1次調査 (K091-1)で検出された竪穴式石室、服部川

の森田山古墳、垣内の塚本塚古墳がある。中期末から後期初頭にかけては、横穴式石室を主体部

に持つ郡川東塚古墳 。郡川西塚古墳の前方後円墳が築造されている。 2基の前方後円墳は前期後

半から中期後半にかけて安定した政治集団の存在を認めた「楽音寺 。大竹古墳群」とは、位置的

にも離れていることから、系統を異にする新興首長の墳墓であった可能性が高い。この期を境と

して、生駒山地西麓部一帯では横穴式石室を主体部に持つ小型円墳を中心とした造墓活動が顕在

化しており、特に後期後半以降の造墓活動により高安古墳群と称される群集墳が形成されるに至っ

ている。

高安古墳群については、F河内名所図会』にも描かれているように、古くから破壊がおよんだこ

とが明らかであり、F中河内郡誌』に掲載されている大正11年段階の640基から平成 2年の調査で

は185基が検出されたに過ぎず、多くの古墳がこの間に消滅したようである。昭和42年以降、大阪

府教育委員会 。人尾市教育委員会 。当調査研究会により発掘調査が実施されており、その実俗の

一部が明らかにされている。昭和42年には、高安古墳群のなかでも最大級の横穴式石室を主体部

に持つ愛宕塚古墳 (6C後半)の調査が実施され豊富な土器類をはじめ馬具類 。武具類が出土して

いる。それ以降、昭和55年度には高安山 1号墳 。2号墳 (7C中葉)、 昭和58年度には郡川の法蔵

寺境内 2号墳・ 3号墳 。3-B号墳(7C代 )、 昭和60年には垣内で垣内 1号墳 (6C末築造・7C
初頭追葬)。 垣内 2号墳 (7C後半)・ 垣内 3号墳(7C前半)、 平成元年度には神立で芝塚古墳(6C
後半築造 。7C初頭追葬)、 平成 2年度には楽音寺で大石古墳 (6C後半築造・7C初頭追葬)、 同

年には大窪の日宝寺墓地 3号墳 ,4号墳 (6C末～ 7C初頭)、 平成 4年度には黒谷の妙見寺境内

1号墳・ 2号墳 (6C後半)、 平成 5年度には山畑で195号墳 (7C前半～中葉)、 平成16年には神

立で芝塚 2号墳 (6C後半)、 平成17年度には大窪で大窪29号墳 (6C後半)、 黒谷で黒谷10号墳(6

世紀中葉)の調査が実施されてきた。以上の調査成果や従来の知見から高安古墳群をまとめれば、全

|_
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長 3～ 15.7mの規模を測る横穴式石室を主体部に持つ円墳が中心で、墳丘規模は径10～25m、 高

さ3～ 5mを測る。築造時期については 5世紀後半以降であるが、その多くが 6世紀後半期に集

中していることが指摘できる。古墳時代の終末期とされる 7世紀代においても、凝灰岩製到抜式

家形石棺が直葬されていた核山古墳やおんぢ山古墳、高安山山頂の標高480mに位置し小規模な横

穴式石室を持つ高安山 1号墳・ 2号墳が築造されており、終末期特有の立地条件や埋葬主体の形

態が多様化する一面を呈し、少なくとも7世紀後半までは確実に造墓活動が行なわれている。

高安古墳群での古墳造営が終焉をむかえた 7世紀後半以降は、古墳造営に邁進した氏族は古墳

に代わって先祖神 (氏神)崇拝の場所として寺院を建立し、氏族間の結び付きの強化が計られてお

り、八尾市域の生駒山西麓部においても北から心合寺 (飛鳥時代後期～鎌倉時代)。 高麗寺 (奈良時

代前期～鎌倉)、 教興寺 (飛鳥時代後期～江戸時代)が建立されている。この時期の集落もこれらの

寺域の周辺に存在したと推定されるが、調査例が乏しく明確にでき得たものはない。

平安時代の集落としては、西麓部を南北方向に走る東高野街道に沿った集落構成が推定される

が、平安時代中期を中心とする西の口遺跡 (東大阪市)が確認されている程度で不明な点が多い。寺

院跡としては神立に玉祖神社の神寺であった菌光寺 (平安時代前期～明治)と 楽音寺の大光寺 (平安

時代後期～室町時代)がある。なお、菌光寺については、平安時代末期において源頼朝の祈祷所と

して守護されており、重要文化財に指定されている文治元年 (1185)銘 の北条時政の制札が残され

ている。遺跡周辺部の式内社としては、生駒山地西麓部を中心とした高安郡の玉祖神社 (本申立)・

御祖神社 (大窪)・ 鴨神社 (大竹)。 佐麻多度神社 (山畑)・ 春日戸社座御子神社 (山畑)。 都夫久美神社

(水越)。 天照大神高座神社 (垣内)・ 恩智神社 (恩智)、 平野部の若江郡内に御野県主神社 (上之島)が

ある。

当該期の荘園としては、当遺跡一帯を含む一帯に「玉櫛荘」が存在していた。「玉櫛荘」は当

初、摂関家領であったが、京都宇治の平等院創建とともに平等院に施入されており、平等院の運

営に深く関わった荘園と考えられる。遺跡東方の人尾市大竹にある向山瓦窯は平等院・醍醐寺な

どの寺院に屋瓦を供給したことが知られており、「玉櫛荘」の荘園を介在として「河内系軒瓦」の

流通が平安時代後期を中心に展開されていたことが想定される。

続く鎌倉時代の集落は大竹遣跡・水越遺跡・花岡山遺跡・池島・福万寺遺跡で確認されている。

中でも、人尾市立上之島小学校建設に先立って行った池島・福万寺遺跡の第 1次調査 (F K82-

1)では、河内郡と高安郡の郡界を区画する東西道路を挟んで展開する鎌倉時代前半～室町時代初

頭 (13世紀前半～14世紀前半)の屋敷跡が検出されている。この屋敷跡は、溝で囲続された区画内

に比較的規模の大きい建物を南北に配置している他、園地と思われる遺構の存在や、硯、中国産

磁器、鉄製武器等の金属製品が出土しており、土豪ならびに武士化した有力名主階層の居住地で

あったことが推定される。

なお当遣跡の北側には「十三街道」と通称される古街道が通っている。大阪の玉造から東へ向

かい、市東北部の十三峠を経て奈良の平群、龍田方面に至る道である。平安時代の F伊勢物語』

では在原業平が河内高安の娘のもとに通った河内越の道として知られ、古くから河内と大和を結

ぶ街道であったことが推察される。江戸時代中期に編纂された地誌『河内志』では「河内嶺」、

F大和志』では「十三越」あるいは「龍田越」と記されるなど呼称はまちまちだが、大阪府教育

委員会が編集した『歴史の道調査報告集」では「十三嶺道」とされている。中世以降も発達した
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と思われ、江戸時代には大阪や中河内方面か ら、亀瀬渓谷を経る大和川沿いの奈良街道ではなく、

峠越えの近道 として利用 された。

また当遣跡に北接する東大阪市域の池島・福万寺地区は、河内郡の条里地割が良好に残存する「池

島条里遺構」 として周知 されている。府の総合的な治水対策の一環 とする恩智川治水緑地建設に

伴 う発掘調査が (財)大阪府文化財センターにより現在 も継続 して実施 されてお り、平安時代前期

後半 (10C前半)を 条里制の施行初現年代 として近世に至る重層的な耕作面の存在等が明 らにされ

ている。
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第 3章 調査の概要

第 1節 調査方法 と経過

調査では工場本体部分 (8,500ど)を 南調査区とし、 4分割して北から 1区～ 4区 と呼称した。南

調査区の 1区北東部に隣接する煙突部分 (500∬)の北調査区については、 5区 と呼称した。

南調査地の 1区～ 4区の調査順序は、環境事業局車両の迂回路等の関係から工場本谷部分の中

央部にあたる 3区→ 2区→ 4区→ 1区の順に実施することになり、平成 2年 6月 25日 から3区の

重機掘削を開始した。調査の方法については、市教育委員会の試掘結果に基づき、上層調査 。中

間層調査・下層調査の 3段階に分けての調査が計画されていた。

上層調査では、現地表下2.7～ 3.Om迄は機械掘削を行い、それより以下は入力掘削より第V-1
層・第Ⅵ層 。第Ⅶ層を対象として弥生時代後期から江戸時代に至る 3面 (第 1面～第 3面)の調査

を実施した。

中間層調査では、試掘調査で河川堆積層の存在が確認されていたため、調査計画ではそれに該

当する約1.3mについては、機械掘削を実施することが決定されていた。最初に調査を実施した 3

区においては、計画通 りに調査を実施したが、 2区の中間層の掘削中に堰が検出されたため、以

後の調査区では、第Ⅸ層・第X-1層 。第X-2層 ・第�層を対象 として弥生時代中期後半から

弥生時代後期前半に至る 4面 (第 4-1～ 4-3面 。第 5面)の調査を実施した。

下層調査では、第�層 。第�層を対象として殊生時代前期前半から弥生時代中期中葉に至る 2

面 (第 6。 7面)の調査を実施した。

北調査区の 5区は平成 4年 4月 14日 から実施した。南調査区と同様の調査を行い、弥生時代前

期前半から江戸時代に至る 8面 (第 1～ 8面 )の調査を実施した。

調査区全域の地区割については、国土座標第Ⅵ系 〔日本測地系〕 (原点―東経186° 00/、 】ヒ緯

36° 00′
。福井県越前岬付近)を 基準に使用 し、調査区全体を10m単位に区割 りした。地区名は北

西隅を基点として東西方向がアルファベット(西からA～ K)、 南北方向が算用数字 (北から 1～

21)と し、 lA地 区～21K地 区とした。地点の表示については、国土座標値を入れる方法を取っ

た。なお、北西隅の座表値は(X=-151.000.000、 Y=-33。750.000)で ある。調査面の呼称につい

ては、人力による調査で検出された面を上部より「第

1面」とした。遺構呑号については、報告書作成段

階に各調査面を統一した後、南調査区の 1～ 4区に

ついては、 1区から順番に通し番号を付けた。北調

査区の 5区 については、各面毎に遺構番号をつけた。

遺構番号は、遺構略号の後に面番号を付与 し、 3～

4桁 の遺構番号 を合わせて表記 した。〔凡例 SE
101〕 。その他、古環境の復元を目的として花粉・珪

藻分析についての自然科学分析を依頼している。

調査の結果、弥生時代前期前半から江戸時代に亘

る遺構・遺物を検出した。出土遺物は縄文時代晩期 写真 1 第 1回現地説明会風景
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第 3図 調査区設定図および地区割図(S=1/1000)
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から江戸時代に比定される土器・石器・石製品 。木製品が出土しており、総数はコンテナ箱 (40×

60× 20cm)105宋箇に2甦

'ぶ

。

なお、平成 2年 10月 10日 には、古墳時代前期前半 (布留式古相)の上坑内から国内初例 となる馬

璃製の鏃形石製品等が出土した古墳時代前期の集落跡を対象 として、第 1回現地説明会 を実施 し

88名の参加を得た。また、平成 3年 3月 16日 には、弥生時代中期の水田・水利施設、前期の木棺

墓等を対象 として第 2回 の現地説明会を実施 した結果、22名 の参加を得た。

第 2節 南調査区 (1～ 4区 )の基本層序 (第 4図 )

調査地の地形は、南東から北西に行 くに従い低 くなってお り、その地形に沿って地層が堆積 し

ている。弥生時代中期には自然流路が、南西 ―北東ないし南東―北西方向に流下 してお り、それ

らの流路の形成に伴う侵食により、下位の地層が削られ、砂礫を主客とする流路充填堆積物が堆

積している。ここでは、各時期の地層が他より多 く見られる調査地北部の 1・ 2区間側溝壁と調

査区北壁で確認した流路充填堆積物を除く地層を、帰属時期 。人為の有無など、任意の基準によ

り区分し、基本層序としてローマ数字で示した(第 I層～第�層)。 第 4図は、第Ⅳ層より上位を

北壁断面に、第V層 より下位を 1・ 2区間側溝北壁断面に基づいて作成した模式的な地層断面図

である。

第 I層 :客土・盛土層。ごみ焼却した灰・不燃廃棄物などを多く含む層である。上面の標高はT.P。

+7.6～ 7.8m。 層厚は1.8～2.3mを 測る。

第Ⅱ層 :旧焼却場に伴う造成以前の旧水田耕作土。黒灰色粘質土・灰色礫混粘質上である。調査

地で検出した近世～近代の井戸は、この層の下面に切込みを確認できる。上面は南側に

僅かに低 くなっており、南北で約0.2mの高低差がある。上面の標高はT.P.+5.6～6.lm。

層厚は約0.2mを 測る。

第Ⅲ層 :近世の水田耕作土。砂質土・砂混粘質土を主保とする数層の単層からなる。色調は場所

により異なるが、灰色を基調とする。上面の標高はT.P.+5,1～ 5。9m。 層厚は0。1～0,7mを

測る。

第V層 :室町時代の洪水層。灰色を呈する 1～ 5 1Hllの砂礫を主体とする。西狽Iでは厚 く、青灰色

シル ト～粘上の薄層を数層挟む。東側では薄く、 3区東部と4区南部では、粘質シル ト

が堆積する。砂礫層には、古墳～室町時代の遺物を少量含んでいる。上面の標高はT.P.

+5.1～ 5.6m。 層厚は0.05～0.8mを測る。場所により、第Ⅳ層の上面に島畑と見 られる高

まりが見られる。

第V層 :鎌倉時代～室町時代の水田耕作土。この耕作土は大きく3層 に分けられる。室町時代の

水田耕作土である第V-1層 は青灰色～暗青灰色を呈する砂礫混粘土、同じく第V-2
層は青灰色粘土である。第V-3層 は暗青灰色粘土で、鎌倉時代以前の遺物を含む。上

面は西側に低 くなっており、調査地の東西で約0.5mの 高低差がある。第V-1層 上面は

第 1面で、水田を区画した畦畔が盛られ、耕作に伴うヒト・偶蹄類 (牛 )の足跡が無数に

検出された。第 2面で検出された南北方向 。東西方向に伸びる耕作溝の一部は、第V―

3層 を埋土とする。上面の標高はT,P,+4.6～ 5。2m。 層厚は0.2～ 0.5mを 測る。

第Ⅵ層 :弥生時代後期末～奈良時代の遺物を含む層。灰色・黄褐色を基調とする礫混砂質上であ

-11-



る。 1区 。2区北部で見られ、 2区南部以南では殆ど見られない。第 3面で検出された

落込みは第Ⅵ層を埋土とするもの(第Ⅵ層下面遺構)が多い。上面の標高はT.P,+44～4.7

m。 層厚は0。1～ 0。15mを測る。上面は第 2面である(第 1区 。第 2区北部。第 3区 。第 4

区では第Ⅵ層が見られないため、第 2面 。第 3面を第Ⅶ層上面で検出した)。

第Ⅶ層 :弥生時代後期。灰色を基調とする礫混粘質土である。上面の標高はT.P.+4.3～ 4.6m。 層

厚は0.lm前後を測る。上面は第 3面である。

第Ⅷ層 :弥生時代後期。灰色を基調とする砂質土～粘質土である。調査地の北東端にのみ見られ

る。上面の標高はT,P,+4.3～ 4.5m。 層厚は0.1～ 0。35mを測る。

第区層 :弥生時代後期の決水層。灰色を基調とする粗砂～細砂・砂質土～粘質シル トである。第

3区南東部 。第 4区では見られない。粗砂～細砂層からは弥生土器 (第 V様式)が出土し

ている。上面の標高はT.P.+4.0～ 4.3m。 層厚は0.1～0.4mを測る。上面は第4-1面であ

る。

第X層 :弥生時代後期の水田耕作土。 2層 に分けられ、上層の第X-1層 は青灰色を基調とする

粘土で、下層の第X-2層はシルト質である。上面の標高はToP.+3.9～ 4。4m。 層厚は0.3

～0.6mを 測る。ttX-1層上面は第4-2面で、第X-2層上面は第4-3面である。

第�層 :弥生時代中期後葉の水田耕作土。灰色微砂混粘土～微砂混粘質土の単層ないし2層から

なる。上層 。下層の 2層に分かれる部分では、下層の方が砂の混じりが少ない。上面の

標高はT.P.+3.4～4.lm。 層厚は0.2～ 0.5mを 測る。上面は第 5面である。

第�層 :弥生時代中期中葉ないし後葉の自然堆積層。灰色を基調とする微砂～粘質土の互層であ

る。上面の標高はToP,+3.1～ 3.8m。 層厚は0.2～ 0.4mを 測る。

第�層 :弥生時代中期中葉までの水田耕作土。大きく2層に分けられ、上層の第�-1層は灰色

粘上の単層ないし2層からなり、下層の第�-2層 は黒褐色砂礫混粘質土 (所により、礫

混砂質土)ま たは黒色～灰色を呈する粘質シルト～粘土 (所 により、砂礫混じり)の単層な

いし2層からなる。第�-2層からは弥生土器 (第 I様式 。第Ⅲ様式)の破片が少量と箸

状の木製品が出土した。上面の標高はT,P,+2.9～ 3.5m。 層厚は0。1～0,35m。 第�-2層

上面は第 6面の水田面である。

第�層 :第�層の上壌化層。黒灰色・黒色を呈する微砂質土～粘質シルト・砂礫混粘質上である。

下位層の影響で、場所により色調・土質が異なる。主に調査地東部で弥生土器 (第 I様式)。

石包丁の破片、石器剥片が出土した。出土した土器の中には残存率の高いものや完形に

近いものもあることから、出土遺物の中には第�層上面遺構の埋土に帰属するものが含

まれる可能性がある。上面の標高はT.P.+2.8m～ 3.3m。 層厚は0.2m前後を測る。上面は

第 6面で検出した大畦畔の構築面でもある。所により、第�-1層 との間に粗砂を主体

とする薄層を挟む。上面ないし下面は第 7面である。

第�層 :暗オリーブ灰色 。オリーブ灰色を呈する微砂質土～粘質シルト・砂礫である。上部は第

�層の影響で漸移的に黒色を呈する。調査地東部では微高地状に盛 り上がった砂礫層が

南北方向に伸びている。この砂礫層は自然1可川が埋没したものである。上面の標高はT.P.

+2.6m～ 3.2m。 層厚は0.4m以上を測る。

―-12-―
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第 3節 南調査区 (1～ 4区 )の検出遺構と出土遺物

1)各調査面の概要

。第 1面 〔室町時代～江戸時代〕(第 5・ 6図、図版二)

第 1面は洪水砂層である第Ⅳ層を取 り除いた第V層上面 (T,P.+4.7～ 5,2m)で検出した。検出し

た遺構には、条里区画に規制された室町時代初頭の水田遺構 (水田 101～水田 124、 畦畔 101～畦

畔 122、 水口 101～水口 103)、 溝 1条 (S D 101)と 上部の第Ⅲ層上面から切 り込む近世の農耕用

井戸 8基 (S E 101～ S E 108)がある。

水田(水田)

水田面は24筆 (水田 101～水田 124)で、区画している畦畔は22条 (畦畔 101～畦畔 122)、 水口が

3箇所 (水口 101～水口 103)である。

3区北側で検出した東西方向に伸びる幅広の畦畔 109が、河内郡条里 1条の「矢 (や くさ)」 の

十四と十五を区画する坪境畦畔にあたる。水田は南北に主軸を持つ長地型を基準としているが、3・

4区では一部畦畔を欠く部分がある。南北方向の水田区画の東西幅は10～ 12mで、それに取 り付

く東西方向の畦畔を設けて長地型内を細分した水田区画が一部認められる以外は、東西に区画す

る畦畔は少ない。畦畔は坪境畦畔を構成する畦畔 109がやや規模が大きく基底幅0。8～ 1.2m、 上幅

0。3～ 1.Om、 高さ0。15mを測るほかは小規模のもので、基底幅0.3～ 1.2m、 上幅0.1～ 1.Om、 高さ0.04

～0.12mを 測る。畦畔の構築に際しは、第Ⅳ-1層と

した青灰色礫砂混粘土～青灰色粘土を盛り上げて構

築.さ れている。水田面の標高は、全体的には東部と

西部で約30cmの高低差があり、東部の水田面 (T.P.+

5,Om)が 高 く、西部の水 田面 (TIP.+4.7m)が低 く

なっている。また、坪境畦畔である畦畔 109を境に

して南部と北部でも約10cmの高低差があり、北側が

低くなっている。水口は 3箇所 (水回101～水口 103)

で検出されている。水田 116お よび水田 119の北側

を区画する畦畔 109に 、水口が 2箇所 (水口 101・ 水

口 102)が設けられており、 2箇所ともに水回の北側

に水流により深く快られた部分が存在するため、南

から北への灌・ru水利が想定される。なお、 4区で検

出した畦畔 114に設けられた水口 103の水利方向は

西から東が想定される。水田を構成する作土層は砂

礫混粘土と青灰色粘土の 2つに分れている。水田面

の上面では、人や牛などの足跡が多数残っていた。

水田面上を覆っている第V層からは土師器や瓦器の

小片がごく少量混入していた。水田面上面に堆積し

ている第V層の洪水砂層については、調査地点の西

方約500m地点で昭和57年度に実施された福万寺遺

写真 2 3区 水口 101検出状況 (南から)
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第 6図 調査区周辺の条里区画地図(S=1/6000)

―-16-―



第 1表 第 1面 水田一覧表 (単位m)

遺構番号 地  区 形 状 規模 (東西×南北)

田積 (請 )

()検出値
標 高 (T.P.+) 備 考

水田 101 7～ 2C 高すIIヒ 35.0× 410 (1435) 4.60´ヤ4.75

水田 102 7～ 2C D 南】ヒ 900× 520 (4680) 461～ 4.81

水田 103 7～ 2D E 南 北 130× 520 (676.0) 473～ 4.83

水田 104 8- 2E F 南】ヒ 5.50× 39.0 (2145) 484～ 4.94

水田 105 8F G 言す】ヒ 5.00× 650 (325) 493-4.99

水田 106 9～1lF G 南】ヒ 5.50× 28.5 (15675) 478-4.96

水田 107 7H I 東西 168× 650 (109.2) 419-5,03

水田 108 9～ 1l H 南】ヒ 9.50× 28.5 27075 489-503

水田 109 9´-1l H 南】ヒ 6.50× 29,0 188.5 482-502

水 田 12C～ F 東西 29.5× 290 8555 4.50-4.87

水 田 12～ 15C 南】ヒ 400× 318 (127.2) 4.50-468

水田 112 12～ 15C～ D 南1ヒ 14.5× 29,0 (420.5) 4.66-486

水 田 12～ 15E 南】ヒ 10.0× 280 (280.0) 4.84-4.91

水 田 12´-15F～ G 君す】ヒ 6.20× 24.2 150.04 4.95-5,01

水 田 15～ 16F 南,と 4.50× 9,50 4275 4.91-502

水田 12G H 東西 10.2× 2.50 25.5 4.95-499

水田 117 12～ 14G H 君了】ヒ 10.5× 170 178.5 4.93-5.06

水 田 14～ 16G H 南北 10.6× 210 222.6 4.97-5.05

水田 119 12-14H I 南北 10.6× 250 26.5 4.96-5.04

水田 120 14～ 17H I 南北 134× 33.0 4442 4.98-5,21

水田 121 君す】ヒ 220× 2.50 499～ 5,01

水田 122 12´▼14X 南北 220× 219 (4818) 495～ 5.03

水田 123 16～ 17F G 南北 640× 15.9 (101.76) 496´-5.03

水田 124 16～ 17G H 居す】ヒ 106× 16.0 (1696) 4,98-5.16

第 2表 第 1面 唯畔一覧表 (単位m)

遺構番号 地  区 検出長 上 幅 基底幅 高 さ 備考

畦畔 7～HC 02～ 1.0 0.4～ 12

畦畔 7～12D 52,7 01-0.6 0,3-1.0

畦畔 9～■ E 0.1´
ψO.6 0.3-05

畦畔 8～ 1l F 0.1-0.3 0.3-06

畦畔 105 9G 03-0,5 0,4´
ヤ0.6

畦畔 7～■GH 0.15～ 0.6 0.4-08

畦畔 7H I 162 02-0.3 0.5´ヤ0.7

畦畔 9-1l I 192 0.2-0.8 0.4-0,9 0.12

畦畔 2C～ I 0.3-1.0 0.8-1.2 0.15 坪境畦畔 水口 101・ 102

畦畔 2E 02-0,7 0.6´ヤ09

畦畔 3～17C 458 0.3-1.0 0.5-1.0

畦畔 4～ 15D 03´ψO.6 0,7-09

畦畔 113 3～16F 01-0.5 045´‐▼0,7

畦畔 114 4～15F～ G 02-0.3 0.4-0.5 0.04 水口 103

畦畔 115 2～17G 57.5 01-0.5 0.3-07 0.07

畦畔 116 2G H 02-0.4 0.5-08

畦畔 117 4G H 02～03 0.4´ヤ05
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遺構番号 地  区 検出長 上  幅 基底幅 高 さ 備考

畦畔 118 2～16H 01^ヤ03 05-06

畦畔 119 4H 03-04 05-06

畦畔 120 2～ 141 209 01-03 03-06

畦畔 121 02´ヤ03 04´ヤ05

畦畔 122 6F G 172 015^▼ 05 05′-0,8

跡 1次調査で検出された砂層に対応するもので、室町時代初頭 (14世紀前半)の ものと考えられて

いる。なお水田遺構に関する数値等の詳細については第 1・ 2表に示した。

溝 (SD)
S D 101

1。 2区の 7～ 1l G地 区で検出した。南北方向に直線的に伸びるもので、検出長48.8m、 幅0.5

～3.4mを測る。深さは0.1～ 0.21mで北に行 くに従って深度を増 している。埋土は淡緑灰色微砂質

上である。遺物は出土していない。

井戸 (SE)
8基 (S E 101～ S E 103)を 検出した。第Ⅲ層上面 (T,P.+5.5～ 5,7m)か ら切 り込む近世の農耕

用井戸であるため、全て上部の約50cm以上が削平を受けていた他、最下部に至るまで調査が行わ

れていないため、全容を把握 したものは少ない。検出位置は、 1区東部の 81地区で 1基 (SE
101)、 3区東部の12H地区で 2基 (S E 102・ S E 103)、 4区南部の17B C地 区・17C D地 区・

17F地区 。17・ 181地区で 5基 (S E 104～ S E 108)である。以下、井戸側の形態から近世農耕

井戸を区別された河内一浩氏分類 (河内1992)に従って記述する。 S E 104・ S E 10ア が I類に分

類される最下段から木組 +木組桶 十井戸瓦を持つもので、 S E 107の最下段の木組については、

四天柱に縦板横桟を用いる通有のものではなく、松の丸太材を井型に積み重ねた構造を持つ類例

の少ないものである。 S E 105は Ⅲ類に分類される最下段から木組 +井戸瓦を持つものである。

S E 103は Ⅳb類に分類されるもので、最下段から木組桶 十竹で編んだ籠十井戸瓦を持つ井戸で

ある。 S E 101。 S E 102・ S E 106・ S E 108が V類 に分類される素掘 り井戸である。構築時期

は江戸時代中期以降が考えられる。

写真 5 4区  S E 107検 出状況 (東 から)写真 4 4区  S E 104検 出状況 (東から)
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。第 2面 〔鎌倉時代～室町時代初頭〕(第 7図、図版三～六)

第Ⅵ層上面 (ToP.+4.3～ 4.6m)で検出した。鎌倉時代～室町時代初頭の生産域に関連した遺構が

中心である。ただ、第 2面調査時点においては第 2面を浮かし掘 りし、第 3面 とした第Ⅶ層上面

(T.P.+4.3～ 4.6m)に おいても同時に遺構検出を行ったため、帰属時期が不明瞭な遺構が含まれて

いる。検出した遺構には、土坑22基 (S K 201～ S K 222)、 溝70条 (S D 201～ S D 270)、 小穴16

個 (S P 201～ S P 216)がある。

土坑 (SK)
S K 201～ S K 222

4区 を除く調査区で検出した。水田に伴う遺構と

推定されるもので、一部を除き、基本的には耕作に

関連した小溝群に近接した部分に集中して構築され

ている。平面の形状では、方形・隅丸方形・楕円形・

不整円形がある。上面の法量は幅0.8～ 13.Omを 測り、

掘方の上面形状が方形および隅丸方形を呈するもの

が規模的には大きい。深さは0。 1～0.34mで、上面規

模に比して、比較的浅く掘られたものが大半を占め

る。遺物は出土していない。埋土および法量等の詳

細は第 3表に示した。 写真 6 3区  土坑検出状況 (西から)

第 3表 第 2面 上坑 (SK)一覧表 (単位m)

遺構名 地  区 平面形 東西幅 南北幅 深 さ 埋 上 出土遺物

S K 201 8G 楕円形 0.85 0.03 暗灰色微砂混粘質土

S K 202 8GH 180 090 0.22

S K 203 隅丸方形 220

S K 204 不明 0.14

S K 205 10C 暗茶灰色砂礫混粘質土

S K 206 1l C 暗青灰色微砂混粘土

S K 207 9G 隅丸方形 0.80 0.27

S K 208 10～ 1l H 方形 600

S K 209

S K 210 2.60 3.40

S K 211 不明

S K 212 隅丸方形 0.28

S K 213 12D E 方形 5.00 1.40 0.32 オリーブ黒色シルト混粘土

S K 214 12D 200 オリーブ黒色細砂混粘土

S K 215 12E 2.36 青黒色シルト混粘土

S K 216 12D E 不整円形

S K 217 12～ 13D 隅丸方形 228 暗灰色粘土

S K 218 13D 不明 オリーブ黒色細砂混粘土

S K 219 13～14C 暗青灰色細砂混粘土

S K 220 13F 方形

S K 221 14E 隅丸方形 084 175 0.12

S K 222 12G 不明
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溝 (SD)
S D 201～ S D 270

水田耕作に関連した小溝群70条 (S D 201´

270)を検出した。 3・ 4区の西部で遺構を欠

は、全域に広がっている。上部の第 1面で検出

水田耕作により畦畔が削平を受けており、 1と

を区画する単位は不明瞭である。Ff・隔に配さ,

から推定される条里区画は第 1面で検出した;

画にほぼ対応しており、 3区の西部で検出しi

方向に伸びるS D 243が河内郡条里 1条の「タ

さ)」 の十四と十五を区画した坪境畦畔に付随

溝であった可能性が高い。検出された小溝から推定   写真7 1区 溝検出状況(西から)

される水田区画は、南北方向に展開する長地型を基本としているが、 1区西部から2区北西部に

おいては、東西方向のものがある。

総数70条のうち、東西方向のものが25条、南北方向のものが45条である。規模は検出部で、幅

0。2～ 0,7m、 深さ0.02～ 0.17mを 測る。埋土はシルト質粘土～粘土を主体とするものが大半を占める。

切り合い関係は不明であるが、若干の時期差はあるものと思われる。小溝は耕作に関連するもの

で黎溝・畝立て溝等が考えられる。遺物は、溝内から土器類の細片が極少量出上しているが時期

や図化できたものはない。法量等の詳細は第 4表に示した。

第 4表 第 2面 溝 (SD)一覧表 (単位m)

遺構名 地 区
全長

(検出長)

幅

(最大 )

深 さ 埋  上 出土遺物

S D 201 9～ 1l C 17.7 5G2/1緑黒色粘土

S D 202 9C

S D 203 7～ 1l C

S D 204 392 5BG3/1暗青灰色粘土

S D 205 7～1lC D 362 0.50 5G2/1緑黒色粘土

S D 206 6- lD 5BG3/1暗青灰色粘土

S D 207 9～ OD 200

S D 208 6～ 1l D 0心

S D 209 6～ OE

S D 210 6～■ E 009

S D 211

S D 212 6～■ E 050

S D 213
7・ 8F～
9～1lE F

013

S D 214 8～9F

S D 215 8～10F 1■2 5G2/1緑黒色粘土

S D 216 7～10F 0.12 10Cr3/1暗緑灰色粘土

S D 217 10F 0.09

S D 218 8～ 10G 040 0.12

S D 219 6～10G
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遺構名 地 区
全長

(検出長)

幅

(最大)

深 さ 埋  土 出土遺物

S D 220 6～ 1l G 10G3/1暗緑灰色粘土

S D 221 6´～10G 5G2/1緑黒色粘土

S D 222 6～ 10H 050

S D 223

S D 224 0.50

S D 225 325

S D 226 6～ 101 32.5

S D 227 6D E 5BG3/1暗青灰色粘土

S D 228 7D E 040

S D 229

S D 230 7C D

S D 231 8C～ E

S D 232 196 055

S D 233 040

S D 234 9C D

S D 235 9C～ E 0.50

S D 236

S D 237 10C～ I 10BG5/1青 灰色砂礫混粘土

S D 238 10E～ I

S D 239 10E F 040 5B4/1暗青灰色微砂シル ト

S D 240 1l C 4.80

S D 241 1l F～ I

S D 242 1l C～ E 151 暗青灰色粘土

S D 243 12C D 120 007

S D 244

S D 245 12D

S D 246

S D 247 12E

S D 248 13F～ E 009

S D 249 14F 暗青灰色シルト質粘土

S D 250 12F 暗青灰色粘土

S D 251

S D 252 030 022

S D 253 暗青灰色シルト質粘土

S D 254 12～ 14G 030 暗青灰色粘土

S D 255 13～ 15G H

S D 256 13～ 17H

S D 257 12H 0.40 暗青灰色シルト質粘土

S D 258 12H

S D 259 12H

S D 260

S D 261 13H 暗青灰色粘土

S D 262 040 008

S D 263 14F G 008 暗青灰色シル ト質粘土

S D 264 15H～ I 660

S D 265 18H
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遺構名 地 区
全長

(検出長)

幅

(最大 )

深 さ 埋  土 出土遺物

S D 266 17H 020 暗青灰色シルト質粘土

S D 267 020

S D 268 17G

S D 269 16～ 17H

S D 270 17・ 181

/1ヽ 穴 (SP)
S P 201～ S P 216

総数で16個 を検出した。 S P 201～ S P 211は 1・ 2区の水田面で検出した。 S P 212～ SP
216については、 3区北部の坪境周辺に沿って検出されている。平面の形状は、円形・楕円形・

不整円形・不定形のものがある。規模は径0.1～ 0。8m、 深さ0.04～0.27mを 測る。埋土は礫混砂質

土～粘上である。遺物は出上していない。性格としては、 3区の坪境付近で検出された小穴につ

いては、東西方向に分布する特徴から、坪境に沿って打設された杭に関連するもの、 1・ 2区の

水田面で検出されたものについては、水田遺構に関連した遺構と推定される。法量等の詳細は第

5表に示した。

第 5表 第 2面 小穴(SP)一覧表 (単位m)

遺精名 地 区 平面形 長径 短 径 深 さ 埋 土 出土遺物

S P 201 8C 円形 暗灰色砂礫混砂質土

S P 202 暗青灰色砂礫混粘質土

S P 203 8E 009 暗灰色砂礫混砂質土

S P 204 8G 楕円形

S P 205 7G 050

S P 206 8H 025 暗灰色微砂混粘質土

S P 207 円形 020 青灰色粘土

S P 208 楕円形

S P 209 1l D 円形 027 暗褐色砂礫混粘質土

S P 210 025

S P 211 12C 不整円形 015

S P 212 円形 0.55

S P 213 12G 楕円形 050 暗青灰色微砂質土

S P 214 070

S P 215 12H 不整円形

S P 216
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。第 3面 〔弥生時代後期～奈良時代〕(第 8～59図、図版三～三二)

第Ⅶ層上面 (ToP,+4。 3～ 4.5m)で 弥生時代後期末、古墳時代前期、飛鳥時代前半、奈良時代前半

の 4時期にわたる遺構・遺物を検出した。検出した遺構には掘立柱建物 1棟 (S B 301)、 井戸ll

基 (S E 301～ S E 311)、 土坑89基 (S K 301～ S K 389)、 落ち込み 5箇所(S0301～ S0305)、

溝20条 (S D 301～ S D 320)、 小穴263個 (S P 3001～ S P 3263)がある。

以下、遺構毎に遺物が出上した遺構を中心に記述し、その他は一覧表で明示した。

|

uu09,―十 d 上

hl

ＳＰＯ
SP3013④

/不殻

+//

S P3015

第 8図  S B 301平断面図

③

S P3019

◎二
＼ 引

0                      2m
|

S P3016

S P 3017

◆‐‐‐‐‐ｓＰ３０‐８併
上④

1買

中 冊 ml

T P ―卜4 50m

一憚

荏

黄褐色微砂混粘質土

灰オリーブ色微砂質土

オリーブ黒色粘質上

s P3014

―-24‐―



S0301
S写

302s
0302

S K324

S E307
S K313

3030

年祇盈
争思

|

3029
S D303

Щ
 �
i
ttY

S K312

//S E306＼
0  3017

④
S K306じ

監
ittE鉤

:郁争
Oi

③Ｋ
３２

S K332

SK
S K336

3085

3084

S K33

S K301~sK

ifr8 sKも
ご温
20  附

ゴリ
檸

3謂Y蹴
:|

裟
塩陀 粋

器
Ю

S醐

3131_C半
3133    

       /

f部
28:I:!労

3132

乳
nit36Vυ

Os K35八

'K389

礫
3翻

3移
13め

3174L抒
5

S D308 
｀
黍

≪
ё

 D315

⑤S K365

3182        
。

c         
。
     

         3185
3179          3181

3180

!186 3189

3187  

°
°
3191°

3193     
°
3194

0 
ハ

開:σ
桶

S K367

3196  
Sヽ D318     

  
。
3209

S再∞
漕
“匙

K
m

i辟
2X耽

♂
9ぅ

 ヽ               3217
3206^^_3203ヽ

          
ψ稔

:二
堵
207  

鳩
 s齊

373     
挽

8

S K374 ^…
^3211× 晋七

3213  
。
 N 3215

°
  3214
乱≒

3'4N踊   
ぷ

。
。
協
3理

μ
 

瑶
洋

5

3221   3222              03227

諭
為
ギ
報

8

。湧
40 

品
n380

S D310/な
プ
    o    

輩
6s^K387

急
D320 S馬

86 32490各
32舟

S K381  ///2           ^ハ
ヱ

3248

望
44の

″
  

③
S K384

3252

1、                                            
ο

(ゝ
                         3251

11^.´
ハ
ぃ
ハ             

          
つ

８０路―＝井

震〓錦―＝井

富〓錦―＝汗

８〓錦―＝汗

ｇ埼常―＝＞

ヨ■需―＝ヌ

鼠■路―＝＞

８■錦１＝井

6

X=-151060

7

X=-151070

8

X=-151080

9

X=-151090

10

X=-151100

11

X=-151110

12

X=-151120

13

X=一
朽
1130

14

X=-151140

15

X=-151150

16

X=-1511

17

X=-15117

18

Ｅｏ

（８ミｒ＝∽）図旧昨攀興■攀回∞饂　国の盤



掘立柱建物(SB)

S B 301(第 8図、図版七)

1区西部の 8E区で検出した。 9個の柱穴 (S P 3011～ S P 3019)で構成される掘立柱建物で

ある。 2間 ×2間の総柱建物で、主軸はN-35° 一Eを示す。規模は東西幅3.6～ 3.7m、 南北幅3.75

m、 床面積は約14ゴ を測る。柱間は東西方向が1.55～2.Om(平 均1.75m)、 南北方向が1.75～ 2.Om

(平均1.86m)を測る。柱穴の形状は円形で、径0。24～0.5m、 深さ0。2～0,45mを測る。埋土は 1層な

いしは 2層 に分層される。建物を構成するS P 3012・ 3018か らは弥生時代後期の上器片が出上し

ているが、周辺で検出した井戸・土坑の帰属時期から勘案して庄内式期のものと推定される。

井戸(SE)
S E 301(第 10・ 11図、図版七・五二)

1区北西部の 7D地区で検出した。南北方向に長い不整の楕円形を呈する素掘 り井戸である。

東西径0。9m、 南北径1.65m、 深さ0。45mを測る。埋土は 2層から成る。遺物は弥生時代後期後半

に比定される土器が 1層 を中心に出土している。 2点 (102)を 図化した。 1は広口壷で口縁部

から体部中位が残存 している。大きく

外反して開く口縁部を持つもので、端

部は斜め上方に摘み上げられ幅広の端

面を形成している。胎土は精良。色調

は灰白色。 2は波状口縁を持つ有孔鉢

である。約1/2が残存 してお り、口径

13.Ocm、 器高7.4cm、 底吉呂径3.lclllを測る。

底部の孔は焼成前に穿たれており、径

は上部で1.8cm、 下部で0,9cmを測る。体

部外面には水平方向のタタキを施す。

色調は赤褐色。胎土は粗い。遺構の帰

属時期は弥生時代後期後半に比定され

る。

T P +450m

75Y4/2灰 オリーブ色微砂質土

5Y6/6オ リーブ色微砂質土

写
■
需
―
＝
井

X=-151061

第 10図  S E 301出土遺物実測図
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第 11図  S E 301平断面図



S E 302(写真 8)

1区北西部の 7D・ E地区で検出した。東西方向

に長い楕円形を呈する素掘 り井戸である。東西径 1,2

m、 南北径0.9mを 測る。掘方の断面形状は逆台形

で、深さ0.64mを 測る。埋土は断面形状に沿って 3層

が堆積 している。遺物は 2層から弥生時代後期後半

の弥生土器が少量出土しているが図化 し得たものは

ない。出上した遺物からみて遺構の帰属時期は、弥

生時代後期後半が推定される。

S E 303(第 12・ 13図、図版八・五二)

1区北西部の 7'8D地 区で検出した。不定形を呈する素掘 り井戸である。東西幅2.6m、 南北

幅2.Om、 深さ0.9mを測る。掘方の断面形状は不整逆台形で、東部の最下部付近では一部袋状に広

がる部分がある。埋土は 7層 に分層され、その内の 3・ 6・ 7層から古墳時代前期後半 (布留式新

ヒ|

土器S=1/6

T P +4 50m

1 暗掲色微砂混粘質土

2 暗茶灰色砂礫混粘質土

3 青灰色粘質土

4 緑灰色微砂混砂質土

5 暗灰色微砂混粘質土

6 灰黒色微砂混粘質土

7 暗緑灰色微砂質土

第 12図  SE 303平断面図
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写真 8 1区  S E 302検 出状況 (西から)
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講

肋

第 13図  S E 303出土遺物実測図

相)に比定される古式上師器類がコンテナ 1箱分出土している。11点 (3～ 13)を 図化 した。 3・

4は布留式甕 (甕 F2)である。 3は口縁部小片。 4は約1/2が残存 している。体部の器面調整は当

該期の布留式甕に通有のハケ調整が施されておらずナデが多用されている。また、器壁が通有の

ものに比 して厚いほか、当該期においては稀な生駒西麓産胎土を使用する等の特徴を持つ。 5は

小形奏である。扁球形の体部に「 く」の字に屈曲する口縁部が付 くもので、端部は小さく上方に

摘み上げられている。図上で完形に復元されるもので、口径 ll.8cm、 器高12.7cm、 体部最大径14.6

cmを測る。外部外面は上位が左上が りのハケ、中位以下にヘラケズリが施されている。色調は淡

灰褐色。 6・ 7は球形の体部に「 く」の字に屈曲する口縁部が付 くもので、口縁端部は直口を呈

する。甕 (甕 G)に分類されるもので、古墳時代前期後半 (布留式新相)イこ成立し、古墳時代中期に

かけて盛行する器種の一つである。 7が完形品で口径 13.4cm、 器高23.Ocm、 体部最大径21.5cmを 測

る。 6・ 7共に体部外面はナデによる調整が施されている。色調は 6が赤褐色。 7が褐灰色。 7

の体部外面の上位以下に煤が付着している。 8～ 13は高杯である。 8。 9が杯部、10・ 11が杯

部～脚部、12・ 13が脚部片である。10。 11は杯の稜部分が退化 し丸みを持つ形態のもので、高杯

A6に分類される。共に杯部外面には放射状にハケ調整が行われている。柱状部から裾部へ至る屈

曲は、鋭 く屈曲する 10と 緩やかに屈曲する 12・ 13がある。脚部にスカシ孔を持つものは 11・ 12

で共に 4方に穿たれている。 8～ 13の色調は浅黄色である。遺構の帰属時期は、古墳時代前期後

半 (布留式新相)の布留Ⅳ期が想定される。

―-29-―



S E 304(第 14・ 15図、図版八・五二)

1区北西部の8D地区で検出した。不整円形を呈する素掘り井戸

である。東西径1.7m、 南北径1.7m、 深さ0。35mを測る。埋土は 1層

から成る。遺物は古墳時代初頭前半 (庄内式古相)に比定される古式

土師器類が少量出上している。 3点 (14～ 16)を 図化した。14は奏の

小片である。口縁部は外反して開くもので、口縁端部は外傾し幅広

の端面を作る。色調は灰白色である。口縁部の形状から東四国系が

推定される。15は奏片である。体部内面には横位のヘラケズリが施

されており、V様式奏と庄内式奏の折哀様式を呈している。色調は

淡赤褐色。16は V様式系奏である。やや小形の奏で底部を欠く。体

部外面は弱いナデによる粗い調整で、随所にクラックが認められた。

色調は褐灰色。生駒西麓産。遺構の帰属時期は古墳時代初頭前半 (庄

内式古相)が推定される。

S E 305(第 16。 17図、図版九・五二・五三)

S E 304の東約1.2mで検出した。円形を呈する

素掘り井戸である。東西径1.8m、 南北径1.7m、 深

さl,05mを測る。掘方の断面形状は鼓形で、中位

の最も幅が狭い部分で径0.7m前後、下位では湧水

層である砂層 (10層 )部分が快られ袋状を呈する部

分で径1.3m前後を測る。埋土は 9層 に分層が可能

で、上層からは月ヽ形の布留式奏・紡錘車などの古

式土師器、下層では 8層から布留式傾向の奏・高

杯などの吉墳時代前期前半 (布留式古相)に比定さ

れる古式上師器が集中して出上している。13点 (17

～ 29)を 図化 した。17～ 23は奏である。17は小

形品でほぼ完形である。口径10,Ocn、 器高12.5cm、

体部最大径12.lcmを 測る。18・ 19は体部外面にハ

ケ調整を多用する布留式影響の庄内式奏 (甕 D)に

分類される。共に生駒西麓産。20～ 231よ布留式奏

(奏 F2)である。22023がほぼ完存 している。体

部の器面調整は外面カシヽ ケ調整を多用しており、上

Ocm

14図  S E304出土遺物実測図

が
ゞ

/

位が横位、中位以下が縦位に施されており、20に は上位に 1条の波状文を施す。内面は屈曲部か

らやや下部以下にヘラケズリ、体底部に指頭圧痕を残す。24は大形鉢 (鉢 J)の 口縁部片である。

復元口径30,3cmを 測る。色調は褐灰色。高杯は4点 (25～ 28)を 図化した。杯部口縁部が緩やかに

外反して立ち上がる小形の高杯 (高杯A5)である。 4点 ともに精製品で 27・ 28の外面には横位の

密なヘラミガキが行われている。色調は浅黄橙色系。29は 中央部に径0。7cmを 測る円孔を穿つ紡錘

車である。全体に丁寧な作 りのもので、径4.4cm、 厚さ1.lcmを測る。遺構の帰属時期は古墳時代前

期前半 (布留式古相)の布留Ⅱ期に比定される。

T P 1450m

一
＼

0              1
|

304平断面図

1 暗褐色微砂混粘質土

第 15図  SE
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T P t4 50m

3 50m

1 暗褐色微砂混粘質土

2 晴茶灰色砂礫混粘質土

3 暗灰色砂礫混粘質土

4 青灰色粘質土

5 緑灰色微砂混砂質土

6 暗灰色微砂混粘質土

7 灰黒色微砂混粘質土

8 晴緑灰色微砂質土

9 暗緑灰色細砂質土

第 16図  S E 305平断面図
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第 17図  S E 305出土遺物実測図

S E 306

1区北西部の8D地区で検出した。円形を呈する素掘り井戸である。東西径0.69m、 南北径0,78

m、 深さ0.47mを 測る。掘方の断面形状は台形である。埋土は 2層 から成る。遺物は古墳時代初

頭 (庄内式期)の古式上師器の細片が少量出土しているが、時期を明確にし得たものはない。

S E 307(第 18。 19図、図版九・五三)

1区北西部の 7E地区で検出した。東西方向に長い楕円形を呈する素掘 り井戸である。東西径

1.63m、 南北径1.28m、 深さ1,38mを 測る。掘方の断面形状は、上位から中位が逆台形で以下は袋

状に広がっており、最下層は湧水層である11層 に達している。埋土は掘方の形状に沿って10層が

堆積している。遺物は 7層から弥生時代後期後半に比定される弥生土器が少量出上している。

V様式奏 1点 (30)を 図化した。30は V様式甕で口縁部から体部中位の細片である。体部外面に

やや細筋のタタキ調整を行う。色調は淡灰褐色。非生駒西麓産である。

―-32-一
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1 暗褐色砂礫混粘質土

2 淡褐色粘質土

3 青灰色粘質土

4 灰青色微砂混粘質土

5 淡灰色粘質土

6 灰色微砂混粘質土

灰黒色粘土 (炭化物を多量に合む〕

暗灰色粘土 t植物遺体を含む)

黒灰色細砂混粘土

灰オリーブ色粘質土

灰色細砂

第 18図  S E 307平断面図
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第 19図  S E 307(30)、 S E 308(31・ 32)出土遺物実測図

たと推定される。埋土は 2層が残存しており、埋土中から古墳時代初頭前半 (庄内式古相)1こ比定

される甕が出上している。 2点 (31・ 32)を 図化した。31・ 32は V様式系奏である。31が口縁部

片。32が完形品で体部下位に円形の穿孔がある。口径13.Ocm、 器高22.lclll、 体部最大径18.5cmを 測

る。体部外面は上位から中位にかけて右上がりの粗いタタキ、中位以下は縦位方向の板ナデを施

す。底部は突出しない平底である。外部外面の上位から中位を中心に厚 く煤が付着している。色

調は淡褐灰色。生駒西麓産である。遺構の帰属時期は古墳時代初頭前半 (庄内式古相)である。

S E 308(第 19。 20図、図版

一〇・五三)

1区中央部の8F地区で検

出した。第 4面掘削時に検出

したもので、上部は削平を受

けており、掘方の上面形状は

不明である。検出部分で東西

幅0.42m、 南北幅0.55mを 波J

る。深さについては、検出部

分では0.32mを 測るのみであ

るが、本来は1.3m前後であっ

1

2

3

4

5

ユ

〓

部

―

＝

井

X=-151072

T P 44 00m

1

2

灰色細砂混粘質土

灰色粘質ンル ト

第 20図  S E 308平断面図

X=-151061

T P 44 50m

暗灰色砂礫混
j覆

琵〒
工
=Ξ=〓=ユ=======冨 〓」

n

5PB4/1暗青灰色砂礫混砂質土

5PB3/1暗 青灰色粘質土

N3/0暗灰色微砂質土

暗青灰色粘土

第 21図  S E 309平断面図
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S E 309(第 21・ 22図、図版一〇・五四)

1区北東部の 7H地区で検出した。南北

方向に長い精円形を呈する素掘り井戸であ

る。東西径0.53m、 南北径0.78m、 深さ0.58

mを測る。掘方の断面形状は逆台形で、東

部の最下層部分で一部袋状を呈する部分が

ある。埋土は 5層 に分層され、最下層の 5

層から弥生時代後期に比定される弥生土器

片が出土している。 3点 (33～ 35)を 図化し

た。33は広口壷の口縁部

片である。復元口径 ll.2

cmを 測 る。色調 は赤褐

色。34・ 35は V様式奏で

ある。34は 口縁部から体

部片。35は小形品で図上

で完形に復元できる。口

径 11.6cm、 器高15.lcm、 底

径3.8clllを 測 る。底 部 は

突出 した平底 で裏面 は

ドーナツ底である。色調

は 34が褐灰色。35が淡

褐灰色で共に生駒西麓産

である。遺構の帰属時期

は弥生時代後期後半であ

る。

S E 310(第 23図、図版
__)          TP+430m

2区西部の10C地区で

検出した。南北方向に長

い楕円形を呈する素掘 り

井戸である。東西径 1.34

m、 南北径1.6m、 深さ1.2

mを測る。断面形状は底

部から上位にかけてほぼ

垂直に立ち上が り、上位

で開 く形状 を呈 してい

る。埋土は粘質土を主体

とする 3層からなる。遺

房
=≡

≡平正三:i〔【〔i33

Ocm

第 22図  S E 309出土遺物実測図

駕
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X=-151096

晴青灰色粘質土

オリーブ灰色微砂混粘質土

オリーブ黒色粘質土

第 23図  SE
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310平断面図



物は 3層 から古墳時代前期後半 (布留式新相)に比定される古式土

師器片が出土しているが、図化し得たものは無い。遺構の帰属時

期は古墳時代前期後半 (布留式新相)である。

S E 311(第 24・ 25図、図版一―・五四)

2区西部のll E地区で検出した。不整円形を呈する素掘 り井戸

で、東部はS K 350に切られている。検出部分で東西径1.27m、

南北径1.65m、 深さ1.Omを測る。埋土は4層 に分層が可能で、その

内の 2層から飛鳥時代前半に比定される土師器・須恵器が少量出

土している。 3点 (36～ 38)を 図化した。36は土師器杯Cである。

約1/2が残存しており、口径

14.9cm、 器高5.7cmを 測る。

体部内面に放射状暗文が施

文されている他、内底面に

ヘラによる「×」の記号文

がある。色調は淡灰褐色。

37は須恵器奏の口縁部片で

ある。復元口径17.Ocmを 測

る。外反して開く口縁部を

持つもので、口縁端部は下

方に肥厚 し、端面は外傾す

る幅広の平坦面を作る。内

外面 に自然釉が認め られ

る。色調は青灰色。焼成は

良好。焼成は堅緻。38は須

恵器杯身である。ほぼ完形

品で、口径 12.lcm、 器高3.8

cm、 受部径14.5cmを 測 る。

色調は淡青灰色。焼成は良

好、堅緻である。共に田辺

編年 (田 辺1966)の T K209

型式 (7世紀前半)に比定さ

れる。出土遺物から遺構の

帰属時期 は飛鳥時代前半

(7世紀前半)が推定 され

る。 75Y4/2灰オリーブ色微砂質土
5PB6/1青灰色微砂質土
N6/0灰色微砂混粘質±    o
N3/0暗灰色粘質土

第 25図  S E 311平断面図

0              10cm

第24図  S E311出 土遺物実測図
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土坑 (SK)
S K 303(第 26・ 27図、図版五四)

1区北西部の 7D地区で検出した。東西方向に長い精円形を呈

する。規模は東西径3.85m、 南北径 1.62m、 深さ0.17mを 測る。断

面は浅い皿状形を呈する。埋土は7.5Y4/2灰 オリーブ色微砂質上の

単一層である。遺物は弥生時代後期末に比定される弥生土器片が

少量出土 している。高杯の脚部 1点 (39)を 図化した。中空の柱状

部から屈曲して大きく開く裾部が付 く。裾部径18.5cmを 測る。色

調 は赤褐色。胎土は粗

い。スカシ孔は三方に穿

たれている。遺構の帰属

時期は弥生時代後期末。

S K 310(第 28・ 29図、

図版一―・五四)

1区 中央部の 8E・ F

地区で検出した。東西方

向に長い不整楕円形を呈

する。規模は東西径0,91

m、 南北径0.42m、 深 さ

0.05mを 測る。断面は浅

い皿状形を呈する。埋土

は暗褐色極細粒砂混粘土

質シルトの単一層である。

遺物は内部から古墳時代

初頭前半 (庄内式古相)に

比定される古式土師器類

39

0           10cm

第 26図  S K303出 上遺物実測図

事
士
錦
―
＝
＞

T P 4-4 50m

1 75Y72灰 オリーブ色微砂質上

第 27図  S K 303平 断面図

が少量出土している。 3点 (40～ 42)を 図化した。40は球形の体部を有する小形壺で口縁部を欠く。

色調は淡灰褐色。41・ 42は奏である。41は庄内式奏の口縁部小片である。小片のため全容は知 り

得ないが残存部分での特徴から、河内型庄内式奏の最古形態 (奏 Bl)に位置付けられる。口縁部は

やや小さく「く」の字に屈曲し、体部内面のヘラケズリは口縁屈曲部に及ばないため屈曲部に丸

味を持つ他、体部外面のタタキ調整はやや細目(4本/cm)で水平方向に施されている。色調は赤褐

色。胎土中に角閃石を含む生駒西麓産である。42は長胴形の体部に平底の底部が付 く奏である。

ほぼ完形に復元が可能である。口径15.2cm、 器高25,Ocm、 底径3.3cm、 体部最大径20.7cmを 測る。体

部の器面調整は外面の上位が右上がり、中位以下が水平方向のタタキを行った後縦位のハケ、内

面は口縁屈曲部より少し下がった部分以下をヘラケズリ、体底部に指ナデを残す。形態や調整方

法からみて、V様式系甕と吉備系奏との属性を持つ折哀様式の奏に分類される。色調は褐灰色。生

駒西麓産。遺構の帰属時期は古墳時代初頭前半 (庄内式古相)に位置付けられる。
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1 暗褐色極細粒砂混粘質シル ト

第 28図  S K 310平断面図

S K 311(第 30。 31図、図版一二)

第 29図  S K 310出土遺物実測図

S K 310の南西に近接している。南北方向に長い楕円形を呈する。

規模は東西径1.61m、 南北径0。72m、 深さ0.lmを測る。断面は逆台形

を呈する。埋土は暗褐色極細粒砂混粘土質シルトである。遺物は古

墳時代初頭後半 (庄内式新相)の古式上師器類が少量出上している。

奏片 2点 (43・ 44)を 図化した。43は庄内式甕片である。体部外面の

タタキはやや粗 く4本/cmである。生駒西麓産。44は屈曲部内面に幅

広の面を形成するもので、口縁端

部は外傾 し小端面を作る。色調は

灰白色。東四日系のものと考えら

れる。

S K 323(第32・ 38図、図版一三)

1区東部の 7H地区で検出 し

た。東西方向に長い楕円形を呈す

るもので、西部ではS K 322を 切っ

ている。規模は東西径2.05m、 南

北1.lm、 深さ0。22mを 測る。断面

は浅い皿状形を呈する。埋土は 2

層からなる。遺物は 1層から弥生

時代後期後半に比定される弥生土

器片が少量出土している。高杯の

裾部片 1点 (45)を 図化 した。低 く

大きく開く裾部を持つもので、椀

形高杯の脚部であった可能性が高

い。色調は淡褐灰色。

Ocm

第30図  S K311出土遺物実測図

X=-151073

T P 14 50m

1 暗褐色極細粒砂混粘質ンル ト

】．一一一一一一一
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暗灰色砂礫混砂質土

黄橙色微砂混粘質上 lm

第32図  S K 323平 断面図

S K 327(第 33・ 38図、図版一三・五四)

2区中央部の 9E地区で検出した。不整円形を呈するもので、上部は一部 S D 210に より切ら

れている。規模は東西径1.82m、 南北径1.75m、 深さ0.2mを測る。断面は浅い皿形状を呈する。埋

土は暗青灰色砂礫混砂質上の単一層である。遺物は古墳時代初頭 (庄内式期)に比定される古式土

師器片が少量出上している。 2点 (46・ 47)を 図化した。46は体部外面にハケ調整を多用する甕で

ある。口縁部から体部中位が残存している。胎土においては、河内型庄内式奏に通有な角閃石を

含み褐灰色を呈するものが使用されているが、本例は体部内面のヘラケズリを久くもので類例の

少ない器種である。47は有子L鉢の底部である。色調は褐灰色。生駒西麓産である。

S K 339(第 35。 38図、図版一三・五四)

2区北西部の1l C地 区で検出した。西端で S K 206、 上部でS D 201に切られている。東西方

向に長い不定形で、規模は検出部分で東西幅4.65m、 南北幅1.65m、 深さ0。 18mを測る。断面は浅

い皿状形を呈する。埋土は灰オリーブ色微砂質上の単一層である。遺物は古墳時代前期中葉 (布留

式中葉)に比定される古式上師器片が少量出土している。 5点 (48～ 52)を 図化した。48～ 51は

小形丸底壺 (小形壷 B4)である。50は 口径が外部最大径を凌駕している。口径9。 6cm、 器高8.lcm、

体部最大径9.lcmを 測る。48～ 51はやや粗製品である。色調は褐灰色。52は布留式甕であるが、

口縁端部は肥厚せず直口を呈する。布留Ⅲ期。

S K 341(第 34・ 38図、図版一四)

2区南西部の1l D地区で検出した。不整方形を呈する。規模は東西幅1.64m、 南北幅1.55m、 深

さ0。4mを測る。断面は浅い椀形状を呈する。埋土は断面形状に沿って 3層が堆積している。遺物

は古墳時代前期前半 (布留式古相)に比定される古式土師器片が少量出土している。鉢 1点 (53)を
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図化した。椀形を呈する鉢で(鉢 El)に分類さ

れる。復元口径11.4clllを 測る。色調は浅黄橙色。

古墳時代前期前半 (布留式古相)の布留 I期～Ⅱ

期に盛行する器種である。

S K 346(第 36・ 38図、図版一二)

2区西部の10C o D地 区で検出した。円形を

呈する。規模は東西径0.63m、 南北径0,65m、 深

さ0.21mを 測る。断面は椀形を呈する。埋土は

7.5Y4/2灰 オリーブ色微砂質上の単一層である。

遺物は吉墳時代前期前半 (布留式古相)1こ比定さ

れる古式土師器片が少量出土している。54は布

留式奏片である。復元口径13.6cmを 測る。色調

は淡褐灰色。角閃石を含む生駒西麓産である。

布留 I期。

S K 347(第 37。 38図、図版一四・五四)

2区西部の10D地区で検出した。南西部がS

P3102に切られている。不整円形を呈するもの

で、規模は東西径1.15m、 南北径1.3m、 深さ0。 17

mを測る。断面は皿状で、一部西部で

深くなる音Б分がある。埋土は7.5Y4/2灰

オリーブ色極細粒砂である。遺物は内

部から飛鳥時代前期に比定される土師

器・須恵器の小片が少量出土している。

須恵器杯身 1点 (55)を 図化した。完形

品で口径12.4cm、 器高3.8cm、 受部径14.9

cmを測る。田辺編年のT K209型式(7

世紀前半)に比定される。

S K 355(第39。 40図、図版一四・五

五 )

2区中東部の 9G地区で検出した。   一―

上部が第 2面で検出した S D 219。 S

D220に切られ、西部ではS K 389を

切っている。北西―南東方向に長い楕

円形を呈するもので、規模は長径3.15

m、 短径1.6m、 深さ0.2mを 測る。断面 TP+430m

は浅い皿状を呈する。埋土は5B3/1暗

青灰色粗粒砂混シルト質粘上である。

遺物は古墳時代前期中葉 (布留式中相)

T P H卜 4 40rn

75Y4/2灰オリーブ色極細粒砂

第 37図  S K 347平断面図

?        I         Im

75Y72灰オリーブ色微砂質土

第 36図  S K 346平断面図
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第 38図  S K 323(45)、 S K 327(46・ 47)、

土遺物実測図

55

S K 339(48-52)、 S K 341(53)、

54

S K 346(54)、 S K 347(55)出

引
　
や
　
上下
枷
　
〇
〇
３
Ｄ

傷
く

田
　
　
　
　
＼

＄∧

／

　

Ａ
T P +5 00m

1 5B3/1暗青灰色粗砂混シル ト質粘土

第 39図  S K 355平断面図

?                   11                   20cm

第40図  S K 355出土遺物実測図

に比定される土師器片が少量出上している。

3J点 (56～ 58)を 図化した。56は小形丸底壼 1/Jヽ形壷B4)057は大きく開く口縁部を持つ広口壼。

58は 高杯脚部である。布留Ⅲ期。

S K 356(第 41・ 42図、図版一五・五五)
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第41図  S K 356平断面図

2区のほぼ中央部の9G地区で検出した。平面形状は隅丸方形で、長軸2.35m、 短軸1.55m、 深

さ0。15mを測る。断面形状は浅い皿形状で、内部の埋土は暗褐色粘土質シルトが堆積している。こ

の北西側では埋土を約 5 cm程度掘った地点から、刃先を北西に向けた状況で鏃形石製品が出土し

た。その周辺には古墳時代前期前半に比定される小形丸底壺・高杯・奏などの古式土師器片が多

量に出上している。また、埋土を舗いにかけた結果、管玉と小玉が各 1点出上している。19点 (59

～ 77)を 図化した。59～ 63は小形丸底壷である。59は 口径と体部最大径がほぼ等しい。61は 口

径が体部径を凌駕するもので小形壼B4にあたる。64～ 68は布留式甕である。口縁端部の形態は、

小さく内傾肥厚する64・ 65、 肥厚せず口縁端部が尖り気味で終わる 66、 内面の肥厚幅が広い 67・

68がある。69～ 72は高杯である。69・ 70は杯部が斜上方に直線的に伸びるガヽ形の精製高杯であ
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A tt            B面

75

第42図  Si                Cm  
ド
ilitR4綽 ,

る。69・ 70の杯部内外面の器面調整は横位のヘラミガキを多用している。71の掲鯨裏面には布目

痕が残る。73・ 74は小形鉢である。73が椀形を

4.9clllを 測る。色調は淡灰褐色。生駒西麓産。74ラ

径13.9cm、 器高5.lcmを測る。粗製品で色調は褐灰′

75は無茎式に分類される鶏璃製の鏃形石製品である。全長4,7cm、 刃幅2.4cm、 厚さ0.7cm、 重さ 9

gを測る。鏃身は鏑を境に三分されており、断面形状が菱形を呈する。刃先および鏃身は鋭い刃

を持つもので、顎部を境に幅を減じて直線的に伸びる。顕部は、矢柄を挿し込むために半楕円状

に決られており、その中央部に小孔が穿たれている。出土例としては古墳時代前期を中心として

20数例あるが、製作遺跡から出土した一部を除けば、その大半が前期古墳からの出土であり、消

費地遺跡からの出土としては本例が初例である。出土例の中で、類似した形状を持つものとして

は、池ノ内 7号墳 (奈良県)、 大成洞13号墳 (韓国金海市)な どの古墳出土例のほか、製作地遺跡で

は川合遺跡 (静岡県)がある。石材においては、瑶璃製のものは本例のみで、一般的には碧玉・凝

阿
慟
―ｌ
⑨

図
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1

2

TP+510m

5B3/1暗 青灰色粗砂混ンル ト質粘土

10G3/1暗 緑灰色粗砂混粘質シル ト

第 43図

m

S K 358平断面図

Oom

第 44図  S K 353出土遺物実測図

灰岩が使用されている。馬璃の原産地を限定することは出来ないが、原石が産出される場所は、

調査地付近では兵庫県日高郡日高町猪爪から豊岡市船谷付近、島根県八束郡玉造町玉造付近、石

川県金沢市片山津付近があり、これらの地域から持ち連ばれたものと考えられる。76は碧玉製の

管玉で、 3箇所に欠損部分がある。長さ1.lcm、 径0.4cmを測る。色調は暗緑色。77は ガラス製小
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玉であるが、残片のため法量は明確でない。色調は透明感のある明青色を呈する。遺構の帰属時

期は布留Ⅲ期である。

S K 358(第 43・ 44図、図版一六・五五)

S K 356の南西に近接している。東端部分が S D 218、 西部でS P 3147に切られている。北東

―南西に伸びる不整楕円形を呈するもので、長径3.6m、 短径1.25m、 深さ0.18mを測る。断面は

浅い皿状形を呈する。埋土は 2層からなる。遺物は古墳時代前期中葉 (布留式中相)に比定される

古式上師器片が少量出土している。10点 (78～ 87)を 図化した。78～ 80は布留式甕 (奏 F2)の回

縁部片である。色調は灰褐色～褐灰色。81は大形鉢と推定される。復元口径24.Ocmを測る。色調は

灰褐色。生駒西麓産。82～ 87は高杯である。当該期に通有な小形高杯である。杯部の形状では、

稜部が明瞭な 82・ 83が高杯A5ヽ やや不明瞭な 84～ 87が高杯 (A6)に分類される。出土遺物は布

留Ⅲ期を中心としている。

S K 359(第 45。 46図、図版一六・五六)

2区中央部の10F地区で検出した。南北方向に長い楕円形を呈するもので、中央部分を東西に

伸びるS D 238に切られている。規模は東西径1.Om、 南北径1.3m、 深さ0。34mを 測る。断面は浅

い逆三角形を呈する。埋土は 4

層から成る。遺物は古墳時代前

期後半 (布留式新相)に比定され

る古式土師器片が少量出土して

いる。

第 45図
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1 5B5/1青灰色微砂混粘土 
卜~~~げ 一げ司げョトーーーーーーーー引

N3/0暗灰色微砂質土

5PB71晴青灰色砂礫混土

10BG6/1青 灰色微砂

第 46図  S K 359平断面 図舅毒47Eコ  S
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布留式奏 1点 (88)を図化した。日縁部から体部上半の細片で布留式奏 (奏 F3)に分類される。色

調は淡灰褐色。遺構の帰属時期は布留Ⅳ期。

S K 382(第 47・ 48図、図版一七・五六)

4区中央部の16・ 17F・ G地区で検出した。東西方向に長い不整楕円形を呈する大型の上坑で

ある。規模は東西径11.lm、 南北径6.8m、 深さ0。8mを測る。断面は浅い逆三角形を呈する。埋土

は 4層から成る。遺物は弥生時代後期後半に比定される弥生土器片が少量出上している。 5点 (89

～ 93)を 図化 した。89は有稜高杯である。ほぼ完形で口径19。 2cm、 器高13.9cm、 裾部径14.lcmを 測

る。口径・稜径・口縁部長から導かれる数値は、口縁比25,7、 口稜比65,9で原田分類 (原田2003)の

〔有稜高杯 Dl〕 にあたる。90・ 91は V様式奏の口縁部片である。色調は90が褐灰色、91が赤褐

色。共に生駒西麓産。92・ 93は小形鉢で、平底の 92〔小形外 Bl〕 と上げ底の 93〔小形鉢 B2〕

がある。色調は 92が灰褐色。93が赤褐色。共に生駒西麓産。時期的には弥生時代後期末 (弥生時

代後期後半新相―様相 3)に あたる。

８
〓
需
―
＝
井

T P ■4 50m

青灰色シル トlrII礫混・Fe分含む)

青灰色粘土
明灰色粘土
灰色シル ト(植物遺体・遺物を含む)

監 _____→ m

第 48図  S K 382平 断面図
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第 6表 第 3面 土坑 (SK)一覧表 (単位m)

遺構名 地 区 平面形 東西幅 南北幅 深 さ 埋  土 出土遺物

S K 301 7D 円形 140 ｌ
Ｌ 5PB4/1暗青灰色砂礫混砂質土 弥生土器 (V)

S K 302 7DoE 不整円形 1.00 弥生土器 (V)

S K 304 7D 隅丸方形 1.12 弥生土器 (V)

S K 305 円形 088 弥生土器 (V)

S K 306 8D 095 暗褐色微砂混粘質土

黄灰色細砂

灰黒色粘質土

灰色微砂混粘質土

弥生土器(V)
古式土師器

S K 307 不整円形 5PB71暗 青灰色砂礫混砂質土

S K 308 楕円形 75Y4/2灰 オリーブ色微砂質土 古式土師器 (布留)

S K 309 8E 隅丸方形 315 224 0.15 弥生土器 (V)

S K 312 8F 円形 1.05 092 弥生土器 (V)

SK 8E・ F 楕円形 182 古式土師器 (布留古)

S K 314 8E 不整円形 古式上師器 (布留)

SK 古式上師器 (庄内古)

S K 316 8E・ F 0,72 古式上師器 (布留)

S K 317 隅丸方形

S K 318 8F 不整円形 058 古式土師器

S K 319 8G 隅丸方形

S K 320 楕円形 古式土師器 (布留)

S K 321 2.05 288

S K 322 7H 不整円形 古式土師器

S K 324 楕円形 225 5GY6/1オ リーブ灰色微砂質土

10Y4/2オ リーブ灰色微砂混粘質土

S K 325 円形 75Y4/2灰 オリーブ色微砂質土

S K 326 9E 014 弥生土器

S K 328 不整円形 0,75 古式土師器

S K 329 9C 円形 085 075 0.57 オリーブ灰色砂礫混砂質土

灰色細砂

青灰色粘土

S K 330 9D 楕円形 N3/0暗灰色微砂質土

S K 331 9E 円形 065 0.86 10Y4/2オ リーブ灰色微砂混粘質土 弥生土器 (I)

S K 332 10C 楕円形 N3/0暗灰色微砂質土

S K 333 円 形 085 008 古式土師器

S K 334 不定形 008

S K 335 楕円形 078 10Y4/2オ リーブ灰色微砂混粘質土

5GY6/1オ リーブ灰色微砂質土
10BG6/1青灰色微砂

S K 336 不整円形 0.56 098 012 N3/0暗灰色微砂質土 古式土師器 (布留)

S K 337 1lC 精円形 0.65 古式上師器・須恵器

S K 338 不整円形 古式土師器

S K 340 1lC・ D 方形 268

S K 342 1lD 円形 091 N3/0暗灰色微砂質土

5Y3/1オ リーブ黒色粘質土

5GY6/1オ リーブ灰色微砂質土

S K 343 方形 10Y72オ リーブ灰色微砂混粘質土
10BG6/1青灰色微砂

S K 344 円形 027 75Y72灰オリーブ色微砂質土
10Y4/2オ リーブ灰色微砂混粘質土

S K 345 10D 円形 10Y4/2オ リーブ灰色微砂混粘質土
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遺構名 地 区 平面形 東西幅 南北幅 深 さ 埋  土 出土遺物

S K 348 1lE 円形 0,70 076 0.07 7.5Yク 2灰 オリーブ色微砂質土

S K 349 方形 1.25 021 暗青灰色微砂混粘土

S K 350 不整円形 275 5B71暗青灰色微砂混粘土

S K 351 10F 方 形 7.5Y4/2灰 オリーブ色微砂質土

S K 352 1lF 楕円形 058

S K 353 8・ 9F 5B5/1青灰色微砂混粘土

S K 354 9F,G 暗灰色砂礫混土

青灰色細砂混粘質土
弥生土器

古式上師器

S K 357 9F 不定形

S K 360 10F 隅丸方形 225 0.20 暗灰色砂礫混土 (鉄分含む) 弥生土器

S K 361 10H 黒色粘土 (微砂ブロックで含む)

灰緑色シル ト

灰色微砂混粘土

黒灰色微砂質土

灰色微砂混粘質土

弥生土器 (V)

S K 362 022 N5/0灰色粘土
10BG6/1青灰色微砂
10BG6/1青灰色微砂

S K 363 弥生土器 (1)

S K 364 楕円形 0,75 020 N3/0暗灰色微砂質土
5Y3/1オ リーブ黒色粘質土
5GY6/1オ リーブ灰色微砂質土

S K 365 13E 不整円形 0.14

S K 366 13F 隅丸方形 130 N4/0灰色シルト混粘土
5Y5/6オ リーブ色細砂
5Y4/1灰色シルト混粘土

S K 367 12G 007 N3/0暗灰色シルト混粘土

S K 368 13G 不整円形 1.32

S K 369 13F 隅丸方形 0,92 N3/0暗灰色細砂混粘土

S K 370 13G 不整円形 082 065

S K 371 13・ 14G 隅丸方形 N3/1オ リーブ黒色シルト混粘土
5Y5/6オ リーブ色細砂

S K 372 13G 円形 0.85 5B71暗青灰色微砂シル ト

S K 373 14G 063 N4/0灰色微砂混粘質土

S K 374 15F 楕円形 235 5Bク1暗青灰色シルト混粘土

S K 375 15G N4/0灰 色細砂混粘土

S K 376 不整円形 0. 4 N3/0暗灰色細砂混粘土

S K 378 16EF 円形 075 0 2 暗褐色粘質土

S K 379 17E 楕円形 055 灰色微砂混粘土

S K 380 17EF 不定形 黒灰色微砂混粘質土

黒オリーブ灰色シルト

S K 381 16F 楕円形 075

S K 383 17F 黒灰色細礫混シルト

青灰色微砂混粘質土

明灰色微砂

S K 384 16G 0,75 092 赤褐色シル ト混粘土

S K 385 035

S K 386 15H 137 暗オリーブ灰色粘質土

明褐色細砂

S K 387

S K 388 8E 円形 75Y4/2灰オリーブ色砂礫混微砂質土 弥生土器 (■ )

S K 389 9G 隅丸方形 5B3/1暗青灰色粗砂混シルト質粘土 古式上師器
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落ち込み(SO)
S0301(図版一七 )

1区北西部の 6・ 7DoE地 区で検出し

た。北部および西部が調査区外に至るため

全容は不明である。 S E 301・ S E 302、 S

P3001に切 られている。検出部分で東西幅

10,08m、 南北幅2.29m、 深さ0.18mを 測る。

埋土は青灰色礫混砂質上である。遺物は弥

生時代後期後半に比定される弥生土器が少

量出土しているが実測 し得たものはない。

S0302(第 49・ 50図、図版

―八・五六)

1区北西部の 6・ 7E地 区

で検出した。南北方向に伸び

る不定形のもので、北部は調

査区外、南部はS D 301に切

られている。検出部分で東西

幅3.4～ 5.2m、 南北幅4.30m、

深 さ0,35mを 測る。埋土は淡

灰茶色細砂混粘土である。遺

物は古墳時代前期前半 (布 留

式古相)1こ 比定される古式上

師器片が多量出土しているが

細片化 したものが大半を占め

た。 3点 (94～ 96)を 図化 し

た。94は 口縁部が小さく屈曲

するやや粗製の小形鉢片であ

る。色調は褐灰色。生駒西麓

産。95は口径が体部最大径を

凌駕す る精製の小形丸底壷

(小 形壷 B2)片 である。復元

口径11.8cmを 測る。色調は淡

褐灰色。生駒西麓産で、実体

鏡で角閑石の含有が認められ

る。96は 布留式奏 (甕 Fl)片

である。色調は淡褐灰色。生

駒西麓産。95と 同様、実体鏡

により角閃石の含有が認めら
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れる。布留 I期に比定さ

れる。

S0303(第 51・ 53図、

図版―八・五六 )

1区東部の 8H地区で

検出した。南北方向に伸

びるもので、南端は 1・

2区を区画する側溝で切

られている。各遺構 との

関係で 1よ、 】ヒ端からSD
304が北に向かって伸び

ている他、S P 3051に 切られている。検出部分で東西幅4.27m、 南北幅7.15m、 深さ0.2mを測る。

二段掘方を有するもので、東部がやや深 くなっている。埋土は5Y3/1オ リーブ黒色粘土質シル ト

の単一層である。遺物は二段掘方の下段部分を中心に古墳時代初頭前半 (庄内式古相)に比定され

る細片化した古式上師器類が少量出土している。 5点 (97～ 101)を 図化 した。97～ 99は庄内式

奏である。 3点共に河内型庄内式奏の最古形式に分類される。屈曲部分の形態では、丸味を持つ 97

と「く」の字を呈する 98・ 99があり、97についてはヘラケズリが屈曲部に及ばない。体部外面

のタタキは4本/cm程度で右上がりに施されている。体部内面上位のヘラケズリは逆時計回りに水

平方向に削られている。100。 101は V様式系甕の小片である。共に口縁部は丸味を持って外反す

るもので、端面は外傾する小端面を作る。色調は褐灰色。生駒西麓産である。庄内 I tt。

S0304
2区東部の 9～ ll G～ H地区で検出した。南北方向に伸びるもので、北端は 1・ 2区を区画す

る側溝に切られている。各遺構との関係では、 2面の遺構であるS K 208、 S D 223 0224・ 225、

3面の遺構であるS P 3151～ 3153に切られている。検出部分で東西幅4.15～ 6.75m、 南北幅27.65

m、 深さ0.28mを測る。埋土は黄褐色砂質土である。遺物は土師器の小片が少量出土しているが、

時期を明確に出来たものはない。

S0305(第 52図、図版一九・五六)

S0304南部の東に隣接している。北西―南東方向に広がる不定形の落ち込みで南東部分は調

査区外に至る。各遺構との関係では、 2面の遺構であるS D 226・ 237・ 238、 3面の遺構である

S K 363、 S P 3168～ 3172に切られている。検出部分で東西幅9。45m、 南北幅9,05m、 深さ0,19

mを測る。埋土はN5/0灰色微砂質上である。遺物は弥生時代後期後半

～古墳時代前期後半 (布留式新相)に比定される土器類の細片が少量出

土している。高杯 1′点(102)を 図化した。低い脚台に椀形の杯が付 く高

杯 〔椀形高杯 C〕 である。スカシ子Lは 4個穿たれている。色調は淡橙

色である。弥生時代後期末 (弥生時代後期後半新相―様相 3)にあたる。

遺構の帰属時期については、最も新しい遺物から勘案して古墳時代前

期後半 (布留式新相)が推定される。
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第 51図 S0303出土遺物実測図
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第 52図  S0305出土遺物実測図
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溝 (SD)

S D 301(第 54・ 55図、図版二〇・五六)

1・ 2区西部で検出した。北東―南西方向にほぼ直線的に伸びるもので、両端は調査区外に至

る。 S0302を切る他、 S E 304e s P 3261に 切られている。検出長36.Omを測る。幅は北東に行

くに従って漸増しており0.5～ 1.5mを測る。深さ0.21～0.43mで、溝底の標高は南西端でT.P.+3.99

m、 北東端でT,P.+4.14mを 測るため流下方向は北東から南西方向が推定される。埋土は 2層から

なる。遺物は古墳時代前期前半 (布留式古相)に比定される古式上師器が少量出上している。大形

直口壷 (大形直口壷A)片 1点 (103)を 図化した。口縁部から体部上半が残存している。日径17.3cm

を測る。口縁部が斜上方に外反して開くもので、端部はタト傾し幅広の端面を形成している。色調

は淡赤褐色。布留 I tt。

T P ―卜4 40rn

T P 引卜4 40m

1 75Y72灰 オリーブ色微砂質土
2 N4/0灰色微砂混粘質土

第 54図  S D 301断 面図 第 55図  S D 301出 土遺物実測図

S D 311(第 56・ 57図、図版一九・五六・五七)

2区東部の1l F～ I地区で検出した。東西方向に蛇行して伸びるもので、東端は調査区外に至

る。西端でS D 310に切られ、1l G地区付近でS D 312と 合流している。 S P 3161 03166・ 3167・

3173～ 3175に切られている。検出長22.Om、 幅0。5～4.5m、 深さ0。19～ 0.34mを測る。埋土は4層

から成る。遺物は弥生時代後期後半に比定される弥生土器が出土している。特に、1l F地区では

第 56図  S D 311出土遺物実測図

に
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第 57図  S D 311土器集積部分平断面図
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土器が集中して出土した部分があった。10点 (104～ 113)を図化 した。104～ 111は V様式奏であ

る。108が小形、他は中形である。口縁部の形態では、外反 して開き口縁端部が丸 く終わる 104

～ 106、 上方に摘み上げ気味に終わる 107、 「 く」の字に屈曲し端面が尖る 108がある。底部は突

出する 104・ 108・ 110と 突出しない 109。 111がある。底部は平底が 108、 ドーナツ底が 104・ 109

～ 111である。色調は褐灰色。全て生駒西麓産である。112・ 113は有孔鉢である。113が完形品

で口径 15,2clll、 器高9.7clll、 底部径3.5cmを 測る。体部タト面調整は 112がナデ、113が右上が りの夕

タキを施す。色調は灰褐色。生駒西麓産である。弥生時代後期後半に比定される。

第7表 第3面 溝(SD)一覧表(単位m)

/Jヽ穴(SP)
総数で264個 (S P 3001～ S P 3264)を 検出した。各調査区で検出されているが、特に弥生時代

後期から古墳時代前期を中心とする遺構が集中する 1・ 2区での周密度が高い。時期的には弥生

時代後期・古墳時代初頭前半 (庄内式古相)。 古墳時代前期前半～後半 (布留式古～新相)。 古墳時代

後期・飛鳥時代のものがある。時期別の比率では、古墳時代前期 (布留式期)の ものが大半で、古

墳時代後期のものは 2区の一部と4区に集中している。飛J鳥時代のものは、 2区で散見される程

度で構築面についても3面より上部が想定される。上面形状では、円形・不整円形・楕円形・方

形・隅丸方形がある。規模は幅0.10～ 1.24m、 深さ0.05～ 0.65mを 測る。掘立柱建物を構成するS

P3011～ S P 3019の他にも、一部柱痕を残すものがあったが建物跡を想定するに至っていない。

遺構名 地 区
全長

(検出長)

幅

(最大)

深 さ 埋 土 出土遺物

S D 302 8F 040 7.5Y4/2灰 オリーブ色微砂質土 古式上師器 (布留新)

S D 303 7・ 8F
75Y4/2灰 オリーブ色微砂質土

明責灰色微砂質土
5GY6/1オ リーブ灰色微砂質土

弥生土器 (V)

S D 304 7・ 8H 081 75Y4/2灰 オリーブ色微砂質土

S D 305 7-91 0,75 0.25
7.5Y4/2灰 オリーブ色微砂質土
10Y4/2オ リーブ灰色微砂混粘質土

古式上師器 (庄内古)

S D 306 9C N3/0暗灰色粘質土

S D 307 10・ 1lC 0.23
7.5Y4/2灰 オリーブ色微砂質土
7.5YR7/8黄橙色微砂質土

古式上師器 (布留)

S D 308 1lD 4.40 75Y4/2灰 オリーブ色微砂質土 弥生土器

S D 309 8'9E N5/0灰色粘土

S D 310 9～ 1lE・ F 0.22 N3/0暗灰色微砂質土 弥生土器 (V)

S D 312 11・ 12G 0,91

25Y3/1黒 褐色微砂質土

黒褐色シルト
2.5Y7/6明 黄褐色微砂

弥生土器 (V)

S D 313 10・ 1lH 75Y72灰オリーブ色微砂質土

S D 314 9～ 1lH・ I 弥生土器 (V)

S D 315 11・ 12D
5B4/1暗 青灰色粘土
5B3/1暗 青灰色細砂混粘土

S D 316 12E・ F 672 045 075 5B4/1暗 青灰色粘土

S D 317 12F

S D 318 12～ 15F・ G 0ち 035
灰褐色微砂質土
5B4/1暗青灰色粘土

S D 319 15・ 16G 995 ｉ
Ｌ 青灰色シルト

S D 320 15'16G 820 044
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遺物が出上 した小穴を中心に平断面図を掲載し、法量等の詳細については第 8表に示 した。

小穴出土遺物

S P 3080(第 58図、図版二一 。五七)

高杯 2点 (114・ 115)を 図化 した。114は杯部の稜部分に丸みを持つ小形高杯 (高杯 A6)である。

115は脚部で完存 している。脚部高8,9cm、 裾部径11.7cmを 測る。柱状部は縦方向のナデの後、横

方向の細筋のヘラミガキを散発的に施す他、柱状部から裾部にかけて縦方向のハケを施す。色調

は淡褐灰色。布留Ⅳ期。

S P 3134(第 58図、図版ニー・五七 )

土師器杯 1点 (119)を 図化 した。完形品で口径12.6cm、 器高3.45cmを 測る。体部内面および口縁部

外面は比較的丁寧なナデを多用 しているが、体部外面中位から底部にかけては未調整で器壁面の

凹凸が顕著である。色調は淡赤褐色。奈良時代前半。

S P 3174(第 58図、図版五七)

土師器皿 1点 (120)を 図化 した。口縁端部が内側に肥厚する大形皿である。復元口径22.2cm、 器

高3.2cmを 測る。内面に螺旋暗文、放射暗文が施文されている。外面は口縁部ヨコナデ、以下底部

にかけてヘラケズリを行う。色調は淡黄橙色。奈良時代前半。

S P 3175(第 58図、図版ニー・五人)

杯 2点 (122・ 123)を図化した。122は約1/4が残存している。復元口径13.Ocm、 器高3.3cmを測る。

ォt少は完形品で口径12.6cm、 器高3.7cmを測る。裏面には「十」の墨書が記されている。共に奈良時

代前半。

<「

:[[[:::::i:::::::iZ7そ 16

S P 3174(120)、  S P 3175(122・ 123)、  S P 3196(116)、

3226(118)出土遺物実測図
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i。 116は復元口径14.2cm。 色調は赤褐色。布留Ⅳ期。

21は小さく外反する頸部と口縁部の境に明瞭な稜を形

成した後、上方に口縁部が直線的に伸びるもので、端部付近で小さく外反し丸味のある端面を作

る。体部外面は上位でヨコハケ、以下タテハケを施す。色調は褐灰色。胎土からみて在地産であ

る。

S P 3200(第 58図、図版五七)

布留式奏 (甕 F3)片 1点 (117)を 図化 した。117は復元口径15.Ocmを 測る。色調は赤褐色。布留Ⅳ

期。

S P 3226(第 58図、図版三二)

布留式奏 (甕 F2)片 1点 (118)を 図化 した。118は復元口径15.2cmを 測る。色調は淡黄橙色。布留

Ⅳ期。

第 8表 第 3面 小穴(SP)一覧表 (単位 m)

遺精名 地 区 平面形 長径 短径 深 さ 埋  土 出土遺物

S P 3001 6D 円形 0.40 0.40 N3/0暗灰色微砂質土

S P 3002 楕円形 ｌ
Ｌ 0.55 暗青灰色砂礫混砂質土

暗青灰色粘土
弥生土器

S P 3003 78C 方形 0.65 N3/0暗灰色微砂質土

S P 3004 8C 円形

S P 3005 042

S P 3006 8CD 隅丸方形 060 5PB4/1暗青灰色砂礫混砂質土

S P 3007 8D 円形 039

S P 3008 0.34

S P 3009 弥生土器

S P 3010 7E 044 5Y3/1オ リーブ黒色粘質土

S P 3011 8E 0.27 0.22 黄褐色微砂混粘質土 S B 301

S P 3012 035 029 5Y3/1オ リーブ黒色粘質土 弥生土器 (V)
S B 301

S P 3013 0.25 0.25 020 黄褐色微砂混粘質土 S B 301

S P 3014 0.26 S B 301

S P 3015 043 5Y3/1オ リーブ黒色粘質土 S B 301

S P 3016 黄褐色微砂混粘質土 S B 301

S P 3017 026 S B 301

S P 3018 0.32 7.5Y4/2灰 オリーブ色微砂質土

5Y3/1オ リーブ黒色粘質土
弥生土器 (V)
S B 301

S P 3019 0.49 040 5Y3/1オ リーブ黒色粘質土 S B 301

S P 3020 025 0.25

S P 3021 028

S P 3022 028

S P 3023 不整円形

S P 3024 円形

S P 3025 0.29

S P 3026 0.05

S P 3027 0.54 弥生土器 (V)

S P 3028 049
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遺構名 地 区 平面形 長径 短径 深 さ 埋   土 出土遺物

S P 3029 8F 円形 75Y4/2灰 オリーブ色微砂質土

S P 3030 0.25 弥生土器 (V)

S P 3031 楕円形 0.34

S P 3032 円形 022

S P 3033 8G 楕円形

S P 3034 円 形 0.05

S P 3035 0.36 0.35 008

S P 3036 7G 042 038 5PB3/1暗青灰色粘質土
オリープ灰色微砂
灰色微砂混粘質土

S P 3037 7・ 8G 055 5PB3/1暗青灰色粘質土
N3/0暗灰色微砂質土
オリーブ灰色微砂

S P 3038 7G 0.50 10Y4/2オ リーブ灰色微砂混粘質土

黄橙色微砂混粘質土

暗青灰色粘土

S P 3039 10Y4/2オ リーブ灰色微砂混粘質土
5PB3/1暗青灰色粘質土

S P 3040 8G 035 N3/0暗灰色微砂質土
オリーブ灰色微砂

S P 3041 035 7.5Y4/2灰 オリーブ色微砂質土

S P 3042 7H 暗灰色砂礫混砂質土
75YR″ 8黄橙色微砂質土

S P 3043 不整円形 025 暗灰色砂礫混砂質土

S P 3044 円形 0.40 0.23

S P 3045 0.55 暗灰色砂礫混砂質土

明青灰色粘土

S P 3046 71 暗灰色砂礫混砂質土

S P 3047 楕円形 035 暗灰色砂礫混砂質土

明青灰色粘土
弥生土器

S P 3048 0.29 5PB4/1暗青灰色砂礫混砂質土 古式土師器

S P 3049 8H 円形 028 10Y4/2オ リーブ灰色微砂混粘質土
N4/0灰色微砂混粘質土

古式上師器

S P 3050 N4/0灰色微砂混粘質土
オリーブ灰色微砂

S P 3051 040 0,39 N70灰色微砂混粘質土

淡灰褐色粘土

S P 3052 049 暗灰色砂礫混砂質土

淡灰褐色粘土
オリーブ灰色微砂

S P 3053 81 028 7.5Yク 2灰 オリーブ色微砂質土

S P 3054 楕円形 032

S P 3055 8H 円形 020 N4/0灰色微砂混粘質土

淡灰褐色粘土

S P 3056 0.24 N4/0灰色微砂混粘質土

淡灰褐色粘土

S P 3057 8・ 9C 0.35 7.5Y4/2灰 オリーブ色微砂質土

S P 3058 9C 古式上師器

S P 3059

S P 3060 041 035 5B4/1暗青灰色微砂混粘土

S P 3061 75Y4/2灰 オリーブ色微砂質土

S P 3062 9・ 10C 028 5B4/ユ暗青灰色微砂混粘土

S P 3063 9CD N3/0暗灰色微砂質土
N6/0灰色細砂
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遺構名 地 区 平面形 長 径 短径 深 さ 埋 土 出土遺物

S P 3064 9D 円形 0.22 N3/0暗灰色微砂質土
10Y72オ リーブ灰色微砂混粘質土

S P 3065 75Y72灰オリーブ色微砂質土

S P 3066 0.43

S P 3067 0.45

S P 3068 9DE 0.43 75Y72灰オリーブ色微砂質土
10BG6/1青灰色微砂

S P 3069 9E 10Y4/2オ リーブ灰色微砂混粘質土

S P 3070 046 N3/0暗 灰色細砂混粘質土 古式土師器

S P 3071 10E 025

S P 3072 楕円形 N4/0灰 色微砂混粘質土

S P 3073 9E 円形 0.55 N3/0暗灰色粘質土

S P 3074 054 048

S P 3075 035 025

S P 3076 029 0.13 N5/0灰色粘土

S P 3077 8・ 9E 022 N3/0暗灰色粘質土
10BG6/1青灰色微砂

S P 3078 9E N3/0暗灰色粘質土

S P 3079 0.35 5B4/1暗青灰色微砂混粘土

S P 3080 9F 0.27 N5/0灰色粘土 古式上師器 (布 留

Ⅳ)

S P 3081 028

S P 3082 精円形 N3/0暗灰色細砂混粘質土
10BG6/1青灰色微砂

S P 3083 10C 円形 045 030 75Y4/2灰 オリーブ色微砂質土

S P 3084 楕円形 0.55 10Yク 2オ リーブ灰色微砂混粘質土

S P 3085 円形 0.46 029 10Y72オ リーブ灰色微砂混粘質土

N4/0灰色微砂混粘質土

5B5/1青灰色粘土

S P 3086 75Y4/2灰 オリーブ色微砂質土

S P 3087 047 N3/0暗灰色微砂質土
N4/0灰色灰色微砂質土

S P 3088 059 75Y4/2灰 オリーブ色微砂質土

S P 3089 0.28 020

S P 3090 1lC 5B5/1青灰色微砂混粘土
10BG5/1青灰色粘質土

S P 3091 楕円形 047 026 75Y4/2灰 オリーブ色微砂質土

S P 3092 隅丸方形 060 046 031 N3/0暗灰色粘質土
10BG5/1青 灰色粘質土

S P 3093 円形 029 N3/0暗灰色微砂質土
N70灰色微砂質土

弥生土器

S P 3094 10C 0.29 0.27 0.06 75Y4/2灰 オリーブ色微砂質土

S P 3095 025

S P 3096 0.45 N4/0灰色微砂混粘質土

S P 3097 75Y4/2灰 オリーブ色微砂質土

S P 3098 10D 031 N70灰色微砂混粘質土

S P 3099 0.39 031

S P 3100 039 032 0.13 N4/0灰色微砂混粘質土

S P 3101 0.32 75Y4/2灰 オリーブ色微砂質土

N3/0暗灰色微砂質土
弥生土器

S P 3102 0.47 N3/0暗灰色粘質土
10Y4/2オ リーブ灰色微砂混粘質土
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遺構名 地 区 平面形 長径 短 径 深 さ 埋  土 出土遺物

S P 3103 10D 円形 75Y72灰オリーブ色微砂質土
N3/0暗灰色微砂質土

S P 3104 7.5Y72灰 オリーブ色微砂質土

S P 3105 0,22

S P 3106 035 N3/0暗灰色微砂質土

S P 3107 0.25 0.23 5B5/1青灰色微砂混粘土

S P 3108 1lD 025 025 5B4/1暗青灰色微砂混粘土

S P 3109 75Y4/2灰 オリーブ色微砂質土
5B5/1青灰色粘土

S P 3110 10E 0.17 75Y4/2灰 オリーブ色微砂質土

S P 3111 1lE 050

SP3‖ 2 0.05

S P 3113 10E 楕円形 N3/0暗灰色細砂混粘質土

S P 3114 円形 0.22

S P 3115 N3/0暗灰色微砂質土

S P 3116 0.55 5PB4/1暗青灰色砂礫混砂質土
75Y4/2灰 オリーブ色微砂質土
10Y4/2オ リーブ灰色微砂混粘質土

古式土師器 (布留)

S P 3117 10F 043 0.35 N3/0暗灰色細砂混粘質土

S P 3118 N3/0暗灰色細砂混粘質土
10BG6/1青 灰色微砂

S P 3119 10E 0.58 0.25 7.5Yク2灰オリーブ色微砂質土

S P 3120 1lE 059 039 5B4/1暗青灰色微砂混粘質土
7.5Yク2灰オリーブ色微砂質土

S P 3121 031 N3/0暗灰色粘質土
10BG6/1青 灰色微砂

S P 3122 031 75Y4/2灰 オリーブ色微砂質土

S P 3123 N3/0暗灰色粘質土

S P 3124 N3/0暗灰色細砂混粘質土

S P 3125 N3/0暗灰色細砂混粘質土
10BG6/1青 灰色微砂

S P 3126 1lF 75Y4/2灰 オリーブ色微砂質土

S P 3127 9F 7.5Y4/2灰 オリーブ色微砂質土
75Y6/1灰色細砂

S P 3128 025 N3/0暗灰色粘質土
N70灰色微砂質土

S P 3129 021 N3/0暗灰色粘質土

S P 3130 9G 045 5B5/1青灰色微砂混粘土
75Y4/2灰 オリーブ色微砂質土
N3/0暗灰色細砂混粘質土

S P 3131 04「D 5B5/1青灰色微砂混粘土
10BG5/1青 灰色粘質土

S P 3132 5B5/1青灰色微砂混粘土
75Y4/2灰 オリーブ色微砂質土
N3/0暗灰色細砂混粘質土

S P 3133 0.35 5B5/1青灰色微砂混粘土
7.5Y4/2灰 オリーブ色微砂質土

S P 3134 0,44 007 5B5/1青 灰色微砂混粘土 土師器 (奈良前 )

S P 3135 9F 0.28 025 暗緑灰色微砂混粘質土

S P 3136 035 75Y4/2灰 オリーブ色微砂質土

S P 3137 025

S P 3138 0,15

S P 3139 0.35
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遺構名 地 区 平面形 長径 短径 深 さ 埋 土 出土遺物

SP 9F 円形 N3/0暗灰色粘質土

SP 026 5B4/1暗青灰色微砂混粘土

10BG6/1青灰色微砂

S P 3142 9G 暗緑灰色微砂混粘質土 (礫含む)

SP 023 75Y4/2灰 オリーブ色微砂質土

S P 3144 楕円形 5B5/1青灰色微砂混粘土

N4/0灰色微砂質土

S P 3145 円形 025 75Y4/2灰 オリーブ色微砂質土

S P 3146 9F 045

SP 035 0,32

S P 3148 10G 楕円形 036 024

SP 9G 円形 040 0,36 10Y4/2オ リーブ灰色微砂混粘質土

SP 3150 楕円形 008

SP 10H 円形 N5/0灰色粘土
10BG5/1青灰色粘質土

S P 3152 9H 隅丸方形 N5/0灰色粘土 (鉄介含む)

N4/0灰色微砂質土
10BG5/1青灰色粘質土

S P 3153 円形 035 N5/0灰色粘土

S P 3154

S P 3155 042 N3/0暗灰色細砂混粘質土

S P 3156 楕円形 052 N4/0灰色微砂混粘質土 (炭化物含む)

S P 3157 円形 040

S P 3158

S P 3159 10F 楕円形 075 022 オリーブ灰色微砂質土

青灰色粘土

S P 3160 円形 032 032 5B5/1青灰色微砂混粘土

S P 3161 1lF

S P 3162 030 025 N5/0灰 色粘土 (鉄分含む)

S P 3163 1lG 025 0.25 007

S P 3164

S P 3165 0.35 023

S P 3166 5B5/1青灰色微砂混粘土

S P 3167 0.36 032 5B5/1青灰色微砂混粘土

N4/0灰色微砂混粘質土

S P 3168 10H 045 005 N4/0灰色微砂混粘質土 古式上師器

S P 3169 029 004 古式土師器

S P 3170 楕円形 025 014

S P 3171 円形 025

S P 3172

S P 3173 1lH 楕円形 042 N5/0灰色粘土 古式上師器 (庄内)

S P 3174 楕円形 045 023 5G71暗緑灰色シルト混粘土

10G3/1暗緑灰色粘土

土師器 (奈良前)

S P 3175 隅丸方形 046 土師器 (奈良前)

S P 3176 12D 円形 052 5B4/1暗青灰色微砂シルト

S P 3177 10YR3/3暗褐色砂礫混粘質土

S P 3178 12C 0.35 032

S P 3179 14C'D

S P 3180 14D 032
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遺構名 地 区 平面形 長径 短 径 深 さ 埋 土 出土遺物

S P 3181 14D 隅丸方形 0,70 10YR3/3暗褐色砂礫混粘質土

S P 3182 13E 円形 043 035 10YR3/3暗褐色砂礫混粘質土
N4/0灰色微砂混粘質土

S P 3183 14E 045 10YR3/3暗褐色砂礫混粘質土

S P 3184 12・ 13F

S P 3185 13F 033

S P 3186 12G 楕円形 0.52 032

S P 3187 円形 035 5B4/1暗青灰色微砂質土

S P 3188 0.32 0.05

S P 3189 0.25

S P 3190 7H 0.58 古式上師器

S P 3191 12G 0.35 030

S P 3192 041 0.40 5B4/1暗青灰色微砂シルト
5B3/1暗青灰色粘質土

S P 3193 045 013 5B4/1暗青灰色微砂シルト

S P 3194 12H 023

S P 3195 12F 0心 0.06

S P 3196 13F 楕円形 049 10YR3/3暗褐色砂礫混粘質土 古式上師器 (布 留
Ⅳ)

S P 3197 13G

S P 3198 不定形 0.34 古式土師器

S P 3199 13F 円形

S P 3200 14F

S P 3201 精円形

S P 3202 14G 円形 0.08 5B4/1暗青灰色微砂混粘土

S P 3203 10YR3/3暗褐色砂礫混粘質土
10Y4/2オ リーブ灰色微砂混粘質土

S P 3204 14F 035 023 10YR3/3暗褐色砂礫混粘質土

S P 3205

S P 3206 032

S P 3207 0.39

S P 3208 10YR3/3暗褐色砂礫混粘質土
10Y4/2オ リーブ灰色微砂混粘質土

S P 3209 13H 0.25 10YR3/3暗褐色砂礫混粘質土

S P 3210 14G 0.15 5B4/1暗青灰色微砂シルト

S P 3211 012 10YR3/3暗褐色砂礫混粘質土

S P 3212 14・ 15G 041 0,29

S P 3213 15G 029

S P 3214 楕円形

S P 3215 円形

S P 3216 14H 0.43

S P 3217 楕円形 0.55

S P 3218 円形 0.25

S P 3219

S P 3220

S P 3221 15C 0.45 021 青灰色微砂混粘土

S P 3222 15D 青灰色粘土

S P 3223 021

S P 3224 025
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遺構名 地 区 平面形 長径 短 径 深 さ 埋 土 出土遺物

S P 3225 15E 円形 028 025 0.06 青灰色微砂混粘土

S P 3226 022 青灰色粘土 古式土師器 (布 留

Ⅳ)

S P 3227 16E 0.25

S P 3228 17C 0.41 036 灰色粘土

S P 3229 16C 0.26 青灰色粘土

S P 3230 16D 楕円形 0.40

S P 3231 16E 円形

S P 3232 042

S P 3233 16E・ F 055 055 青灰色微砂混粘土

S P 3234 17D 049 0.41 黄褐色微砂質土

S P 3235 楕円形 青灰色微砂混粘土

S P 3236 円形 072 045 0.08

S P 3237 17E 028 0.09

S P 3238 17D 040

S P 3239 17E 暗オリーブ灰色微砂混粘土

S P 3240 0.35 025 青灰色粘土

S P 3241 青灰色粘質土

S P 3242 040 032 0.09 青灰色微砂混粘土

S P 3243 041 038 0.09 灰色微砂混粘土

S P 3244 16FG 楕円形 黒褐色粘土混シル ト

S P 3245 16H 円形 0.35 青灰色微砂混粘土

灰色粘土

S P 3246 楕円形 043 青灰色粘土

S P 3247 円形

S P 3248 0.35

S P 3249 15H 0.35 028

S P 3250 0.35 0.35

S P 3251 17H 0.35

S P 3252 0,45 灰色微砂混粘土

S P 3253 10G 楕円形 10Y4/2オ リーブ灰色微砂混粘質土

(鉄分含む)

S P 3254 円形 10Y4/2オ リーブ灰色微砂混粘質土

S P 3255

S P 3256 楕円形 020

S P 3257 1lE 円形 0,40 0.32 75Y4/2灰 オリーブ色微砂質土

S P 3258 8F 0.69 062

S P 3259 10F 021

S P 3260 17D 青灰色粘土

S P 3261 7E 0.65 055 0.52 5PB4/1暗 青灰色砂礫混砂質土

5PB3/1暗 青灰色粘質土
弥生土器

S P 3262 7G 0.55 0.65 10Y4/2オ リーブ灰色微砂混粘質土

淡灰色粘土

明青灰色粘土
オリーブ灰色微砂

明青灰色シルト

灰白色微砂

古式上師器

S P 3263 8H 楕円形 042 N4/0灰 色微砂混粘質土

淡灰色粘土

明青灰色粘土

淡灰褐色粘土

オリーブ灰色微砂
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・第 4画 〔弥生時代後期前半〕(第60図、図版二三～二五)

第 4面は、帰属する層位を異にする遺構を、層位に関係なく調査区毎に任意の高さで平坦にし

て検出された面である。このため、帰属する層位を異にする遺構が同一面上で検出された。ここ

では、遺構の帰属する層位により、第4-1面～第4-3面の 3つ の遺構面に大別し、各遺構面

に帰属する遺構について記載する。

【第 4-1面帰属遺構】(写真 9、 第 9表)

第4-1面は、第Ⅷ層を除去した弥生時代後期の洪水層である第Ⅸ層の内、砂質土～粘質シル

トを主体とする部分の上面 (T,P,+4.0～ 4.2m)で ある。第Ⅸ層の上位 (弥生時代後期の第Ⅶ層中 。

第Ⅷ層上面)に帰属する遺構も本面に含める。発掘現場での実際の検出面は、第Ⅸ層上面～第X―

1層中の任意の面である。 1区で検出された弥生時代後期の溝 5条 (S D 401・ S D 403～ SD
406)が第4-1面に帰属する遺構である。第X-1層上面で検出されたS D 407も 第4-2面帰

属の水田畦畔を切ることから本面の帰属とする。 S D 402・ S D 408・ S D 409に ついては、埋土

が不明なため帰属は不明であるが、記載の便宜上本面で扱う。切 り合いや層位から少なくとも4

時期に亘って掘削されていることがわかる。

各溝の検出地区・規模・埋土等については、

第 9表に示した。いずれの溝も埋土からの

出土遺物はない。 S D 4040 S D 405に つ

いては、平行して伸び埋土も同一であるこ

とから、同一の企図により掘削された一連

の溝群と捉えることができる。溝が掘削さ

れた目的については詳らかにできないが、

第4-2面帰属の水田遺構に後続する時期

の土地利用に伴うものである。居住域に伴

う遺構が検出されていないことと、弥生時

代中期中葉以降、主に生産域として利用さ

れていたことから考えて、生産活動に伴う

ものであったと推測される。 写真 9 1区 弥生時代後期溝群 (東 から)

第 9表 第 4-1画 溝(SD)一覧表 (単位m)

遺構番号 地 区 検出長 幅 深 さ 断面形状 埋土 備考

S D 401 6～ 10E 30.7 0.2-0.6 浅い皿形 不 明 第Ⅶ層中遺構

S D 402 7E・ F、 8F 06～ 1.ユ 0.17 不 明 S D 403に 切 ら/Lる

S D 403 8E´～I 45.2 06～ 12 椀 形 灰黒色粘質土 (炭化物含む)

第Ⅸ層上面遺構
S D 4011こ 切られる

S D 404 7G'H 04-07 0.25 U字形 灰白色細砂質土 第Ⅸ層上面遺構

S D 405 0.35-0.5 椀形 第Ⅸ層上面遺構

S D 406 7H・ I 04～ 1.ユ 0.27 椀 形 青灰色微砂混粘質土 第Ⅷ層上面遺構

S D 407 1lC 07´
―ヤ0.8 不明 水田畦畔を切る

S D 408 9F・ G 0.4-05 不明

S D 409 0,35-0.6 不明
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第 60図  1～ 4区第 4面検出遺構平面図(S=1/600)
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【第 4-2面帰属遺構】

第4-2面は、弥生時代後期の決水砂層である第Ⅸ層を除去した第X-1層上面 (T.P.+4.0～ 4.4

m)である。発掘現場での実際の検出面は、第X-1層 上面から下面にかけての任意の面である。

1区～ 3区西部 。3区東部の一部で検出された弥生時代後期の水田65筆 (水田 401～水田 465)、

3区・ 4区の東部で検出された流路 402、 1区 。2区の壁断面で確認した流路 403が第 4-2面
に帰属する遺構である。

流路 (流路)

流路 402

3区南東部から4区東部にかけての14G・ H、 15G、 16～ 17F・ G地区で検出された。南南西

―北北西方向に伸びる流路である。流路 401・ 流路 403の埋土を切 り東壁沿いに伸び、 2区東部

で調査地外に抜けることが壁断面写真・航空写真から確認できる。流路 401・ 流路 403の上位で

は、埋土を一緒に掘削したため、平面的には検出されていない。検出部分での全長38.5m、 幅2.0

～3.Om、 深さ0.85mを 測る。埋土は、砂礫を主体とし、微砂質土～粘質土の薄層を挟む。埋土か

らの出土遺物はない。流路は、砂礫を主体として充填されていることから、上流である南側に本

流路 (河川)の存在が示唆され、直線的に伸びることから、その本流路から調査地付近に水 を引く

ための人口流路と推測される。

流路 403(第61図 )

この流路は、北壁 。東壁断面と1・ 2区間側溝の壁断面で確認した流路である。 1区東部では、

流路埋土より上位の第 4-1面で遺構検出が行われたため、第4-2面では平面的には検出され

ておらず、 2区東部では流路 401の埋土として一緒に埋土が掘削されため、流路の肩に当たる部

分は平面的に検出されていない。平面的には、 1区 。2区東部の下位面 (第 5面以下)で撹乱とし

てその底部分が検出されている(第63図 )。 断面および撹乱の平面的な位置から、 2区南東部に南

東側から流れて来て、 2区東部で北に流れを変え、 1区南東部で西に流れを変え、すぐに流路 503

の旧流路に重なるように北に流れを変え、調査地の北側に抜けていたと考えられる。流路にほぼ

直交する 1・ 2区間側溝の北壁部分で確認できる幅は約14.5m、 深さは1.5m以上を測る。埋土は、

1・ 2区間側溝の北壁部分では、西側斜面に灰白色砂礫が堆積し、東側に灰色を基調とする微砂
～シル トが堆積する。出土遺物については、流路 403と 重なる部分では、流路 401の埋土として

一緒に掘削されたため、双方の埋上の遺物が混じって取上げられている。取上げられた位置から

流路 403の埋土に帰属することが明らかな出土遺物としては、弥生土器 (河内第V様式・第 I様

式)の破片が数点ある。その内弥生土器 1点 (124)を 図化した。124は第V
様式の奏である。日縁部から肩部にかけての約1/5が残存する。器面調整

は肩部内面に横方向のヘラケズリ、それ以外の部分は内外面ともにヨコ

ナデを施す。胎土には径 3 mll以下の砂礫粒を含む。長石 。石英が目立ち、

生駒西麓産の角閃石の含有は微量である。色調は、外面がにぶい黄橙色

(10YR7/3)、 内面が灰黄褐色(loYR6/2)を 呈する。

4

第 61図 流路 403砂礫層
出土遺物実測図
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水田 (水田)

水田 (第 10表、図版二四 。二五)

調査地北西部を中心に畦畔で区画された水田64筆 (水 田 401～水田 464)が検出された。調査地

北西部以外のところでは、 3区東部で局地的に畦畔が検出された。畦畔が見 られない 1区 。2区

の中央部分でも、水田内で検出されたヒトの足跡の分布が見 られることから、水田域はさらに広

がっていたと考えられる。残 りの良い調査地北西部の水田を見ると、調査地の南東側から北西側

にかけて低 くなる地形の等高線に沿って、概ね南北方向に伸びる畦畔を構築 し、その間を東西方

向に伸びる畦畔を構築することにより区画 して水田を作ったことが看取できる。畦畔は水田耕作

上である第X-1層 を盛ることにより構築している。畦畔の規模は基底幅0.3～ 0。5m、 高さ 5 cm前

後を測る。畦畔には水口と断定できるものは確認できず、各水田への水の取込みは、標高の高い

南東側から北西側に畦畔を越流させることにより行われたと考えられる。各水田については、第

10表に示 した。

第 10表 第4-2面 水田一覧表(単位m)(田積の括弧内は検出部分の田積)

遺構番号 地 区 田積 (活 ) 標高(T.P.+m)

水田 401 6D 4.11´ヤ4,07

水田 402 7C

水田 403 7～8C (291) 411´ヤ402

刀(E日 404 6～7D (109) 412-417

水田 405 7D、 8C・ D 416-408

水田 406 8～ 9C・ D (35.6) 413-407

水田 407 6～7D 432´―▼423

水田 408 7D 4.23´ヤ
4,2ユ

水田 409 421-4.14

水田 4 7-8D 156 417´～411

水田 4 1 8C'D 416´‐▼411

水田 4 6～7D・ E (35,1) 4.32-4.21

水田 4 7DoE (107) 427-419

水田 4 4 7D 426´―▼424

水田 4 7～8D (59) 426～ 4.22

水田 4 8D (138) 421～ 413

水田 4 8-9D (297) 424-411

水田 4 8 7DoE (126) 427-424

水田 419 8D 421～ 417

水田 420 8～9C 401かヤ4,00

水田 421 409-3.99

剪にE日 422 9～ 10C (1■3) 4.05-4.00

水田 423 413´ヤ400

水田 424 10C (83) 406^ツ 404

7KF日 425 10～ 1lC 4.02-401

水田 426 416-4.04

水田 427 1lC 408´-399

水田 428 4,15-4.05

】KE日 429 11～ 12C 50,0 407-401

水田 430 1lC (1■4) 413´ヤ403

水田 431 9C・ D 19.2 4.13～ 410

舅にE日 432 9C'D、 10C 417-404

遺構番号 地 区 田積 (� ) 標高(T.P.+m)

水田 433 10C・ D 27.3 413-402

水田 434 10～ 1lC 415～ 412

水田 435 1lC (18.8) 418～ 4.15

水田 436 9D 22.2 421´～4.12

水田 437 9～ 10D 4.26´▼416

水田 438 9D・ E 424～ 415

水田 439 9D (1■ 4) 424～ 4.19

水田 440 9～10D (20.5) 424´―ヤ418

水田 441 11～12C 410-4.09

水田442 12C

水田 443 4.08

水田 444 12～ 13C

水田 445 11～ 12C・ D 415～ 4.14

水田 446 12C (195) 422-420

水田 447 12C、 13C

水田 448 13C

水田 449 11～ 12D (41) 422

水田 450 12C・ D (7.9) 426′
―-425

水田 451 12C・ D、 13C (07)

水田452 14C

水田 453 420

水田 454 4,27

水田 455

水田 456 H～ 12G 433

水田 457 12G (26) 433

水田 458 4.38-434

水田 459 13F

水田 460 440

水田 461 13G (132) 4.43´ヤ439

水田 462

水田 463 (27) 445´―ヤ441

水田 464 445
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第4-2面の遺構の内、流路 403と 水田は、ともに第X-1層上面に帰属する遺構であるが、

水田の上位では第Ⅸ層が水田を覆って堆積し、流路 403部分では流路が埋没した後に第Ⅸ層が堆

積していることから、流路 403は水田よりは古いと考えられる。このことから、水田への取水源

は流路 403で はなかったことがわかる。水日の取水源は、水田よりも高い位置にあり、水田の等

高線に沿った畦畔とほぼ平行に伸びる流路 402であったと推測される。

I第 4-3面検出遺構】

第4-3面は、第X-1層 を除去 した第X-2層上面 (T,P。 +4.0～ 4。lm)で ある。発掘現場での

実際の検出面は、第X-1層上面から下面にかけての任意の面である。 2区～ 3区中央部以東で

検出された弥生時代後期の流路 1条 (流路 401)が第4-3面に帰属する遺構である。

流路 (流路)

流路 401(第 62図、図版二五)

9～ 18G・ H地区で検出された。調査地東部を北流した流路で、 2区で南東側からの流路 403

により切られる。 1区東部では、流路埋土より上位の第4-1で遺構検出が行われたため、第 4

-3面では平面的には検出されておらず、 2区東部では流路 403の埋土と一緒に掘削されたため、

左岸のみが検出された。そのため、 2区以北での規模は不明であるが、調査地北東部の壁で流路

の埋土に相当する地層を確認できることから、調査地の北東部に抜けて北側に伸びると推測され

る。検出部分での全長90,Om、 幅4.6～ 10。2m、 深さ0.45～ 1.Omを 測る。埋土は、下位層に起因する

拳大前後の粘質上の偽礫を多 く含む砂礫・砂質土・粘質土の互層である。 3区南部以南では、第

X-1層 を耕作土とする水田耕作により上部が削られるため、埋土の上層は殆ど残っておらず、

南へ行くほど幅も狭くなっている。埋上の砂礫層中に下位層に起因する偽礫を多く含むことから、

形成と埋没の時期差は殆どないと推測され、流路 (河川)と するには疑問が残るが、流路状に検出

されていることから流路としておく。埋上の砂礫層からは弥生土器 (河内第 I様式・第Ⅳ様式 。第

V様式)。 石器 (剥片)が出上している。その内第V様式の上器 2点 (125・ 126)を 図化した。125は

奏である。日縁部から肩部にかけての約1/10が残存する。器面調整は顎部から肩部外面にかけて

右上がりのタタキ、それ以外の部分は内外面ともに横ナデを施す。胎土は径 2111m以下の砂粒を含

む。長石・雲母が目立ち、生駒西麓産の角閃石の含有は微量である。色調は、外面が灰黄褐色

(10YR6/2.5)、 内面がにぶい黄橙色(10YR7/2)を 呈する。外面には煤が付着する。126は奏である。

底部が残存する。底面は、 ドーナツ底である。器面調整は外面に右上がりのタタキ、内面にハケ

調整を施す。内面のハケ調整は底面ではクモの巣状に、それより上部

では縦方向に施す。ハケメは8条/1 cmである。底面はナデを施し、部

分的に木葉痕が残る。胎土には径 4 mm以下の砂礫粒を含む。長石・石

英が目立ち、生駒西麓産の角閃石の含有は微量である。色調は外面が

にぶい黄橙色 (loYR6.5/2)、 内面がにぶい褐色 (7.5YR6/3)を 呈する。第

4-1面～第4-3面に帰属する遺構は、その帰属時期を層位・出土

遺物から弥生時代後期に比定できるが、時期の細分はできない。

0            10cm
|

第 62図 流路 401出土遺

物実測図
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・第 5面 〔弥生時代中期後半〕(第62図、図版二六～三〇)

第X層～第�層は自然堆積層と見なされていた層で、調査時に中間層として機械掘削の対象と

なっていた。 3区の中間層を重機で除去し、 2区西部の中間層の掘削中に堰の杭が検出されたた

め、杭が確認された以後の掘削は、流路の切込みや他の遺構の構築が確認できる面で遺構検出が

行われた。第 5面で検出された遺構は、主に第�層 (灰色微砂混粘土～粘質土)の上面 (T,P,+3.4～

4.lm)に 帰属するものが多いが、調査区により遺構が検出された面が異なり、同じ遺構でも調査

区により遺構が検出された面が異なる。したがって、第63図に示した 2区西部 。3区以南の遺構

の平面形は、下位面 (第�層上面)で撹乱として検出されたものである。

【流路・流路に伴う水利遺構・水田遺構】

第 5面で検出された遺構の主なものは、弥生時代中期後半の流路と流路に伴う堰・杭列を中心

とする水利遺構である。中間層としての機械掘削を免れた部分では、水田遺構も検出されている。

これらの遺構は、 1区では第�層上面、 2区東部では第�層の上面 。下面で検出されたが、 2区

西部 。3区以南では中間層として第X～�層が重機により除去されたため、第�層上面で撹乱・

痕跡として検出される形となった。流路埋上の掘削に際しては、流路内に堆積した砂礫のみが掘

削されたため、本来の流路の肩より内側で検出されている部分があることが各種記録から確認で

きる。したがって、中間層としての機械掘削を免れた部分であっても、平面図に示したの流路の

平面形態は、本来の流路の平面形態と若干異なるものと見られる。

流路 (流路)

流路 501(図版二六)

1区西部の 7～ 9Dで検出された。検出部分での長さ19。3m、 幅2.8～ 3.4m、 深さ0.6～ 0.9mを測

る。埋土は灰白色粗砂～細砂・灰色粘質シル トである。埋土からは、木本の植物遺体が出土して

いるが、人工遺物は出土していない。 2区以南では平面的に検出されていないが、 2区のX=―

151.095ラ インに設けられた中間層確認 トレンチの北壁断面では確認でき、この部分の以北では、

ほぼ南北に伸びることが確認できる。 2・ 3区間側溝および西壁の断面では確認できないことか

ら、 2区南西部で流路 503か ら分岐して北流した人工流路と推測できる。

流路 502(図版二六)

1区西部の 7～ 8DoE、 8Fで検出された。検出部分での長さ21.5m、 幅3.4～ 5.Om、 深さ0。85

～1.25mを測る。埋土は灰色を基調とする細礫～微砂が互層で堆積する。埋土から人工遺物は出

土していない。 1・ 2区間の中央部付近で流路 503か ら分岐して北西方向に流れていた流路と推

測できる。

流路 503(第63図・図版二六・五人)

1区東部から4区西部にかけての 7G・ H、 8F～ H、 9E～ G地区で検出された。壁断面の

写真等から、数時期の流路が重なるように切 り合うことが確認できるが、同一の流路 として検出

された。検出部分での長さ120.5m、 幅10.2～ 15.Om、 深さ1.0～ 1.7mを 測る。埋土は、全体的には

灰白色砂礫を主体とするが、微砂～粘質シルトを主体とする部分や、互層をなす部分が見られる。

底面に流痕が顕著に見られる。主に、堰 501・ 杭列 502周辺の砂礫層から遺物が出土 している。
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第 63図  1～ 4区第 5面検出遺構平面図(S=1/600)
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人工遺物としては縄文土器 (滋賀里Ⅳ式)・ 弥生土器 (河内第 I様式～第Ⅳ様式)。 石器緑J片 )・ 木

製品が整理用コンテナ 1箱分、自然遺物としては木本の植物遺体が出土した。人工遣物の内弥生

土器 8点 (127～ 133)。 木製品 1点 (134)を 図化した。127は壷である。口縁部から肩部にかけての

約1/5が残存する。器面調整は、頸部外面に縦方向のハケ調整を施した後、口縁部の内外面に横ナ

デを施している。それ以外の部分は器壁の磨耗のため不明である。ハケメは 4条/1 cmで ある。頸

部に 3条の沈線を施す。胎土には径 6 null以下の砂礫粒を含む。長石・雲母・角閃石が日立つ。色

調は、外面がにぶい褐色 (10YR6/3)、 内面が褐灰色 (10YR5/1)を呈する。128は壷である。日縁

部から頚部にかけての約1/4が残存する。口縁端部に 1条の沈線を施す。器面調整は、口縁部外面

に縦方向のヘラミガキ、口縁部内面に横方向のヘラミガキを施す。顕部に施された 4条の沈線が

残存する。口縁部上半に内面から穿たれた径 3111nの 紐穴が 1個残存する。胎土には径 511m以 下の

砂礫粒を含む。長石・角閃石・雲母が目立つ。色調は、外面が褐灰色 (10YR6/1)、 内面が灰責褐

色(10YR5/2)を 呈する。129は奏である。口縁部から顕部にかけての小片である。口縁外端面に

刻み目を施す。器面調整は、磨耗のため不明である。顎部に 3条の沈線を施す。胎土には径 3 mm

以下の砂礫粒を含む。長石・角閃石が目立つ。色調は、外面が褐灰色 (10YR4/1.5)、 内面が褐灰

色(10YR5/1)を 呈する。130は奏である。口縁部から体部上半にかけての約1/10が残存する。器

面調整は、外面にハケ調整、内面に指ナデを施す。ハケメは4条/1 cmで ある。外面に 1個、内面

に3個の籾痕が見られる。胎土には径 3 11un以下の砂礫粒を含む。長石・雲母が目立ち、他に石英・

角閃石を含む。色調は、外面が褐灰色 (10YR6/1.5)、 内面が黄灰褐色(10YR5/2)を 呈する。131は

奏である。口縁部から体部上半にかけての約1/10が残存する。器面調整については、口縁部内外

面にヨコナデ、体部外面に縦方向のハケ調整を施す。ハケメは 4条/1 cmで ある。内面は肩部に横

方向のハケ調整、体部に板ナデを施す。胎土は径 341111以下の砂礫粒を多 く含む。長石 。雲母・角

閃石が目立つ。色調は、内外面ともににぶい褐色 (7.5YR6/3)を 呈する。132は鉢である。口縁部

から体部にかけての約2/3を欠く。器面調整は、外面にナデを施し、内面に指ナデを施す。体部下

o                            20cm

第 64図 流路 503出土遺物実測図
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半の外面にナデの前に施した縦方向のハケメが残る。胎土には径 6 11ull以下の砂礫粒を多く含む。長

石・石英・角閃石・雲母の含有が肉限で確認できる。外面に黒斑が見られる。色調は、外面が灰

褐色 (7.5YR6/2)、 内面がにぶい赤褐色(5YR5/3)を 呈する。133は ミニチュアの鉢である。全保の

約1/2が残存する。器面調整は、外面に縦方向に指ナデを施し、内面にナデを施す。胎土には径 3

11ull以 下の砂礫粒を含む。長石・石英・角閃石が目立つ。外面に黒斑が見られる。色調は、外面が

褐灰色 (10YR5/1)、 内面が赤褐色(10YR5/2)を 呈する。127～ 129は河内第I-2様式、130は 第

Ⅱ様式、1311よ第Ⅲ様式に比定できる。134は櫓形の木製品である。全長61.Ocm、 最大幅7.3cm、 最

大の厚さl.5cmを測る。報告書執筆時点で実物は紛失しており、調査直後に実測した実測図と写真

のみが残っている状態である。そのため、樹種・細部の加工については不明である。曲柄平鍬の

鍬身あるいは櫓 (羽 の部分)のいずれかと推測される。

堰 (堰 )

堰 501(第 65図、図版二人・二九)

2区西部の10E・ F地区で、中間層の掘削時に流路 503に堆積した砂礫層から検出された。全

長1lmを測る。杭の本数は178本である。杭は流路 503に直交する形で垂直に打設されている。流

路 503の底は、堰の下流側では上流側よりも0.7m前後滝壺状に低 くなっており、堰を越流した水

の流れにより削られたと考えられる。

杭列 (杭列)

杭列 501(第 65図、図版二九)

2区西部の10C・ D地区で検出された。全長3.Omを 測る。杭の本数は23本である。東西方向に垂

直に打設されている。第�層上面で検出されたが、位置的に流路 501に伴うものと推測される。

杭列 502(第 66図、図版三〇)

2区から3区にかけての西部ll～ 12E・ D地区で検出された。 2区では第�層上面で、 3区で

は流路 503の底部で検出された。全長10.5mを測る。杭の本数は66本である。 3区では流路 503

に直交する形で、 2区では流路 503に沿う形で垂直に打設されている。その位置から考えて、前

者と後者は別の杭列で、前者が S D 506に水を流し入れるための堰で、後者が流路 503の護岸等

の目的で打設されたしがらみと推測できる。

畦畔 (畦畔)

畦畔 501(図版二人)

2区東部の 9～ 1l G地 区の水田耕作土である第�層上層 (灰色微砂混粘土)上面 (T.P.+3.4～ 3.6

m)で検出された。概ね、南北に伸びるが、 2区南端で南西方向に屈曲する。検出長27.Om、 基底

幅1.2～ 1.5m、 上幅0.2～ 0.6m、 高さ0.lmを測る。 2・ 3区間側溝北壁の断面観察から、第�層下

層 (灰色微砂少量混粘土)の上面に、S D 506を 掘削した際の排土を盛ることにより構築されたと

推測される。畦畔の東側に沿って溝状の窪みが見られる。畦畔にはS D 506の埋没後に水口 501

が設けられており、畦畔に直交する形で、流痕と見られる溝状の窪みが検出された。東側がより

深くより幅が広いことから、東側に水を流したことがわかる。
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堰・杭列・畦畔の帰属時期は、層位・出土遺物等から弥生時代中期後葉に比定できる。

溝 (SD)

第 5面で検出された溝は、 6条 (S D 501～ S D 506)である。帰属時期は、層位から弥生時代

後期に比定できる。 S D 501については、西壁断面で第X-1層中に帰属することを確認できる。

S D 502～ S D 505は、第�層上面 (黒色礫混粘質土)で検出されたが、 S D 503・ S D 505につ

いては、北壁断面で流路 401の埋上の下面 (第�層中より上位)に帰属することを確認できる。S

D506(図版二人)は、 2区東部と第 3区北部の第�層下層の上面で検出された。 1区では平面的

には検出されていないが、 1・ 2区間側溝の北壁断面で流路 401の埋上の下面で確認できること

から、第 1区 に続いていたことがわかる。上部が第�層上層を耕作土とする水田耕作により攪拌

を受けているため、第�層下層の上面より上位に帰属する。位置的には、ほぼ畦畔 501の西側に

沿って検出された。断面形が長方形を呈する溝である。滞の西恨1に沿って第�層下層からなる畦

畔状の盛上りが検出された。流路 503か ら分岐するもので、掘削後ほどなく流水により運搬され

てきた砂で埋没している。畦畔 501の構築と関連する溝と推測される。埋土からの出土遺物は、

S D 502か ら弥生土器の破片が、 S D 505か ら加工木が出土している。各溝の規模・埋土等につ

いては、第11表に示した。

第11表 第5-1面 溝(SD)一覧表(単位m)

【第 5面の水利遺構・水田遺構の変遷】

第 5面で検出された弥生時代中期後半の流路と流路に伴う水利遺構・水田遺構については、層

位や切合いを考慮した遺構検出・掘削が行われていない部分が多い。したがって、各遺構の関連

性とその推移についてはよくわからない。その検証のために発掘現場で実測した平・断面図を見

ると、平面と断面が遺構の切 り合いなどにおいて矛盾するものがあり、検証の材料とならないも

のが多い。発掘現場での記録・記憶がこのような状態であるので、詳細には検証できないため、

ここでは発掘現場での記録の断片から推測できる各遺構の時期的な変遷について以下に示す。流

路 503の流路の変遷については検証ができず、堰・杭列と流路 503か ら分岐する流路・溝、畦畔

との関連に留める。

I:堰 501・ 流路 501・ 杭列 501 Ⅱ :杭列 502・ S D 506 Ⅲ :畦畔 501・ 水口 501

以上の 3時期にわたる水利・水田の変遷が見られ、流路 503は少なくとも各時期に対応する流

路の変遷があったと推測できる。

遺構番号 地 区 検出長 幅 深 さ 断面形状 埋 土 備考

S D 501 8C・ D 02-0.5 長方形 灰黒色粘土

S D 502 7H・ I 03-0.5 浅い皿形 N6/0灰色微砂混粘質土 S D 503に 切 られる

S D 503 02～ 04 V字形
上位より、N3/0暗灰色微砂～細砂混粘

質土・10BG4/1暗 青灰色微砂混粘質土

S D 504 7H 03～ 04 不 明

S D 505 0.4～ 18 0.17 V字形
10BG5/1青 灰色シルト・

10BG4/1暗 青灰色シルト混粘質土
2条の溝の重複

S D 506 9～ 1lG。 12E～ G 49,8 0.3-05 0.26 長方形 N8/0灰 白色微砂
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。第 6面 〔弥生時代中期中葉〕(第69図、図版三一～三六)

第�層までを除去した第�-1層上面 (一部、第�-2層上面)が第 6面である。発掘現場での

実際の検出面は第�-1層上面から第�-2層上面にかけての任意の検出面 (T.P.+2.9～ 3.5m)で

ある。この面では、弥生時代中期中葉の畦畔 (大畦畔・中畦畔・小畦畔)。 水田を中心とする遺構

と、弥生時代中期中葉ないし中期後半の土坑 2基 (s K 601。 S K 602)・ 溝 7条 (S D 601～ SD
607)、 小穴 7個 (S P 601～ S P 607)が検出された。

【水田遺構】

畦畔 (大畦畔 。中畦畔・畦畔)

大唯畔 601(第 67・ 68図、図版三四～三六・五人)

3区・ 4区東部の121、 13～ 17H o I地区で検出された。検出長55.5m、 基底幅3.5～ 5,4m、 上

幅0,4～ 1.7m、 高さ0。7m前後を測る。畦畔の盛土・断面形状については、第68図に示 した。盛土

は第�層上面に第�層を主体とする土を盛ることで構築されている。畦畔の構築時に、構築面あ

るいは盛上の中に人頭大前後の石が置かれている。石は数個ずつまとめて置かれており、いくつ

かの群をなしている。石は、何らかの目的で置かれたものと考えられるが、具体的には不明であ

る。畦畔東側の裾部で石群 601、 西斜面で石群 602が検出された。盛土内と石群の石材は、生駒

山西麓で産出される花筒岩である。畦畔の盛上の下部から杭列が検

出されている。畦畔の盛土からは、石の他に弥生土器 (河内第 I-2
様式)が出土した。その内 3点 (135～ 137)を 図化した。135は壷の蓋

である。全体の約1/2が残存する。器面調整は、口縁部内外面に横方

向のヘラミガキ、それ以外の部分に縦方向のヘラミガキを施す。残

存部分に紐穴は見られない。胎土には径 411111以下の砂礫粒を含む。

長石・角閃石が目立つ。色調は、内外面ともに灰黄褐色 (10YR5/2)

を呈する。136は壷である。口縁部から頸部にかけての約2/3と 肩部

の約1/3が残存する。器面調整は、内外面ともに横方向のヘラミガキ

を施す。ヘラミガキは頸部より上位で密である。胎土には径 6 11ull以

下の砂礫粒を含む。長石・石英が目立つ。色調は、内外面ともに灰

Y=-33670

|

差 ≦ ≦ ∞ な 羮 も 135

W37
0            10cm

第 67図 大畦畔 601 出土遺
物実測図

TP+40m

灰色粘資土・黒褐色粘質上のブロック(下部は礫多く混じる)

黒褐色粘質上・灰色粘質上・黄灰色砂のプロック(礫 多く混じる)

黒褐色粘質土・灰色粘質上のブロック (ブ ロック状に礫混じる)

第 68図  大畦畔 601断面図 (S=1/40)

0                    2m
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褐色(loYR6/2)を 呈する。137は ミニチュアの鉢である。ほぼ完形である。手づ くねにより成形

した後、ナデを施す。胎土には径 3 1Hll以下の砂礫粒を含む。長石・石英・角閃石が目立つ。内面

に煤が付着する。色調は、内外面ともに灰黄褐色(10YR6/2)を 呈する。畦畔の盛土から出土した

遺物は弥生時代前期のものであるが、これらは、大畦畔の盛土の主体をなす第�層あるいは第�

層中の遺構埋土に含まれていた遺物である可能性が高く、畦畔の構築時期を示すものではないと

考えられる。

中畦畔 601(図版三六)

1区の 7E、 8E・ F地区で検出された。検出長19.8m、 基底幅1.1～ 1.5m、 高さ約0.2m前後を

測る。第�層を蒲鉾状に盛ることにより構築されている。 1区の北部で途切れているが、水口で

あるかどうかは判断できない。畦畔の盛上下部から杭列が検出されている(図版三六)。 畦畔の盛

土からの出土遺物はない。

中畦畔 602(第 70図、図版三五・五人)

3区・ 4区の13～ 15F、 16E・ F、 17D o E地区で検出された。検出長55,Om、 基底幅1.2～ 2.2

m、 高さ0.25m前後を測る。第�層を盛ることにより構築されている。畦畔の盛土内からは弥生

土器が少量出土した。畦畔の盛上の下面で壷の底部 4点が一括で出上した(図版三五、第69図に位

置を示す)。 その壷の底部の内 1点 (138)を 図化 した。138は底部と体部下端の約1/4が残存する。

器面調整は、体部タト面に縦方向のヘラミガキ、底部外面に横方向のヘラミガキを施す。底面と内

面はナデを施す。胎土には径 5 11Hl以下の砂礫粒を含む。長石 。

角閃石が目立つ。色調は、外面が灰黄褐色 (loYR6/2)、 内面

が褐灰色 (10YR6/1.5)を 呈する。

中畦畔 601・ 中畦畔 602は、 1区南端から3区北端までの

間が、流路 503・ 試掘坑により削られているため検出されな

かったが、本来は同一の畦畔であった可能性がある。

水田(水田)

中畦畔60卜 中畦畔602の西側で、畦畔で区画された水田12筆 (水田601～水田612)と 、大畦畔601の

東側で水田 6筆 (水田613～水田618)が検出された。中畦畔601の東側 (1区東部)で も小規模な畦畔

(畦畔601～畦畔603)が検出されていることから、大畦畔と中畦畔の間にも水田があったと考えら

れる。大畦畔・中畦畔が第�層を盛ることにより構築されているのとは異なり、水田を区画する小

規模な畦畔は、水田耕作土である第�層を盛ることにより構築されている。水田を区画する畦畔の

規模は、基底幅0,3～ 1.Om、 高さ0.05m前後を測る。各水田については、第12表に示した。

第 6面で検出された大畦畔 。中畦畔 。畦畔・水田の帰属時期は、層位から弥生時代中期中葉に

比定できる。

土坑 (SK)
1区西部の7D地区で、 2基 (s K 601・ S K 602)が検出された。各土坑の規模 。埋土等につい

ては、第13表に示した。 S K 601出上の 1点 (139)を 図化した(第71図、図版五人)。 139は、河内

第Ⅳ-3・ 4様式に比定できる弥生土器高杯である。杯部の1/2余 りが残存する。円盤充填により

0                              20 cm

第 70図  中畦畔 602出 土遺物実測図
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脚部を付けた痕跡が残る。器面調整は杯部内面に縦方向のヘラミガキ、杯部外面に縦方向ないし

横方向のヘラミガキ、口縁部内面・杯部上位に横方向のヘラミガキを施す。口縁部外面に 4条の

凹線を施す。口縁部外面に黒斑が見られる。胎土には径 4 11ull

以下の砂礫粒を含む。長石・石英 。雲母が目立ち、角閃石の

含有は少ない。色調は、外面がにぶい褐色 (7.5YR5.5/3)、 内

面が褐灰色 (7.5YR4.5/1)を 呈する。 S K 601・ S K 601の 帰

属時期は、出土遺物・埋土等から弥生時代中期後半に比定で

きる。

溝 (SD)

7条 (S D 601～ S D 607)が検出された。各溝の規模 。埋土等については、第14表に示した。大

畦畔 601の構築に伴う盛土を採取するために掘られたと考えられるS D 607以外は小規模な溝で、

形成における人為の有無や、性格を詳らかにできない。出土遺物はS D 608の埋土から弥生土器

の破片が 3点出土した。第 6面で検出された溝は全て、第�-1層上面ないし第�-2層上面に

帰属することから、その帰属時期を弥生時代中期中葉に比定できる。

第 12表 第 6面 水田一覧表 (田積の括弧内は検出部分の田積 )

遺構番号 地 区 田積 (� ) 標高(T.P.+m)

水田 601 10C、 1lC・ D (50.0) 2.88-2.77

水田 602 10～ 1lC・ D 286-2.75

水田 603 1lC・ D 292-2.82

水田 604 11～ 12C (17.0) 285-280

水田 605 11～12C'D (25) 2.84-2.82

水田 606 11´-12D 2.85

水田 607 12C・ D 2.86´-280

水田 608 12～ 13C・ D (730) 2.87-280

水田 609 12-13D 2.91-2.81

遺構番号 地 区 田積 (活 ) 標高(T.P.+m)

水田 610 13～ 14C・ D (251) 2.87-2.81

水田 611 13-14D (25,8) 289-283

水田 612 14～ 15C・ D 294-2.83

水田 613 353-3.42

水田614 16～ 171 3.56

水田615 3.59´ヤ356

水田 616 359-3.53

水田617

水田618 3.54

第 71図  S K 601出土遺物実測図

第 13表 第 6面 上坑 (SK)一覧表 (単位はm)

遺構番号 地 区 長軸 短軸 深 さ 断面形状 埋 土 出土遺物 備考

S K 601 7D 0,05 浅い皿形 N4/0灰色細砂混粘質土 弥生土器 1点 (139) S D 601を 切る

S K 602 浅い皿形 N4/0灰色細砂混粘質土 な し

第 14表 第 6面 溝 (SD)一覧表 (単位はm)

遺構番号 地 区 検出長 幅 深 さ 断面形状 埋土 備考

S D 601 8C・ D、 9C 025´ヤ055 浅い皿形 N4/0灰色細砂混粘質土 S K 601に 切 られる

S D 602 7E 0.25-0.4 浅い皿形 不 明

S D 603 7F 025-0.35 浅い皿形 不 明

S D 604 7G 0.85-1.4 浅い皿形 不 明 水田畦畔より古い

S D 605 04～ 0.6 006 浅い皿形 不 明

S D 606 9D 03～ 05 浅い皿形 不 明

S D 607 12～ 13H・ I、 14～ 17H 0.22 皿 形 茶褐色粗砂 大畦畔601に伴う

S D 608 16-17F 03～ 0.6 浅い皿形 暗オリーブ灰色粘質土
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/Jヽ穴(SP)
7個 (S P 601～ S P 607)が検出された。各小穴の規模 。埋土等については、第15表に示した。

いずれも出土遺物はない。埋上が不明なものを除き、第�-1層 。第�-2層 と埋上が類似する

ことから、第�-1層 ないし第�-2層の下面に帰属する遺構と考えられ、帰属時期は弥生時代

中期中葉に比定できる。これらの小穴は、点在しておりその配列に規貝1性は認め難く、建造物を

構成するものではないと考えられる。

第15表 第6面 可ヽ穴(SP)一覧表(単位はm)

・第 7面 〔弥生時代前期前半～中期中葉〕(第72図・図版三七～四五)

第�層上面 (T.P.+2.8～ 3.3m)で 弥生時代前期の墓域、弥生時代中期中葉の溝を中心とする遺構

群が検出され、第�層下面 (T,P.+2.6～ 3.2m)で 弥生時代前期ないし中期中葉の上坑・小穴・溝が

検出された。第�層下面で検出された遺構については、①第�層下面に帰属する遺構で検出を遺

漏していたもの、②第�層上面で検出すべき遺構で検出を遺漏していたもの、③第�層下面に帰

属するものがあると考えられるが、明確にすることはできないものが多い。

r弥生時代前期前半の墓域】

第7面で検出された弥生時代前期前半の墓域は、調査地東部に分布している。調査地東部は自

然河川の埋没により、微高地状に盛り上がった砂礫層が南北方向に伸びており、その微高地上に

墓が作られたことが窺える。墓域は、 1区北東部の墓域 I、 3区北東部の墓域 I、 4区東部の墓

城Ⅲに分けられる。 2区東部は流路403に より第�層が削られているため、墓 (墓域)があったか

どうかは不明である。墓域が分布する微高地は、調査地の北側・南側・東側にも続くものと見ら

れ、各墓域も西側を除く調査地外に広がる可能性が高い。

先ず、各墓域に帰属する墓および墓の可能性が高い土坑を示し、次に、墓域ごとに墓および墓

の可能性が高い土坑について、その詳細を記載する。墓の可能性が高い土坑については、①埋土

に第�層より上位層に起因する土を含まないこと、②各墓域の木棺墓・土媛墓の墓媛と長軸方位

をほぼ―にすることを以ってこれを認定した。以下では墓として記載するが、墓と断定できる遺

構と区別するために、遺構種別としては土墳墓とせず土坑(SK)と した。墓城 Iで検出された墓

は、木棺墓 1基 (木棺墓 701)・ 土媛墓 1基 (上境墓 701)・ 土器棺墓 1基 (土器棺墓 701)で、木棺墓

701・ 土境墓 701と 長軸方位をほぼ―にするS K 702・ S K 703も 含まれる。墓域Ⅱで検出された

墓は、木棺墓 1基 (木棺墓 702)で ある。墓域Ⅲで検出した墓は、木棺墓 703・ 土境墓702である。

これらの墓以外にも、墓である土坑がある可能性や、検出を遺漏したものがあると見られる。

一-83-―

遺構番号 地 区 径 (長径・短径 ) 深 さ 断面形状 埋 土

S P 601 7D 035 椀 形 N6/0灰色細砂混粘土

S P 602 05・ 035 浅い皿形 N4/0灰 色細砂混粘質土

S P 603 8D 不 明 不 明

S P 604 9D 浅い皿形 灰黒色礫混粘質土

S P 605 025・ 017 椀形 黒灰色砂礫混粘土

S P 606 9E 03・ 015 009 不 明 不 明

S P 607 17H 055'0,4 022 椀形 灰色粘土
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墓域 I(第73図、図版四〇～四四)

墓域 Iは、 1区北東部に位置し、墓 5基 (木棺墓 701・ 土墳墓 701・ 土器棺墓 701・ S K 702・ S

K703)が検出された。墓域 Iは西側が流路 503、 南側が流路 403の形成により削られ、北側 。東

側は調査地外に至るため、その範囲は不明である。墓域 Iの墓は、その長軸方位はN57° W～ N62°

Wを測り、概ね北西―南東方向に長軸を持つ。墓域 Iは、検出面を覆う第�層を耕作土とする水

田耕作による攪拌が深 く及んでため、検出面より上位にあった本来の構築面は削られている。攪

拌は南に行くに従い深く及んでいるため、南に行くほど検出面の標高が低くなっている。したがっ

て、検出された墓の底面の標高は概ねT.P.+2.9～ 3.Omで あるが、残存する墓の深さは南に行くほ

ど浅く、埋土もその下部のみが残る。
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木棺墓 701(第 74図、図版四―)

1区東部の 7H・ I地区で検出された。北西部・南東部を除き、側溝掘削により墓墳の上部が

破壊されてしまった。全長2.25m、 幅0.73m、 検出面からの深さは0.52mを 測る。長軸方位はN57°

Wを測る。埋土については第74図に示したが、概ね第�層 。第�層に起因するブロック上を主体

とする。墓媛内で木棺の小口板 2枚を検出した。小口板は墓媛の底に平行に据え立てられており、

小口板を据えるための溝状の掘込みは確認されなかった。小口板の間隔は1.lm、 小口幅は0.25m

を測る。南東側の小口板は幅25.Ocm、 厚さ1.7cm、 残存高23.Ocmを 測る。樹種は不明である。北西

側の小口板については、記録がないため不明である。側板については、棺材は出土しておらず、

埋土断面でも木質等の棺材の痕跡を確認できないので、存在していなかったと考えられる。ただ

し、小口板に挟まれた棺の側面を挟んで内外の埋上が明瞭に異なるため、埋葬時には側板に代わ

るものが存在したか、遺骸を包んで棺内に埋葬したと推測される。底板については、棺材は出土

しておらず、埋土断面でもその痕跡を確認できないので、存在していなかったと考えられる。蓋

板については、墓娠の上部が側溝掘削により破壊されたため、存在の有無は不明である。棺内か

らは人体に関わる遺物は出土しなかった。棺の規模が子供の歯が出土した木棺墓 702の棺に近い

ことから、子供を葬ったと考えられる。棺内の埋土上層から弥生土器 (第 I様式)の破片 1点が出

土した。帰属時期は、出土遺物・埋土から弥生時代前期に比定できる。

構築方法としては、墓壊内の埋土断面の観察から、①墓墳を掘る、②墓媛の底に土を敷き、底

を平らにする、③小口板を墓媛の底に敷いた上に差し込んで立てる、④小口板の外側に裏込め土

を入れる、⑤棺の狽I面を側板に代わるもので区切る、⑥棺の外側に裏込め土を入れるという過程

があったと考えられる。

土境墓 701(第75図、写真10、 図版四―・五九)

1区東部の 7H・ I地区で検出された。西側の上端はS D 705に切られる。検出長2.6m、 幅

1.55m、 検出面からの深さは0.42mを測る。長軸方位はN57° Wを測る。埋土については第74図に

示したが、 4層からなり、第�層に起因する砂礫が多く混じる4層 と第�層に起因する 1～ 3層

の 2つ に大別できる。埋土の長軸断面で 1～ 3層 の立ち上がりが垂直的であることが確認できる

ことから、埋葬施設の存在を想定できる。墓媛内からは副葬品であるミニチュアの広口壺 (140)

と石が出土した。140は、口縁端部を僅かに欠くが、ほぼ完形である。顕部に一条の突帯を貼 り

付けており、体部上半には段を形成している。段の部分とその下位に沈線を施すことにより、突

帯を表現しており、突帯上には刺突文を施す。器面調整は、外面の突帯より上位に縦方向のヘラ

ミガキ、突帯より下位に横方向のヘラミガキを施す。

底面と内面はナデを施す。顎部の突帯の上位に赤彩

が線状に残る。胎土には径 3 mll以下の砂礫粒 を含

む。長石・角閃石が目立つ。色調は、内タト面ともに

灰黄褐色 (10YR5/2～ 4/2)を呈する。ミニチュアであ

るが、粗製ではなく広口壷の器形・調整に忠実に作

られている。河内第 I-2様式に比定できる。帰属

時期は、出土遺物から弥生時代前期前葉に比定でき

る。 写真 10 土壌墓 701遺物出土状況 (南東から)
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第 74図 木棺墓 701平断面図(S=1/20)
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土器棺墓 701(第 76図、写真11、 図版四―・五九)

1区東部の81地区で検出された。流路 403の右岸に当たるため、その形成により上部が削ら

れており、残存する墓墳の底の東側部分も土器棺の検出時に掘削されてしまったため、土器棺を

埋設した墓媛とその埋土については不明である。土器棺には壷が使われており、出土状況 (写真

11)か ら、土器棺は底部を下にして、やや斜めに埋められていることがわかる。土器棺の上部に当

たる口縁部から体部上半部分は、流路 403の斜面に散乱した状態で出上した。土器棺の中には別

個体の壷の底部が棺内に落ちた状態で出土し、土器棺のタト側でこの壷の底部と同一個体と判断で

きる壺の体部が、倒位に突き刺さった状態で出土した。この出土状況から、土器棺とは別個体の

壺は、頸部から上位を欠いて、棺の蓋として用いられたものと考えられ、後に上部が破壊された

ために底部が棺内に落ちたと推測できる。土器棺内部・周辺から人外に関わる遺物は出上しなかっ

た。第76図に土器棺として使われた壼 (141)、 蓋として使われた壺 (142)を 図化した。141は口縁

部から体部にかけて部分的に欠損するが、各部分は残存している。頸部と体部上位を削ることに

より、段を形成している。器面調整は、外面には体部上位と下位に縦方向のヘラミガキを施し、

体部中位に横方向のヘラミガキを施す。内面にはナデの後、横方向の粗いヘラミガキを施す。口

縁部は内外面ともにヨコナデを施す。胎土には径 311m以下の砂礫粒を含む。肉眼では長石・雲母

が目立ち、実條鏡で角閃石の含有が認められる。色調は、タト面がにぶい褐色 (7.5YR6/3)、 内面が

灰褐色 (7.5YR6/2)を 呈する。142は体部の約1/2と 底部から合部下位にかけて残存する2つの部分

のもので、接合はしないが、同一個体と判断できる。体部上半部に幅1.4cm前後の削出突帯を施し、

突帯上に 2条の箆描沈線を施す。器面調整は、内外面とも体部の上位に横方向のヘラミガキ、中

位に右下がりのヘラミガキ、下位に縦方向のヘラミガキを施す。底面は粗 くナデを施す。胎土に

は径 7 mm以下の砂礫粒を含む。肉限では長石・石英 。雲母が目立ち、実体鏡で角閃石の含有が僅

かに認められる。色調は、タト面がにぶい褐色 (7.5YR5/3)、 内面がにぶい黄橙色(10YR7/2)を 呈す

る。141・ 142は、いずれも河内第 I-2様式に比定できる。土器棺墓 701の帰属時期は、出土遺

物から弥生時代前期前半に比定できる。

写真 11 土器棺墓 701検 出状況 (南 から)
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S K 702(第78図 )

1区東部の 7H地区で検出された。西側の上端はS D 705に 切られる。長径 1.57m、 短径1.14m、

検出面からの深さは0.13mを測る。長軸方位はN59° Wを測る。埋土については第78図に示したが、

残存する部分では第�層に起因するブロック土を主体 とする単層が残る。人保に関わるものを含

め出土遺物はない。帰属時期は、埋土から弥生時代前期と見 られる。

S K 703(第78図 )

1区東部の 71地区で検出した。東部は東端を残 しS D 505に切 られる。長さ1.38m、 幅0.7m、

検出面からの深さ0.19mを 測る。長軸方位はN62° Wを測る。埋土については第78図 に示したが、

残存する部分では第�層に起因するブロック上に第�層に起因する砂礫が混 じる単層が残る。人

合に関わるものを含め出土遺物はない。帰属時期は、埋土から弥生時代前期と見られる。

墓城 I内出土遺物 (第77図、写真 12、 図版五九)

墓域 Iでの遺構検出の際、土器棺墓 701の東側で弥生土器のミニチュアの壷 (143)が出土した。

遺構に伴わない出土遺物として取上げられているが、出土状況 (写真12)を見ると、土坑状の窪み

の隅で出土していることが確認でき、土媛墓である可能性がある。ただ、窪みの埋土についての

記録がないため、遺構 と断定はできない。墓に伴う副葬品か供献土器であると推測される。143

は、底部から口縁部にかけて残存するが、上位になるほど残存率は低 く、口縁端部は欠損する。

器面調整については、内外面ともに磨耗のため不明である。外部上半に箆描きによる文様を施し

ているが、土器の欠損 と器壁の磨耗のため、文様の全体像を掴むことは難しい。残存部分に見 ら

れる線から、縦方向に 2条 1帯、横方向は上に 1条、下に 2条の線による方形区画を施し、その

区画内に 2条 1帯の上弦重弧文

を施していることが確認できる。

胎土には径 3111m以下の砂礫粒を

含む。肉眼では長石・石英が目

立ち、実体鏡で角閃石の含有が

認められる。色調は、内外面と

もに橙色(5YR6/6)を 呈する。
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墓域 Ⅱ

墓域 Ⅱは、 3区北東部に位置し、墓 1基 (木棺墓 702)を検出した。墓城 Ⅲも墓域 Iと 同様に、

検出面を覆う弥生時代中期中葉までの水田耕作上である第�層による攪拌が及んでいるため、本

来の構築面は削平されている。さらに検出時に第�層の下部まで掘 り下げているため、残存 して

いた上部も若干削られている。

木棺墓 702(第 79図、写真 13、 図版四三)

3区北東部の12H地区で検出した。長さ1.15m、 幅0.47m、 検出面からの深さ0.2mを 測る。長

軸方位はN5° Wを測る。墓娠底面の短辺部で幅0.1～ 0,15m、 深さ0.lmの溝状の掘込みを検出した。

埋上については第79図 に示 したが、概ね第�層 。第�層に起因するブロック土を主体とする。短

辺部の溝状の掘込みで小口板を検出した。小口板の間隔は0。9m、 小口幅は0,3mを測る。北側の小

口板は、幅33.3cm、 厚さ2.5cm、 残存高37.3cmを 測 り、南側の小口板は幅31.5cm、 厚さ2.6cm、 残存高

44.5cmを 測る。樹種は不明である。側板 と底板については、棺材は出土しておらず、埋土断面で

もその痕跡を確認できないことから、存在 していなかったことがわかる。蓋板については、墓媛

の上部が後の水田耕作により削られているため、存在の有無は不明である。

棺内埋上の上層から人歯 2点が出上した。人歯 2点 を嶋田武男氏 (調査当時、大阪市立大学医学

部)に鑑定していただいた。その結果、上顎の大臼歯であること、 5～ 7才の永久歯であることが

わかった。埋土からは人歯以外の出土遺物はない。

帰属時期は、層位から弥生時代前期に比定できる。

構築方法としては、墓媛内の埋土断面の観察から、

①墓娠を掘る、②墓媛の短辺部を溝状に掘り込む、

③小口板を溝状の掘込みに立て、裏込めに上を入れ

る、④棺内に上を敷き平らにするという過程があっ

たと推測される。

黒色微砂質土

黒色粘質土

(黒色微砂賃上のブロック混じる)

オリーブ灰色シル ト
(黒色粘質上のブロック混じる)
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第 79図 木棺墓 702平断面図(S=1/20)
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墓域Ⅲ

墓域Ⅲは、 4区南東部に位置し、墓 2基 (木棺墓 703・ 上城墓 702)が検出された。

木相墓 703(第 80図、図版四三)

4区東部の161地区で検出された。墓媛の平面形状は不整な長方形を呈し、長軸方位はN4° W
を測る。北端は大畦畔601の断面観察 トレンチの掘削時に、その上部が破壊された。東端はS0704

により僅かに切られる。長さ約1.7m、 幅0.7m、 検出面からの深さ0.33mを測る。墓媛底面の短辺

部で幅0。lm前後、深さ0。2m前後の溝状の掘込みが検出された。埋上については第80図に示したが、

概ね第�層 ,第�層に起因するブロック上を主客とし、砂がちである。蓋板と側板が残存してい

た。蓋板は薄く腐敗が進んでいたため、検出時にはその一部が 2枚残っていた。側板は、東側の

側板が幅約20cmの薄い一枚板で、西側の側板が、数cm角 の角材の上に幅約10cmの板を縦にして置

かれていたことが確認できる。角材の上の板は墓媛の北西部で長さ50cmほ どが残っていた。小口

板はその一部が溝状の掘り込みの底で杭のように残存しており、腐敗が進んだ段階で抜き取られ

たと考えられる。底板については、棺材は出土しておらず、埋土断面でもその痕跡を確認できな
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いことから、存在 しなかったと考えられる。構材の樹種は不明である。残存する小口板の一部と

側板の位置から、棺の内法寸法は長さ1.45m、 幅0,5m前後に復元できる。構の大きさは木棺墓 70ト

木棺墓 702に比べて長さ 。幅ともに大きく、成人を埋葬したと推測される。構内からは人体に関

わる出土遺物はない。構内の埋土から弥生土器 (河内第 I様式)の破片 1点が出土した。木棺墓 703

の帰属時期は、出土遺物等から弥生時代前期に比定できる。

墓壊内埋上の縦断面の記録が不十分なため、構築方法を明確に復元できないが、①墓娠を掘る、

②墓漿の短辺部を溝状に掘 り込む、③小口板を溝状の掘込みに立て、裏込めに土を入れる、④棺

内に上を敷き平らにするという過程があったと推測される。

土墳墓 702(第 81・ 82図、写真14、 図版四二・五九)

4区東部の17G地区で検出された。土境墓 702は側溝掘削時に側溝の壁から小型壺が出上した

ために、遺構の存在が確認されたものである。当初、この遺構は調査担当者により溝と認識され

たため、壺の出土を確認した後も側溝の掘削は続けられ、南北の両端を残し墓媛の中心部は破壊

された。埋土については、断面図・埋土についての記載がないため明確ではないが、壺の出土状

況を撮った写真に映る埋土から、基盤層のブロック土を主体とすることが確認できる。墓媛の平

面形状は不整な隅丸方形と推測され、長軸方位はN10° E前後と推測される。長さ1.65m、 残存部

分の検出面からの深さは0,35mを 測 り、幅は1.2m前後と推測される。墓

媛内からは副葬品である小型の広口壷 (144)が 、墓墳の南東隅で正位に

埋納された状態で出上した。この他に拳大の石・弥生土器 (河内第 I様

式)の破片が数点出上した。144は ほぼ完形である。器面調整は、内外

面ともに横方向のヘラミガキを密に施す。頸部下位・体部中位の内面

に成形時の指頭圧痕が残る。胎土には径 6 alm以下の砂礫粒を含む。長

石・石英・雲母・角閃石の含有が肉眼で確認できる。体部下位に黒斑

が見られる。色調は、外面がにぶい黄橙色 (loYR6/3)、 内面がにぶい

橙色 (7.5YR5.5/4)を 呈する。144は河内第 I-1・ 2様式に比定できる。

遺構の帰属時期は、出土遺物から弥生時代前期前半に比定できる。

監す十料―――」
m

第 82図 土娠墓 702平面図(S=1/20)

0                10cm

第 81図 土壊墓 702出土

遺物実測図

冨
Φ

認

―

＝

井

写真 14 土壊墓 702断面および遺物出土状況 (北から)
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土坑 (SK)

第 7面で検出された土坑は、墓域の項で墓として記載したものを除き11基 (S K 701。 S K 704

～ S K 713)である。埋土が複数の層からなるものや、図化 した遺物が出土したものについては、

下記に個別に記載するが、埋上が単層で出土遺物がないものについては、第16表に示 した。

第 7面で検出した土坑は、その殆どが調査地東部の墓域 I～墓域Ⅲで検出されており、土壊墓

であるものもあると考えられるが、その可能性を積極的に支持できないので、土坑として以下に

記載する。 S K 710・ S K 711・ S K 713については、明瞭な掘 り方を持たず、埋上が第�層であ

ることから、第�層の窪みを検出したものと見られる。

第 7面で検出した土坑の帰属時期は、 S K 710・ S K 711・ S K 713が、層位から弥生時代前期

前半に比定できる。その他のについては、帰属する層準を明確にできないS K 704を 除き、埋土・

層位から弥生時代中期中葉以前に比定できるが、詳細な時期は比定できない。

S K 701(第83図、図版四四)

1区東部の 7F・ G地区で検出された。長径1.35m、 短径0.85m、 検出面からの深さは0.2mを

測る。埋土については第83図に示した。この遺構は第�層中まで掘 り込まれているが、① 2・ 3

層の細砂が基盤層である第�層 。第�層に見られない、② l層が黒灰色粘質土と基盤層に起因す

るブロック上であり、埋め戻されたことが明らかである、③葉理等の自然堆積を示す構造が見ら

れないことから、 2・ 3層 の細砂は埋め戻しの際に他所から採取して来たものである可能性が高

い。出土遺物はない。S K701に ついては、長軸方位が長軸方位はN52° Wを測り、墓域 Iの木棺

墓 701・ 土崚墓 701の長軸方位と近いことから、墓域 Iに帰属する墓である可能性がある。

S K 704(第83図、図版四四)

2区東部の1l H地区で検出された。長径1.72m、 短径1.24m、 検出面よりの深さは0,42mを測る。

埋土については第83図に示したが、基盤層である第�層・第�層に起因しない粘質の強い上であ

る。 2区東部では、基盤層である第�層・第�層の上面の標高が西側に比べて高いため、西側の

第�層上面と高さを揃えた第�層下部ないし第�層下面までの任意の面で遺構検出が行われた。 S

K704の傍では第�層の堆積が落込み状に浅く残っており、 S K 704の埋土はこれを切ることが

確認できる。 S K 704が検出された上位では、流路 401の形成により第�層上部まで削られてお

り、 S K 704が帰属する層位を明確にできない。流路 401の砂礫の流れ込みが見られないことか

ら、帰属時期は弥生時代前期前葉以降で、流路 401の形成よりは前である。埋土からの出土遺物

はない。

SKフ05(第83図、図版四四)

3区東部の12H地区で検出した。長径2.97m、 短径2.Om、 検出面からの深さは0.54mを測る。埋

土については第83図に示したが、灰色粘上の上層 (1層 )と 第�層・第�層に起因するブロック土

を主体とする下層 (2層～ 5層 )に分けられる。 2層 。3層には炭化物を含み、 3層は 4層 を切 り

込む様に堆積することから、 5層 ・ 4層が堆積した後に 3層部分が掘り込まれ、 3層・ 2層で埋

められたと考えられる。埋土からは、弥生土器の破片数点と石が出土した。 S K 705については、

長軸方位がN5° Wを測 り、墓域Ⅲの木棺墓 702の長軸方位とほぼ同じであることから、墓域Ⅱに

帰属する墓である可能性がある。
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第 16表 第 7面 土坑 (SK)一覧表 (単位はm、 括弧内は検出部分の規模 )

遺構番号 地 区 長径 短径 深 さ 断面形状 埋 土 備考

S K 706 12H・ I 浅い皿形
黒色微砂混粘質土。オリーブ灰
色微砂質土のブロック

第�層上面

S K 707 15CD (04) (0.16) 椀形か 暗灰色粘土 第�層下面か

S K 708 17DoE (013) (012) 逆台形か 第�層下面か

S K 709 17G 逆台形 黒灰色粘質土 第�層上面

S K 710 17H・ I 43 皿 形 黒灰色砂礫混シルト

S K 711 17H 085 008 浅い皿形 黒色中砂 (粘質高い)

S K 713 不整で底面に凸凹 暗灰色微砂質土

X=-151107

/
S K701
1 黒灰色粘質土 (ブ ロック状)

2 黄灰色細砂
3 灰黒色細砂
4 皓緑灰色粘質シル ト

S K704
1 オリーブ灰色粘土
2 晴緑灰色粘質シル ト
3 オリーブ灰色粘質シル ト

S K705
1 灰色粘土
2 黒灰色粘土

(ブ ロック状、炭化物含む)

3 黒色微砂混粘質止

(ブ ロック状、炭化物多く含む)

4 オリーブ灰色シル ト

(黒色シル トのブロック混じる)

|

Ｅ
聟

∞
＋

正

卜

第 33図  S K 701・ S K 704・ S K 705平 断面図(S=1/40)

TP+32m
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S K 712(第84図、図版五九)

4区東部の17H・ I地区で検出された。南狽1は側溝に切られるため、平面形状は不明である。

検出部分の東西長約3.Om、 南北長約0,75m、 検出面よりの深さは0.07mを 測る。埋土については、

記録がないため不明である。埋土からは、弥生土器 (河内第 I-1・ 2様式)の広口壷の体部以下

が 2個体 (145。 146)出土した。145は、体部中位以下が戎存する。大きく張る体部を持つ。体部

中位の最上部に段が残る。器面調整は、外面は右下がりのヘラミガキを密に施し、底面にヘラミ

ガキを施す。内面は横方向のヘラミガキを施す。体

部中位の内面にヘラ状工具の痕が残る。胎上には径

8 nun以下の砂礫粒を含む。角閃石・雲母・長石の含

有が肉限で確認できる。色調は、外面がにぶい黄褐

色 (loYR5/3.5)、 内面がにぶい黄褐色 (10YR5/3)を 呈

する。体部中位の外面に黒斑が見 られる。146は、体

部下半以下が残存する。器面調整は、外面は右下が

りのヘラミガキを密に施す。内面はナデを施す。底

面は磨耗 しており、一定期間の使用が窺える。胎土

には径 7 1mn以下の砂礫粒を含む。長石・角閃石・雲

母の含有が肉限で確認できる。体部下位の外面に黒

斑が見 られる。色調は、外面が灰黄褐色 (10YR5/2.5)、

内面はにぶい橙色 (10YR6/3)を呈する。遺構の帰属

時期は、出土遺物から弥生時代前期前半に比定でき

る。

溝 (SD)

第 7面で検出された溝は、18条 (S D 701～ S D 718)である。その内、 S D 703が第�層下面

に帰属し、それ以外の溝は第�層上面に帰属する。以下に個別に記載する。

S D 701(第88図 )

1区西部の 8～ 9C地区で検出された。検出長9.8m、 幅2.Om、 検出面からの深さ0.46mを測る。

埋土については第87図 に示したが、第�層に相当する暗灰色砂礫混粘土を主体とする上層と第�

層に起因するブロック土からなる下層に分けられる。埋土からの出土遺物はない。

S D 702(第88図 )

1区～ 3区中央部の 7～ 8E、 8～ 12F地区で検出された。 S D 704を切 り、 S D 705に切ら

れる。検出長約60m、 幅2.Om、 検出面からの深さ0.65mを 測る。埋土については第88図 に示した

が、粘上のブロックを主体とする上層と第�層に起因するブロック土からなる下層に分けられる。

埋土からの出土遺物はない。

S D 703(第88図 )

1区北部の 7E・ F地区で検出された。 S D 702に切られる。検出長6.9m、 幅0。35～ 0.7m、 検

出面からの深さ0.04mを 測る。埋土は第�層に相当する灰色砂礫混粘土の単層である。埋土から

の出土遺物はない。

o                           20cm

第 34図  S K 712出 土遺物実測図
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S D 704(第88図、図版四五)

1区西部から3区中央部にかけての 7～ 14F・ G地区で検出された。 S D 702・ S D 705に切

られる。検出長約70m、 幅1.3m、 検出面からの深さ0.43mを 測る。埋土については第88図 に示し

たが、暗灰色粘土からなる上層と第�層に起因するブロック土からなる下層に分けられる。埋土

からの出土遺物はない。

S D 705(第 85・ 88図、図版四五・五九)

1区東部から3区中央部にかけての 7～ 8H、 8～ 12G、 12～ 17F、 17E地区で検出された。

検出長約116m、 幅l.3～2.3m、 深さ0.85mを 測る。埋上について

は第88図に示したが、灰色を基調とする微砂質土のブロックを主

体とする上層と第�層に起因するブロック上を主体とする下層に

分けられる。埋土からは、弥生土器 (河内第 I様式・第Ⅲ様式)の

破片が出上した。その内 2点 (147・ 148)を 図化した。147は広口

壷である。顕部の約1/3が残る。残存部分の顎部の形状から、長顎

壷ではないと見られる。器面調整は内外面ともに横方向のヘラミ

ガキを密に施す。外面にはヘラミガキ後に施された 4帯の櫛描直

線文が残る。胎土には径 6 mm以下の砂礫粒を含む。長石・角閃石・

雲母 の含有 が 肉眼で確 認 で きる。色調 は、外 面が褐灰色

(10YR4/1)、 内面がにぶい責褐色 (10YR4.5/3)を 呈する。第Ⅱ様式

ないし第Ⅲ様式に比定できる。148は壷である。底部が残る。器面調整については、器壁の磨耗

が著 しく不明である。胎土には径 12Hull以下の砂礫粒を多 く含み、角閃石の含有が顕著である。他

に長石・石英・雲母の含有が肉限で確認できる。色調は、外面が灰褐色 (7.5YR6/2)、 内面がにぶ

い黄褐色 (10YR5/3)を 呈する。

S D 706(第88図 )

1区北西部の 71地区で検出された。検出長3.4m、 幅1.5m、 深さ約0.7mを 測る。埋上につい

ては第88図 に示 した。埋土からは弥生土器 1片が出土した。

S D 707

3区東部の13H・ I、 14～ 15H地区で検出された。検出長約30m、 幅0,7m、 検出面からの深さ

約0.lmを測る。埋土については、記録がないため不明である。埋土からの出土遺物はない。溝の

o            10om

第 85図  S D 705出土遺物実測図

る。       ,9)と 推測でき

m、 幅1.3～ 2.6

二の溝である

検出長約45

方向からS D 713と 同一

ュ基盤層である

,図版六〇)S D 708(第 86。 88図、

     16H o I、 171地区でん

したが、 概永

ン141、  15-          :っ

ぃては、

3区～ 4区東部の13⌒

.3～0.5mを測る。埋上にひヽらの深 さ01m、 検出面ラ

第�層 。第�層に起因する上である。埋土からの出土遺物は、

弥生土器 (第 I様式 。第Ⅱ様式)の破片・サヌカイト剥片である。

その内、弥生土器 1点 (149)を 図化した。149は広口壷である。

口縁部から体部上半にかけての約1/6が残存する。頸部から短く

外反する口縁部を持つ。器面調整は、外面 と口縁部か ら顎部に   性十―+~~■
OCm

かけての内面に横方向のヘラミガキを密に施し、冬部内面はナ 第86図  S D 708出 土遺物実測図
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デの後、右下が りのヘラミガキを粗 く施す。外面の体部と顎部の境に 3条の箆描沈線を横方向に

施し、その最下の沈線から4条を一単位とする箆描直線文を斜方向に施す。胎土には径 5 11ull以 下

の砂礫粒を多 く含み、角閃石の含有が顕著である。他に雲母・長石の含有が肉眼で確認できる。

色調は、内外面ともににぶい黄褐色 (10YR5/3)を 呈する。

S D 709(第88図、図版四五)

4区の15F～ H、 14H～ I地区で検出された。 S D 711を 切 り、 S D 705・ S D 712に切 られ

る。全長約30m、 幅約2.5m、 検出面からの深さ約0。8mを測る。埋上については第88図 に示 した

が、暗灰色シル トの薄層を挟み、その上下に第�

層 。第�層に起因する土のブロックが堆積する。埋

土からの出土遺物はない。

S D 710(第88図 )

4区中央部の15～ 16E・ F地区で検出された。全

長約10m、 幅1.2m、 検出面からの深さ0.3mを測る。

埋土については第88図 に示した。埋土からの出土遺

物はない。帰属時期は、中央側溝の壁断面で埋土の

上位に第�-2層が載ることが確認できることか

ら、弥生時代中期中葉以前に比定できる。

S D 711(第 87・ 89図、図版四五・六〇)

4区の17D～ E、 16E～ F、 15F～ G地区で検

出された。 S D 705。 S D 709に切 られる。検出

長36.5m、 幅1.5～ 1,8m、 検出面からの深さ0.6～ 0.8

mを測る。埋土については第89図 (S D 709と 切 り

合う部分は第88図)に示した。埋土からは、弥生土

器 (第 I-2様式・第Ⅱ様式・第Ⅲ様式)の破片が

出土した。出土遺物は他の遺構に比べて多 く、そ

の殆どが第 I様式の壷である。出土遺物の内、図

化が可能な 4点 (150～ 153)を 図化 した。150～

152は広口壷である。150は口縁部から体部中位に

かけての約1/3が残存する。体部上半に 1条の箆描

沈線を施す。器面調整は内外面に横方向のヘラミ

ガキを密に施す。胎土には径 6 mll以下の砂礫粒を

含み、長石・石英・角閃石・雲母の含有が肉眼で

確 認 で きる。色 調 は、外 面 が にぶ い黄 褐 色

(10YR5/3)、 内面が灰黄褐色 (10YR6/2)を 呈する。

151は体部上半の約 9割と体部下半の約1/3が残存

する。張った体部を持つ。体部上半には段を形成

し、段の下位を削 りだすことにより突帯となす。器

面調整は外面の突帯より上位に横方向のヘラミガ

Ocm

第 87図  S D 711出土遺物実測図
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TP+25m

TPl-30m

T P +30m

TP+30m

S D701

暗灰色砂礫混粘土

(暗オリーブ灰色粘質シル トのブロック混じる)

黒灰色細砂質土

黒灰色細砂混粘土

S D704

TP→-30m

S D702

暗灰色細砂混粘土 (一部に暗灰色細砂質土・

灰黒色細砂混粘質上のブロック混 じる)

灰黒色細砂混粘質土 (ブ ロック状)

5Y2/1黒 色礫混砂質土 (第 XⅡ -2層 )

第XⅣ層

一
第XV層

１

　

　

２

１

　

　

２

３

峰
―

一

__

1

2 黒灰色微砂混粘質土 (炭化物含む)

S D703   1

TP+30m珍 〃 疹
~

1 灰色砂礫混粘土

S D705
1 75Y4/1灰色微砂質上 (オ リーブ灰色微砂のブロック混 じる)

2 N3/0暗 灰色粘質土
3 5GY2/1オ リーブ黒色微砂混粘覧土・N3/0暗灰色微砂質上の

ブロック (炭化物含む)

S D704
4 N2/0黒 色微砂混粘質土

5 5GY2/1オ リーブ灰色微砂混粘質土 (炭化物含む)

1 黒灰色砂礫混粘質土
2 暗灰色シル ト混細砂

S D710

2 暗オリーブ灰色粘質シル ト(ブロック状、炭化物含む)

S=1/40)

１

２

３

４

S D706
黒褐色砂礫混粘質上 (第 XⅢ -2層 )

S

暗茶褐色砂質土

灰色粘土 (ブ ロック状、炭化物含む)

暗灰色微砂混粘質止 (炭化物含む)

暗オリーブ灰色微砂質上

(暗灰色微砂・オリーブ灰色シル トのブロック混じる)   TP+30m

S D711 S D709

1 暗灰色シル ト
2 1に暗オリーブ灰色シル ト・灰黒色粘質上のブロック多く混じる
3 暗灰色シル ト
4 黒灰色粘質土・暗オリーブ灰色シル ト・灰黒色シル トのブロック
S D711
5 乳灰色砂礫
6 灰黒色粘質土
7 黒灰色粘質シル ト
8 黒灰色粘買土・灰黒色粘質シル ト・暗オリーブ灰色シル ト

のブロック
9 灰黒色粘質土・暗オリーブ灰色シル トのブロック

※断面図の実測箇所は第 72図 に示した。

第38図 第7面検出溝断面図①(

灰黒色粘質土

S D708
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キ、突帯より下位に横方向のヘラミガキを施す。内面は体部上半に横方向のヘラミガキを粗 く施

し、下半はナデを施す。内面の体部下半にはナデの前に施された板ナデによる工具痕が残る。外

面の突帯の下位に赤色顔料により弧文を描いている。胎土には径 4 11ull以 下の砂礫粒を含み、長石・

雲母・石英・角閃石の含有が肉眼で確認できる。色調は、外面がにぶい黄橙色 (10YR6/3)・ にぶ

い褐色 (7.5YR5/3)、 内面がにぶい黄橙色(10YR6/3)を 呈する。152は、口縁部から体部上半にか

けての約1/2が残存する部分と体部上半から体部下半にかけての約1/2と 底部が残存する部分の 2

つの部分からなり、接合はしないが同一個体と判断できる。張った体部を持ち、体部上半に段を

形成する。顎部に3条の沈線、段の部分に幅 2 1mll前後の沈線を施し、その下位に幅 l nullの 細い沈

線を施す。器面調整は外面に横方向のヘラミガキ、内面にナデの後横方向のヘラミガキを粗 く施

す。胎土には径 5剛以下の砂礫粒を含み、長石・石英 。雲母・角閃石の含有が肉限で確認できる。

色調は、外面が灰黄褐色 (10YR6/2)、 内面が褐灰色 (10YR5/1)を呈する。153は甕と見られる。口

縁部から体部上半にかけての破片である。器面調整は、磨耗のため明瞭ではないが、外面はハケ

メと見られる筋が僅かに残 り、ハケ調整を施すと推測される。内面には板状の工具痕が残る。胎

土には径 611m以下の砂礫粒を含み、長石・石英が目立ち、角閃石は僅かに含まれる。色調は、外

面が浅黄橙色 (7.5YR8/4)、 内面が褐灰色 (7.5YR6/1)を 呈する。出土遺物は、150～ 152が河内第

I-2様式に、153が河内第Ⅱ様式に比定できる。

S D 712(第 89図 )

4区東部の15G、 16F・ G、 17F地区で検出された。 S D 709を切る。検出長約20m、 幅0.5～

0.8m、 検出面からの深さ0.1～ 0。15mを 測る。埋土については第89図に示した。埋土からの出土遺

物はない。

S D 713(第 89図 )

4区東部の15～16G地区で検出された。 S D 712か ら分岐する。検出長約9.5m、 幅0.48～ 0.6m、

検出面からの深さ0.16mを 測る。埋土については第89図 に示 したが、S D 712と 同じである。埋

土からの出土遺物はない。

S D 714(第 89図 )

4区東部の16F地区で検出された。 S D 712に切られる。検出長2.2m、 幅0.5m、 検出面からの

深さ0.lmを測る。埋土については第89図に示したが、第�層 。第�層に起因するブロック土から

なる単層である。埋土からの出土遺物はない。

S D 715(第 89図 )

4区東部の15～ 17H地区で検出された。S0703を切る。断面形状が逆台形を呈する溝である。

検出長15,lm、 幅0.6～ 0。8m、 検出面からの深さ0.26mを 測る。埋土については第89図に示したが、

第�層・第�層に起因するブロック土からなる上層と、炭化物を含む粘土からなる下層に分けら

れる。埋土からの出土遺物はない。

S D 716(第 89図 )

4区東部の161地 区で検出された。S0704に切られる。検出長2.4m、 幅0.65m、 検出面から

の深さ0。 12mを 測る。埋土については第89図に示した。埋土からの出土遺物はない。

S D 717

4区東部の16F地区で検出された。検出長1.8m、 幅0.4m、 検出面からの深さ約0.15mを 測る。埋
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土については、記録がないため不明である。埋土からの出土遺物はない。

S D 718(第89図 )

3区の北部で確認できる溝である。発掘現場では平面的には検出・掘削されていない。第72図

の平面図は航空写真に写る埋上下層の砂礫の位置から復元したものである。砂礫部分の全長約34.5

m、 幅0.8～ 1.Omを測る。両端が更に伸びるかは不明である。第 7面の調査終了後に、砂礫が見ら

れる所に埋土を確認するための トレンチが設定され、その断面のみが写真・実測図により記録さ

れている。 S D 702・ S D 704・ S D 705が分岐する部分で、これらの切 り合いを確認すべ く設定

された埋土観察用のセクションにS D 717の埋土が掛かってお り、これによると粘質土のブロッ

クを主客 とする上層と砂礫を主体 とする下層の 2つ に分けられる。下層の中粒砂～細砂には葉理

が見 られる。セクション部分で第�層上面からの深さは約0,6mを 測る。このセクションの観察か

ら、 s D 717は S D 705を切ることが確認できる。セクション除去時に砂礫層中で杭の破片と底

に打ち込まれた杭を検出した。杭付近の砂礫層から弥生土器が出土 した。

第 7面で検出された溝の帰属時期は、 S D 702・ S D 703・ S D 704・ S D 705・ S D 707・ S

D708・ S D 709e s D 711・ S D 712・ S D 713・ S D 718が 、埋土からの出土遺物・遺構の切

り合い 。層位から弥生時代中期中葉に比定でき、 S D 714が、埋土・遺構の切 り合いから弥生時

代前期に比定できる。これ以外の溝は弥生時代前期前半から中期中葉までに比定できる。

第 7面で検出された溝の内、弥生時代中期中葉に比定できる溝は、その埋土がブロック土から

なるものが多い。下位の溝の位置を踏まえて付け替えられているもの (S D 702・ S D 704。 SD
705・ S D 709。 S D 711)も あることから、短期間の内に掘削と埋め戻 しが繰 り返されたと考え

られる。これらの溝の検出位置は、第 6面で検出された大畦畔 。中畦畔の検出位置と重なる部分

が多く、第 6面で検出された水田遺構と関連する遺構群として捉えることができる。ただ、どう

いう目的で掘削されたものであるかについては、詳らかにすることはできない。

S D711 S D718

TP+30m

１

２

３

４

黒灰色砂礫混粘質土

黒灰色粘質土・暗オリーブ灰色シル トのブロック

黒灰色粘質シル ト

黒灰色粘質土 (植 物遺体含む)

75Y4/1灰 色微砂質土・10Y5/2オ リーブ灰色微砂

質土・N2/0黒色礫多混粘質土・N3/0暗灰色粘質土

のブロック
N4/0灰色細礫～細砂

S D715       s D716

W           ___F     S               N

S D715
1 灰黒色砂礫混粘質土・オ リーブ灰色シル トのブロック

2 灰黒色粘土 (炭 化物含む)

S D716
1 黒褐色微砂質上

0                    2m
|

S D712 S D713世タラ場ラ

'',ラ

ララララフラ,テ27「

     N世
,テ易

,,ララフ歩フラフ
'E

S D712・ S D713
1 灰黒色礫混粘資土

2 灰黒色粘質土・オ リーブ灰色シル トのブロック

S D714
1 灰黒色シル ト・オ リーブ灰色シル トのブロック

※断面図の実測箇所は第 72図に示 した。

2

S D714

SW            NE

TP+30m

第 89図 第 7面検出溝断面図②(S=1/40)
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/Jヽ穴 (SP)

第 7面で検出した小穴は34個 (S P 701～ S P 734)で ある。小穴は主に第 4区東部で多 く検出

されてお り、他の部分では疎 らである。明瞭な掘 り方を持つものや、埋土がブロック状のものが

多 く、何 らかのヒトの活動により形成されたことがわかるが、配列には規則性は認め難 く、建造

物を構成するものではないと考えられる。 S P 703・ S P 704か ら杭あるいは柱根 と見られる木

が出土 したが、その他の小穴からの出土遺物はない。 S P 703については、木が出上 したので小

穴としたが、明瞭な掘方を持たない。 S P 703・ S P 704の周辺では、第�層上面で杭列の痕跡

が検出されてお り、この杭列 と関係するものと推測される。各小穴の規模 。埋土等については、

第17表に示 した。

第 17表 第7面 可ヽ穴(SP)一覧表(単位はm)

遺構番号 地 区 径 (長径・短径 深 さ 断面形状 埋 土

S P 701 7E 051・ 0.31 浅い皿形 不 明

S P 702 7H 047・ 0.44 不 明 不 明

S P 703 042 不整形 黒灰色粘質土

S P 704 U字形 黒灰色粘質土 (オ リーブ灰色シル トブロック含む)

S P 705 12D 025 逆台形 N2/0黒 色砂礫混粘質土 (オ リーブ灰色シルトブロック含む)

S P 706 12F U字形 N2/0黒色微砂混粘土

S P 707 13D 逆台形

S P 708 14E 0.70・ 062 017 浅い皿形

S P 709 14F 046・ 040 0.40 V字形 N2/0黒色粘土 (植物遺体を少量含む)

S P 710 15D 暗灰色粘質土

S P 711 16D 椀 形 暗灰色粘土

S P 712 16E 040・ 025 U字形 暗灰色粘質土

S P 713 15～ 16E 浅い皿形

SP 15F 0.43・ 0,27 015 V字形 暗褐色微砂質土

S P 715 17D 027 浅い皿形 暗灰色粘質土

S P 716 17E 025 椀形

S P 717 17F 0,30'020 浅い皿形 暗灰色微砂質土

S P 718 16G 椀 形 黒灰色粘質土

S P 719 0.27 逆台形

S P 720 0.26・ 0.20 V字形 灰黒色粘質土

S P 721 0.46・ 0,38 不整形 黒灰色粘質土・暗オリーブ灰色シル トのブロック

S P 722 17G 007 椀 形

S P 723 16G 024 V字形 灰黒色砂礫混粘質土

S P 724 17G 椀 形

S P 725 0.38・ 032 U字形 上位から、黒褐色と橙色土 (炭・焼土含む)・ 黒色粘質土

S P 726 033 黒色粘質土

S P 727 035'025 浅い皿形 暗灰色粘質土 (オ リーブ灰色粘質土ブロック含む)

S P 728 17H 050・ 0.30 黒色中砂 (粘性が高い)

S P 729 椀 形

S P 730 0.40'0.30 浅い皿形

S P 731 0,35・ 025 椀形 黒色微砂混粘土

S P 732 0.50・ 032 不 明 浅い皿形 不 明

S P 733 黒色中砂 (粘性が高い)

S P 734 035・ 0,25
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落込み(SO)

第 7面で検出された落込みは、 4箇所 (S0701～ S0704)である。

S0701

4区西部の15～ 16E・ 16～ 17D地区で検出された。東西長13.4m、 南北長18.5m、 検出面からの

深さ0.15mを測る。 S D 711に 沿った落込みで、埋土は灰黒色粘質土 (第�-2層 )の単層である。

S D 705・ S D 710・ S D 711は埋上の下面に切込みを確認できる。埋土からの出土遺物はない。

遺構の帰属時期は、埋土・層位から弥生時代中期中葉に比定できる。

S0702(第 90図、図版六〇)

4区西部の15～ 16H・ 16～ 17G地区で検出された。東西長12.6m、 南北長18,6m、 検出面からの

深さ0.2～0.3mを測る。埋土は黒灰色砂礫混粘質土 (所により砂礫混じり、第�層)である。埋土か

らは縄文土器 (長原式)。 弥生土器 (第 I-2様式)の破片が少量出土している。その内、出土した

弥生土器 3点 (154～ 156)、 縄文土器 1点 (157)を 図化した。154は壺である。体部の約1/3が残存

する。体部上半に段を形成する。器面調整は、外面に横方向のヘラミガキを密に施し、内面にナ

デを施す。胎上には径 7 11un以下の砂礫粒を含み、角閑石の含有が顕著である。他に雲母 。長石の

含有が肉限で確認できる。色調は、外面がにぶい褐色 (7.5YR5/3)、 内面が褐灰色(10YR5/1)を 呈

する。外面に煤の付着が見られる。155は奏である。口縁部から体部上半にかけての約1/2が残存

する。口縁端部にD字状の刻み目を施し、顎部に 2条の箆描沈線を施す。器面調整は口縁部に横

ナデ、体部内面にナデ、体部外面に禾木科植物の秤によるものと見られる縦方向のナデを施す。

胎土は径 5 11un以下の砂礫粒を含み、石英・長石・角閃石の含有が肉限で確認できる。色調は、外

面が褐灰色 (10YR4.5/1)、 内面が灰黄褐色(10YR5/2)を 呈する。外面には煤の付着が見られる。156

は奏である。底部と体部下半の一部が

残存する。器面調整は外面にナデ、内面

に板ナデを施す。外面にはナデの前に

施された板ナデによる工具痕が残る。

底面は粗 くナデ付けており、籾痕が見

られる。胎土には径 6 11un以下の砂礫粒

を含み、石英。長石・角閃石の含有が肉

眼で確認できる。色調は、外面が褐灰色

(10YR5/1)、 内面が灰黄褐色(10YR5/2)

を呈する。内面に炭化物が付着してい

る。1571よ深鉢である。口縁部から胴

部上位にかけての小片である。口縁部

と胴部に突帯を 1条ずつ貼 り付けてい

る。突帯の断面形は三角形状で、突帯

上にD字状の刻み目を施す。器面調整

は内外面ともに板状工具による削痕が

見られるが、ナデにより仕上げている。

胎土には径 3剛以下の砂礫粒を多 く含

ん

Ｗ

Ｈ

Ｈ

Ｉ Ｉ

出

出

瓜

ψ
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み、雲母 。長石・角閃石の含有が肉限で確認できる。色調は、外面が灰黄色 (2.5Y6/2)、 内面が黄

灰色 (2.5Y5/1)を 呈する。遺構の帰属時期は、埋土・出土遺物から弥生時代前期前半に比定でき

る。形成における人為の有無は不明である。

S0703
4区東部の16～ 17H地 区で検出された。東西長5.Om、 南北長8.8m、 検出面からの深さ0.3m前

後を測る。埋土は灰黒色砂礫混粘質土である。埋土からは弥生土器 (第 I様式)の破片が少量出土

した。遺構の帰属時期は、出土遺物から弥生時代前期前半に比定できる。南壁断面で第�層を切

ることを確認でき、人為的に形成されたと考えられる。

S0704
4区東部の161地区で検出された。木棺墓 703を切る。検出部分での東西長1.6m、 南北長6.4m、

検出面からの深さ約0.3mを測る。埋土は上層の暗灰色微砂混粘質上、下層の黒色細砂の 2層 に分

けられる。埋土からの出土遺物はない。黒灰色粘土 (第�-2層 )の下面に切込みが確認できる。遺

構の帰属時期は、層位・遺構の切 り合いから弥生時代前期前半以降中期中葉以前に比定できる。

明瞭な掘方を持つことから、人為的に形成されたと考えられる。

2)遺構に伴わない出土遺物

・第Ⅳ層出土遺物 (第91図、図版六〇・六―)

20点 (158～ 177)を 掲載した。158は土師器杯 Cに分類されるもので約1/2が残存 している。口

径17.lcm、 器高5.6cmを 測る。飛鳥 Iに比定される。 1区 7H地区出土。

須恵器は 4点 (159～ 162)図化した。159は口縁端部が夕帥1に肥厚し内傾する面を形成するもの

で、提瓶の口縁部が想定される。内面に灰かぶりが認められる。 6世紀代。160は 平坦な天丼部

を持つ杯蓋である。田辺編年のT K43型式 (6世紀末)に比定される。161・ 162は杯身片である。

161が田辺編年のT K217型式 (7世紀中葉)、 162がM T85型式 (6世紀後半)に比定される。159・

160が 2区 ll E地区、161が 2区10E地 区、162が 3区 13」 地区出土。

布留式上器に分類される古式上師器は 7点 (163～ 168)である。163・ 164は小形丸底壷 1/Jヽ形壺

B5)である。扁球形の体部に斜上方に伸びる日顎部が付 くもので、共に体部最大径と口縁径がほ

ぼ等しい。体部外面はハケ調整を多用 している。布留式新相に比定される。165～ 167は布留式

甕口縁部の細片である。口縁端部の内面肥厚が幅広のもので、布留式奏の最終段階(奏 F3)の もの

にあたる。 3点共に淡赤褐色系の色調で胎土はやや粗い。布留式新相に比定される。168は二段

に屈曲する口縁部を持つ奏である。外部タト面の器面調整はハケを多用している。色調は淡褐色。

169は精製の椀形高杯である。低い脚部で裾部は屈曲して大きく開く。スカシ孔は4方に穿たれ

ている。布留式古相に比定される。163が 2区10C地区、164が 1区 6E地区、165が 1区 8D地

区、166が 2区 9C地区、167が 1区 8D地区、168・ 169が 1区 8C地区出土。

弥生土器は 8J点 (170～ 177)である。全て弥生時代後期 (第 V様式)に比定される。170は V様式

奏片である。口縁部は叩き出し技法によるもので、復元口径18,4cmを 測る。非生駒西麓産。 2区

9E地区出土。171～ 173は壺類である。171は 広口壼で約1/2が残存 している。口径16.7cm、 器

高32.Ocm、 体部最大径27.4cmを 測る。伝部上半にヘラ先工具による横位の直線文 4条 と縦位の直線

文で構成される文様が施文されている。色調は淡灰白色。非生駒西麓産。172は小形の長頚壷で
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ある。完形品で、口径7,7cm、 器高12.5clll、 体部最大径9,8cm、 底径4.Ocmを測る。色調は淡灰白色。非

生駒西麓産。173は台付無頸壷である。ほぼ完形品で口径 13.8cm、 器高22.Ocm、 裾部径 13.Ocmを 測

る。下膨れの体部から内湾する形状を持つ無頸壺に柱状部が中空で直線的に伸びる脚部が付 く。壺

部と脚部の接合には円盤充填手法が行われている。色調は褐灰色。生駒西麓産である。類例の少

ないもので、脚部形状からみて後期前半の所産であろう。171は 1区 6E地区、172は 1区 8C地

区、173が 2区 10C地区出土。174・ 175は小形鉢である。174は平底で半球形の体部から小 さく

外反する口縁部が付 く。175は上げ底の脚部が付 く直口の鉢である。共に色調は褐灰色である。生

駒西麓産である。174が 2区 9C地区、175が 1区 81地区出土。176は 高杯である。大形の杯部

に円錐状の脚部が付 く有稜高杯である。図上で完形に復元が可能で、口径26.4cm、 器高 15.7cm、 裾

部径10.5cmを 測る。色調は淡赤灰色。非生駒西麓産。 l区 8C地区出土。177は手焙形土器であ

る。細片のみで全容は不明であるが覆部と体部が一体化 した形態のものと推定される。覆部外面

上位に横位に施された 2本の直線支間に格子状文様が施文されている。色調は淡褐灰色。生駒西

麓産である。 2区 9C地区出土。

・第Ⅵ層出土遺物 (第92図、図版六―・六二)

24点 (178～ 201)を 図化した。弥生時代中期後半から後期に比定される遺物が中心である。1781よ

付加状の口縁部を持つ広口壺である。内湾気味に広がる幅広の口縁端面に上から刺突列点文、刺

突文、細かい簾状文、刺突列点文が施文されている。179は 大形鉢の細片である。口縁部は外傾

する幅広の端面を形成 している。口縁端面外面に簾状文と刺突文、体部外面に簾状文が施文され

ている。色調は共に褐灰色。生駒西麓産。帰属時期は 178が河内Ⅳ-2様式、179カ 河ゞ内Ⅲ-2

様式。178が 2区 9D地区、179が 1区 8D地区出土。

180～ 186の 7点は壺類である。いずれも口縁部の細片である。1800182～ 185は広口壷であ

る。広口壺には、口縁端部を垂下させ幅広の端面を形成する 180・ 185、 口縁部が大きく外反する

182・ 183、 広口長頸の形状が推定される 184がある。端面の施文は 180が竹管文、184が竹管押

圧円形浮文、185が波状文である。色調は褐灰色が 180・ 182・ 183・ 185、 赤褐色が 184で全て生

駒西麓産。181は長顎壺の口頸部片である。色調は赤褐色。生駒西麓産。186は二重回縁壺の回縁

部片である。大形のものと推定され復元口径26.8cmを 測る。色調は褐灰色。全体に丁寧な作 りの

もので胎土も良好である。実体鏡により角閃石の含有が認められる生駒西麓産。180が 1区 8E
地区、181が 2区 9C地区、182・ 186が 1区 8H地区、183が 2区 91地区、184が 2区10H地

区、185が 2区 9D地区出土。

甕は 5点 (187～ 191)を 図化した。187は V様式奏片である。口縁部付近で緩やかに内湾するも

ので、口縁端部は外傾する小端面を形成している。色調は赤褐色。生駒西麓産。 1区 8H地区出

土。188～ 190は甕底部である。188が 2区 10G地 区、189が 1区 7H地区、190が 2区101地区

出土。1910192は底部片で 191が鉢、192と 推定される。191が 2区 9C地区、192が 1区 7D地

区出土。193・ 194は高杯である。共に円錐状を呈する中空の脚部片である。色調は褐灰色。生駒

西麓産。193が 2区10D地区、194が 2区 9F地区出土。195は外の口縁部から体部の細片である。

復元口径20.4cmを 測る中形の鉢である。色調は淡褐灰色。生駒西麓産。 l区 8H地区出土。196は

平底の底部を有する小形の鉢である。色調は褐灰色。生駒西麓産。 2区101地区出土。197は底部

有孔土器である。穿孔は焼成前で、貫通した 1孔と途中で中断した 1孔がある。色調は淡灰褐色。
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生駒西麓産。 2区 10G地区出土。198・ 199は大形器台の口縁部片と推定される。共に口縁端部を

垂下拡張させるもので、198には二条の凹線、199には円形浮文が施文されている。198は生駒西

麓産。199は灰白色の色調で非生駒西麓産。198は 2区 10D地 区、199は 2区 91地区出土。200

の外面には横位に走る凸帯より上部に半裁の竹管文、下部に同心円文を押捺 し連結した S字状の

文様が施文されている。器種は明瞭でない。色調は外面が赤褐色、内面は褐灰色である。胎土は

良好であるが、実体鏡で角閃石の含有が確認できる。生駒西麓産。 S字意匠は「祭紋」土器の典

型例であるとされており、これらの上器については、「ハレ」の土器としての役割を果たしたもの

と推定されている。人尾市域においては美園遺跡で弥生時代後期から古墳時代初頭に比定される

「祭紋」土器が出土している。 2区 9D地区出土。

201は凸基無茎式石鏃である。完形品で長さ4 cm、 最大幅1.3cm、 重さ2.5gを測る。菱形の断面

を持つもので、両恨I辺 に細かい剥離が施されている。サヌカイト製。 2区 8F地区出土。

¢
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・第�層出土遺物 (第 93。 94図、図版六二～六四)

総数で26点 (202～ 227)を 図化 した。202～ 222が弥生土器類、223～ 227が石器類である。時

期的には弥生時代前期 (河内 I-2様式)を 中心とした資料である。

壺は12点 (202～ 213)で ある。すべて広口壺に分類される。206を 除き細片が大半を占める。202

～ 205は 口縁部から頚部上半の資料である。そのうち、ヘラ描沈線文が巡るものが 202～ 204、

2本のヘラ描沈線文間に刺突文を施すものが 205で ある。器面調整は内外面共に横位のヘラミガ

キが多用されている。203の 口縁部に紐孔が穿たれている。色調は褐灰色。生駒西麓産である。202

が 4区 16H地区、203が 4区17F地 区、204が 4区 16F地区、205が 4区17H地区出土。206は ほ

ぼ完形に復元されるもので、口径14.5cm、 器高28.Ocm、 体部最大径25。9cm、 底径8.5cmを 測る。顎部

上半に 2条のヘラ描沈線文、体部上位に段、底部の外側面に 2条のヘラ描沈線文を施す。器面調

整は内外面ともに横位の密なヘラミガキが多用されている。色調は褐灰色。生駒西麓産である。

4区 17H地区出土。207～ 209は頚部から体部にかけての細片である。 3点共に体部上位に削出

突帯文とヘラ描沈線文を施す。207・ 209はヘラ描沈線文より下部にヘラ描による3本を一単位と

する山形文が施文されている。共に色調は褐灰色。共に生駒西麓産で 208については表面が風化

しており、裸眼で角閃石の含有が認められる。207が 4区 16H地区、208が 3区13F地区、209が

4区 161地区出土。210～ 213は壼底部である。平底を呈するもので、212・ 217の裏面は僅かに

窪む。色調は 212が灰白色で他は褐灰色～赤褐色である。216が非生駒西麓産、他は生駒西麓産

である。210が 1区 8C地区、211が 4区 161地区、212が 4区16E地 区、213が 4区17H地区出

土。214～ 219は奏である。214～ 216は 口縁部から体部にかけての資料である。口縁端部の形状

では、内傾する平坦面を持ち下端に刻み目を施文する 214、 丸味を持つ 215・ 216がある。体部上

半のヘラ描沈線文は 214が 1本、216が 3本である。色調は 3点共に褐灰色で生駒西麓産。214が

4区 16F地区、215が 3区 12F地区、216が 3区12F地区出土。217～ 219は甕底部である。器面

調整は 219がタテハケ、217・ 218が縦位のヘラミガキを多用している。217・ 219は色調が褐灰色

で生駒西麓産。218が暗灰白色で非生駒西麓産である。217・ 219が 3区12F地区、218が 3区 12

1地区出土。220～ 222は鉢である。220は 回縁部の細片。221は平底の底部を持つもので、日縁

部が体部上半から内湾する小形の鉢である。体部上位に紐孔が穿たれている。口径9,4cm、 器高8.0

clll、 底部径6.8cmを測る。221は 口縁部が斜上方に内湾気味に伸びるもので、直口の口縁部を持つ。

3点共に色調は褐灰色。生駒西麓産である。220が 3区13G地区、221が 4区161地区、222が 4

区17H地区出土。

223～ 227は石器類である。223は平基無茎式の石鏃である。完形品で長さ2.3clll、 幅1.5cm、 重

さ1.lgを測る。両側辺に細かい剥離が施されており、特にA面側の鏑が明瞭である。サヌカイト

製。 l区 9D地区出土。224は細身で長い大形石鏃である。基部が折損している。残存長5.6cm、

幅1.6cmを測る。両側辺にやや大きめの剥離が施されている。先端部分に丸みを持つため未成品と

推定される。 2区16E地 区出土。225～ 227は石包丁である。225・ 226は ともに表面にローリン

グによる研磨を受けている。石材は緑色片岩である。227は直線刃半月形態の石包丁で約ユ/2が残

存 している。刃部は片刃である。両面および背部の研磨が丁寧で光沢を持つ。石材は黒色片岩で

ある。225が 3区13E地区、226が 3区12E地区、227は 4区 15H地区出土。
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第 4節 北調査区 (5区 )検出遺構 と出土遺物

1)各調査面の概要

北調査区と呼称 した 5区は南調査区の 1区北東部に近接 している。煙突建築部分を対象とした

調査区で平面形】犬が人角形を呈するもので、調査面積は500ど を測る。調査地区では 3～ 5H～ 」

地区にあたる。調査では、 8面 (1～ 8面 )に わたる調査を実施した結果、弥生時代前期から室町

時代に至る遺構・遺物が検出されている。以下、検出した調査面毎に記す。

T P +7 00rn

600m

500m

4第 2面
<第 3面

4 00rn
■第 4面

襴第 5面
-3

襴第 6面

(第 7面

3 00rn
襴第 8面

200m

ャ
ー

‐ヽ一―――――
ⅡX  =

６

く

ｒ

＝

∽

）

第 I層 盛上

第Ⅱ層 5B3/1晴青灰色粘土 (1日 作土)

第Ⅲ層 N3/0暗灰色細砂混粘土(床 土)

第V層 75Y4/1灰色粗砂混粘土
第V-1層  25Y5/2暗 灰黄色粘質細砂
第V-2層  5Y6/4オ リーブ黄色細砂
第Ⅵ―呵層 10BG3/1H音青灰色粘土
第Ⅵ-2層 75Y5/1灰 色シルト～粗砂
第Ⅶ-1層 75Y4/2灰 オリーブ色粘質粗砂
第Ⅶ-2層 75Y3/2オ リーブ黒色粗砂
第Ⅶ-3層 5G4/1暗緑灰色粘土質シルト

第Ⅶ-4層 N3/0暗灰色粘土

(弥生中期後半の遺物を含む)

第XV-2層 5G6/1緑灰色シルト
第XⅥ層 5G5/1緑灰色細砂混シルト
第XⅦ ―呵層 10G4/1暗緑灰色シルト混粘土
第XⅦ -2層  10BG5/1青 灰色シルト混粘土

第XⅧ層 10Y7/2灰白色細砂
第XⅨ -1層 5PB4/1暗青灰色粘土

第XⅨ -2層  2 5GY5/1オ リーブ灰色粘土

第ⅡXtt N1 5/0黒 色粘土

第 95図 北調査区(5区 )断面図

(S=1/200)
第XV-1層 5G4/1暗緑灰色シル ト
第Ⅷ層 10Y3/2オ リーブ黒色シル ト質粘土
第区層 N4/0灰色粘土

第X-1層  10GY4/1暗 緑灰色シル ト混粘土
第X-2層 N5/0灰色粘土
第X-3層  5GY7/1明 オリーブ灰色シル ト
第XI層  5B4/1暗青灰色シル ト質粘土
第XⅡ ・XⅢ層 5PB4/1暗青灰色粘質シル ト
第XⅣ -1層 5PB1 7/1青黒色細砂混粘土
第XⅣ -2層  5PB1 7/1青 黒色粗砂混粘土
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。第 1面 〔室町時代〕(第96図、図版四六)

第Ⅵ-1層上面 (T,P.+4。 6～ 4.8m)で水田 2筆 (水田 101・ 水田 102)、 畦畔 1条 (畦畔 101)を 検出

した。

水田は南北方向に伸びる唯畔 101で区画されている。畦畔 101の東に位置する水田 101に つい

ては大半が調査区外に至るため詳細は不明である。水田 1021ま検出部分で東西幅20.3m、 南北幅22.0

mを測る。なお、畦畔 101の西部を中心として、南北方向の歩行痕跡を残す無数の人の足跡が残

されている。畦畔 101は南調査区 (1区 )第 1面で検出された水田 107の東狽1を 区画する畦畔にあ

たる。灰色シル ト質粘土を盛 り上げて構築されているもので、検出長12.3m、 上面幅0。3m、 基底

幅1.2～ 1.9m、 高さ0.08mを 測る。南調査区の第 1面で検出した水田面に対応 してお り、室町時代

以降の水田面と推定される。

・第 2面 〔古墳時代前期～鎌倉時代〕(第97図、図版四七)

第Ⅶ-1層上面 (T.P.+4,3m)で 古墳時代前期から鎌倉時代の遺構・遺物を検出した。検出した

遺構には土坑 7基 (S K 201～ S K 207)、 溝 9条 (S D 201～ S D 209)、 落込み 1箇所 (S0201)、

小穴47個 (S P 201～ S P 247)がある。南調査区の第 2・ 3面に対応する。

土坑 (SK)

S K 201

調査区北西部の 3H地区で検出した。南北方向に長い楕円形を呈するもので、長径0,8m、 短径

0.65m、 深さ0.9mを 測る。埋土は暗青灰色シル ト混粘土である。遺物は出土していない。

S K 202

3H地区で検出した。不整の楕円形を呈するもので、長径0.8m、 短径0,7m、 深さ0.12mを測る。

埋土は暗青灰色シル ト混粘上である。遺物は出土していない。

S K 203

調査区中央部の 3・ 4HI地区で検出した。不整の精円形を呈するもので、長径 1.2m、 短径0,7

m、 深さ1.lmを測る。埋土は暗青灰色シル ト混粘上である。遺物は出土していない。

S K 204

調査区南部の 4H地区で検出した。北東部はS D 201に切られている。検出部分で東西幅1.6m、

南北幅l,3m、 深さ0.09mを 測る。埋土は暗青灰色シル ト混粘土である。遺物は出土していない。

S K 205

調査区南部の 4HI地 区で検出した。 S D 201を 切 り、西端はS D 206に切 られている。検出

部分で東西幅1.8m、 南北幅2.35m、 深さ0.05mを 測る。埋土は暗青灰色シル ト混粘上である。遺

物は出土 していない。

S K 206

調査区南部の 4HI地 区で検出した。不整規模は検出部で、東西0.55m以 上、南北0.6m以上、

深さ0.05mを 測る。断面は、逆台形を呈する。埋土は暗青灰色シル ト混粘土である。遺物は出土

していない。
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S K 207

調査区南部の 4・ 5H地区で検出した。南部は調査区外に至る。 S D 204、 S P 242、 S P 243

に切られている。検出部分で東西幅2.3m、 南北幅2.5m、 深さ0.09mを 測る。埋土は暗青灰色シル

ト混粘上である。遺物は出上していない。

溝 (SD)

総数で 9条を検出した。古墳時代前期に比定されるS D201以外については、水田に伴う小溝で

鎌倉時代のもので、本来の構築面は第Ⅵ-2層 (T.P.+4.5m)上 面である。

S D 201

調度区中央をやや西よりに蛇行 しながら南北方向に伸びる。幅0.6～ 1.9m、 深さ0,05～0.15mを

測る。埋土は黄色粗砂混粘上の単一層である。遺物は古墳時代前期に比定される布留式甕の細片

等が極少量出土しているが図化 し得たものはない。

S D 202～ S D 209

水田耕作に関連する鋤溝・畝溝等の小溝である。溝は東西方向が 2条 (S D 208・ S D 209)、 南

北方向が 6条 (S D 202～ S D 207)である。小溝群は南調査区の第 2面で検出されている水田面

に対応する。法量等の詳細は第18表に示 した。

第 18表 第2面 清(SD)一覧表(単位m)

落込み(SO)
S0201

調査区東部 3・ 41J地区で検出した。南北方向に伸びるもので東部は調査区外に至る。検出

部分で南北幅18.3m、 東西幅4.5m、 深さ0。2mを測る。埋土は7.5YR4/2灰褐色細砂混粘上である遺

物は古墳時代中期から飛鳥時代前半に比定される土師器 。須恵器の破片が少量出しているが図化

し得たものはない。遺構の帰属時期は飛鳥時代前半と推定される。

/Jヽ穴(SP)
S P 201～ S P 247

調査区の中央部より西部で検出した。一部の小穴は、建物の柱跡を構成すると思われるが、配

列を確認できたものはない。上面の形状では、円形・精円形がある。規模は径0。 19～ 1.02m、 深さ

0.08～0.3mを測る。埋土は黄褐色礫混粘土及び暗灰色シルト混粘上で、一部の小穴内からは土師

器 (布留式)が極少量出上している。法量等の詳細は第19表に示した。

遺構番号 地  区
全長

(検出長)

幅

(最大)

深 さ 埋 土 出土遺物

S D 202 3・ 4H 0.45 0.02 10GY4/1暗緑灰色粘質土

S D 203 4H

S D 204 4・ 5H 045

S D 205 4H 0.02

S D 206 4・ 51

S D 207 41

S D 208 4H 002

S D 209 411。 I 5.25

― l14-



第 19表 第 2面 小穴(SP)一覧表 (単位m)

遺構番号 地  区 平面形 長径 短径 深 さ 埋上 出土遺物

S P 201 3H 円形 0,35 0.27 013 黄褐色礫混粘土

S P 202 0.35

S P 203 楕円形 050 035

S P 204 不整円形 0.53 009

S P 205 楕円形

S P 206 不整円形 041

S P 207 円形 0.25

S P 208 3H 0.45 008

S P 209 0.32 0.30

S P 210 0.35 025

S P 211

SP 212 楕円形 0.14

S P 213 070

SP 0.30

S P 215 不整円形 07ユ 013

S P 216 円形 0.32

S P 217 不整円形 0.25 0.19

S P 218 4H 円形 032 0,32

SP

S P 220

S P 221

S P 222 楕円形

S P 223 円形

S P 224 045 0,40 019

S P 225 0.35

S P 226 楕円形 0.45

S P 227 不整円形 0,42

S P 228 楕円形

S P 229 0.28 0.14

S P 230 0.35 025

S P 231 円形 055

S P 232

S P 233

S P 234 028

S P 235 楕円形

S P 236 0.35 0.28 0.16

S P 237 048 041 暗灰色シルト混粘土

S P 238 不整円形 0.32 黄褐色礫混粘土

S P 239 円 形 暗灰色シルト混粘土

S P 240 040 0.25 黄褐色礫混粘土

S P 241 024

S P 242 0.25

S P 243 4・ 5H 033

S P 244 5H 0.40 暗灰色シルト混粘土

S P 245 028

S P 246 0.32

S P 247 41 暗灰色シルト混粘土
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。第 3面 〔弥生時代後期〕(第98図、図版四人)

第Ⅶ-2層上面 (T,P.+4.3～ 4.5m)で弥生時代後期の溝 l条 (S D 301)を検出した。南調査区で

検出した第4-1面 に対応する。

S D 301(図版四人)

3～ 5H・ I地区で検出した。検出部分の北部で小さく蛇行するが、ほぼ南北方向に伸びる溝

である。検出部分で幅1.6～2.2m、 深さ0.2mを測る。埋土は上層が5GY4/1暗オリーブ灰色シル ト、

下層が10GY4/1暗緑灰色シルト混粘上で、第V様式の遺物が少量出上している。

・第 4面 〔弥生時代中期後半〕(第99図、図版四九)

第Ⅷ層上面 (T,P.+3.9～ 4.2m)で水田 2筆 (水 田 401・ 水田 402)、 畦畔 1条 (畦畔 401)を 検出し

た。南調査区で検出した第 4-2面に対応する。

水田2筆は畦畔 401に より東西に区画されるもので、東側を水田 401、 西側を水田402と した。

畦畔 401は南南東―北北西に伸びるもので、検出長22.Om、 上面幅0,5～ 1.lm、 基底幅1,0～ 2.2m、

高さ0。4mを 測る。盛土は水田耕作土と同質の上層が盛られているが土壌化が顕著で色調は水田面

より濃い。水田 401は検出部分で東西幅13.5m、 南北幅22.5mを 測る。水田 402は検出部分で東西

幅8.5m、 南北幅20.5mを 測る。水田面の標高は水田 402の南西でT.P.+4.22m、 水田 401の東部で

T,P.+4.05mで東に向かって下がっている。水田 401の 中央東よりの作土層下面で炭化を含む黒色

土中に弥生時代中期後半に比定される第Ⅳ様式の奏片が数点出土していることから、水田構築時

期は弥生時代中期後半以降に推定される。

・第 5面 〔弥生時代中期〕(第 100図、図版五〇)

第X層上面 (T.P.+3.8m)で溝 1条 (S D 501)、 第�層上面 (T,P.+3.6m)で溝 1条 (S D 502)河川

1条 (N R 501)を検出した。南調査区で検出した第 5面に対応する。

溝 (SD)
S D 501(図版五〇)

調査区の東部で検出した。南南西―北北東にやや蛇行 して伸びる溝である。検出長20.Om、 幅

0。7～ 1.4m、 深さ0.4mを測る。埋土は10G4/1暗緑灰色粗砂混粘上である。遺物は弥生時代中期の土

器片が少量出上している。

S D 502(図版五〇)

S D 501の西側に並行に伸びる溝である。検出長22.5m、 幅3.Om、 深さ0.35mを測る。埋土は

上層から5G4/1暗緑灰色粘土、5G6/1緑灰色細砂、5PB2/1青 黒色シル ト混粘土である。遺物は弥

生時代中期の上器片が少量出上している。

ユ可ナ||(NR)

N R 501

調査区の西部で河川の東岸を検出した。検出部分で検出長24.5m、 幅10.5m以上、深さ1.45m以

上を測る。南調査区の第 5面で検出したS D 504の下流にあたる。河川は南調査区では南東―ゴヒ

東方向に伸びていたが、 5区内では概ね北方向に流下している。埋土は細砂・粗砂・シル トの互
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層である。遺物は弥生時代中期の上器片が少量出土 している。

・第 6面 〔弥生時代中期〕(第 101図、図版五一 )

第XⅣ -1層上面(T.P,+3.1～3.2m)で水田 6筆 (水 田 601～水田 606)、 畦畔 7条 (畦畔 601～畦

畔 607)、 溝 1条 (S D 601)を検出した。南調査区で検出した第 6面に対応する。

水田遺構は調査区の中央部以東で検出した。中央部より西部が第 5面で検出した N R 501に よ

り削平を受けているため、本来は調査区全面に広がっていたものと推定される。基本的には南南

西―北北東に伸びる畦畔間を繁ぎ小区画水田とするものである。水田面の標高では、水田 605の

南部が最も低 くT,P。 +3.07m前後で、その他の水田においては基本的には北から南へ向かって僅か

に勾配を持っている。水口は 2箇所で確認されており、水田 604と 水田 605を 繋 ぐ位置に水回 601、

水田 603と 水田 606を繋 ぐ位置に水口 602が設けられている。南調査区で検出した第 6面に対応

する。水田および畦畔等の詳細については、第20・ 21表で示 した。

第20表 第6面 水田一覧表(単位m)

溝 (SD)

S D 601

調査区東側で検出した。畦畔 601の東側に並行して南北方向に伸びる。検出部分で検出長18。5

m、 幅0。4～ 0.6m、 深さ0.4mを 測る。埋土は10G5/1緑灰色シル ト混粘上である。遺物は出土 して

いない。

。第 7面 〔弥生時代中期〕(第 102図、図版五一)

第�-2層 (T.P.+3.lm)の 上面で溝 1条 (S D 701)を 検出した。南調査区で検出した第 7面に対

応する。

遺構番号 地  区 形 状 規模 (東西×南北)

田積 (請 )

()検出値
標 高 (T.P.+) 備考

水田 601 3・ 41J 長方形 45× 165 743 3.19-3.13

水田 602 45× 55 (248) 318-3.16

水田 603 3.8× 6.0 314-311

水田 604 3・ 41 長方形 45× 11.5 315-309

水田 605 35× 60 (210) 308-307

水田 606 2・ 31 2.8× 11.5 (32.2) 312-307

第 21表 第 6面 唯畔一覧表 (単位m)

遺構番号 地  区 検出長 上  幅 基底幅 高 さ 備考

畦畔 601 3～ 51J 01-0.4 05-0.9

畦畔 602 2～ 41 01-0.4 05～ 08

畦畔 603 0,1-0,3 0.3-09

畦畔 604

畦畔 605 41 02-04 0.4-06 0.02

畦畔 606 0.3～ 0.5 0.5-07 002

畦畔 607 41 01～ 03 0.4´-0.6
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記

１

註

註

溝 (SD)
S D 701

調査区東部の 3～ 51・ 」地区で検出した。南西―北東に伸びる。検出部分で検出長22.5m、

幅1.7～2.Om、 深さ0.8mを測る。埋土は2.5Y3/1オ リーブ黒色シルト混粘土、7.5Y3/1オ リーブ黒

色粘上、5G3/1暗緑灰色シルト混粘土、N3/0暗灰色粗砂混粘土、2.5GY3/1暗 オリーブ灰色シル ト

混粘上である。遺物は出上していない。南調査区の第 7面で検出したS D 705に対応するものと

考えられる。

・第 8面 〔弥生時代前期〕(第 103図、図版五一)

第�-2層上面 (T.P.+2.8～3.Om)で小穴 1個 (S P 801)を 検出した。南調査区で検出した第 7

面に対応する。

/Jヽ 穴(SP)
S P 801

31地区で検出した。平面形状は円形で径0.6m、 深さ0。3mを測る。埋土はN3/0暗灰色シル ト混

粘土、5YR7/1明褐灰色粘土、10YR2/1黒色細砂混粘土である。遺物は出土していない。南調査区

の第 7面に対応する。

泉森 較 1973「第4章 池ノ内古墳群の遺物と遺跡に関する考察 第 2節石製品」『磐余・池ノ内古墳
群』奈良県史跡名勝記念物調査報告 第28冊 奈良県教育委員会
本例は泉森 咬氏分類の第 2形式 (平根腸決式)に分類される。
申敬激・金宰祐 2000「金海大成洞古墳群Ⅱ」『慶星大学博物館 研究叢書 第 7輯』慶星大学博物館
第13号墳の主郁から出土したうちの4点 (図面10-11～ 13、 図面11-5)である。石材は緑色凝灰岩製のも
ので、日本から持ち込まれた倭系遺物とされている。時期的には、 4世紀第 2四半世紀とされている。
平野吾郎・山田成洋・伊藤律子 1991「 ,II合遺跡遺物編 2 平成 2年度静清バイパス(,II合 地区)埋蔵文
化財発掘調査報告書 (石製品 。金属製品図版編)」 『静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告 第32集』(財)静
岡県埋蔵文化財調査研究所

第123図 (138)。 石材は暗緑色凝灰岩。時期は古墳時代初頭に比定されている。
註 4 高谷幸美 1985「第 6節 美園遺跡出土のS字状浮文土器について」『美園』(財)大阪文化財センター

参考文献

弥生土器
・小林行雄 。佐原 真 1964[紫雲出』詫間町文化財保護委員会
・寺沢 薫・森井貞夫 1989「 2各地域の様式編年 1河内地域」『弥生土器の様式と編年 近畿編 I』 木耳社
。原田昌則 2003「第 5章 遺構・遺物の検討 第 1節 中 。南河内地域における弥生時代後期後半～古墳時
代初頭前半 (庄内式古相)の 土器の細分試案について」『久宝寺遺跡第29次発掘調査報告書一大阪竜華都市拠点
地区竜華東西線 4工区に伴う』(財)八尾市文化財調査研究会報告74(財 )人尾市文化財調査研究会 本文中の
上器分類で 〔 〕で示 したものがそれにあたる。

古式上師器
・原田昌則 1993「第 5章  まとめ 3)中河内地域における庄内式から布留式土器の編年試案」『Ⅱ久宝寺遺

跡 (第 1次調査)』 (財)八尾市文化財調査研究会報告37 本文中の土器分類で( )で示したものがそれにあたる。
須恵器
。田辺昭三 1966『陶邑古窯址群 I』 平安学園考古学クラブ
・田辺昭三 1981 F須恵器大成』角川書店

註 2

註 3
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古偽の上師器
・余良国立文化財研究所 10お 「飛鳥・藤原宮発掘調査報告lJ奈良目立文化財研劣所挙報鬱冊
・古代の土師器研差会編 1992「古rtの土器I 都城の:土器集成」

・古代の上師器研究会編 1998「昔代の上器互 都城の土器集成」
条里関係
・棚橋和光 1982「八尾の条塁―創J「入尾市紅要 第6号』八尾市鬼編さん室

近世井戸
・打内一治 19921 F置 .逓世齢 井戸試者J「関西近世考古学研究Ш―』1関西近世考古学研究会
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第 4章 自然科学的分析

大竹西遺跡第 1次発掘調査における花粉・珪藻分析

総合科学株式会社

lH調査概要

1-1.は じめに

大竹西遺跡は人尾市北西部の大竹・西高安町 。上尾町にあたり、生駒山地西麓の扇状地先端部

から河内平野に拡がる縄文時代から室町時代にかけての複合遺跡である(第 1図 )。 平成 2年度の

発掘調査結果によると、調査区で確認されている堆積層は20層 に大別できている。この堆積層は

出土遺物から縄文から弥生時代前期の墓域を中心とした遺構と、弥生時代中期から鎌倉時代の水

田遺構と決水堆積物から構成されている。

今回の花粉・珪藻分析は、堆積土中に含まれる花粉・胞子化石と、珪藻化石の組成を調べるこ

とによって、堆積当時の埴生 。気候、農耕の変遷や堆積環境といった古環境の復原を目的として

実施した。

1-2.分 析内容及び数量

分析試料一覧を第 1表に、試料採取位置及柱状図を第 2図に示した。

分析は、第 4区・ 9g、 第 2区・18h、 第 1～4区、ll点 第 3区・ 7eの 4地点で採取された試料

を用いて実施した。分析数量は次のとおりである。

分析項目 数 量

花粉分析 40点

珪藻分析 40ょI

2日 花粉分析

2-1日 試料

試料は、第 1表及び第 2図に示すとおりである。

2-2.分 析方法

試料の処理は、すべて次の順序で行った。

(1)採取した試料の汚染部分を除去し試料の粒度によって適量をとりだす。

(2)水酸化カリウム溶液を分散剤として加え、低速のホモジナイザーを用いて試料の泥化

分散処理を行う。
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第 1図 大竹西遺跡位置図

出典)土質工学会関西支部・関西地質調査業協会 (1987)微地形区州� 新編汰販地盤図
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TP,+5m

TP,+3m

〔第1～ 1区・Hf蜘
〔第2区 。18hm

〔第1～ 1区・lif蜘 〔第9区・ 7e地趙

凡  例

● :,Al l触

Eコ :砂層

匝コ :砂質土層

匿コ :格質土脳

Eヨ  :ン ルト層

目   :i生土』日

■■ :黒色港土層

第 2図 試料採取位置及び柱状図
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第 1表 分析試料

試料No 地 区 遺構/断面 層名 時代

l 第 4区 ・ 9g SK-21 4 暗褐色粘質シルト 古墳

2 第 2区・18h 大畦畔 南側断面 1 暗茶灰色砂礫混粘質土

推
ｍ

3 2 茶灰色砂礫混粘質土

3 黒褐色砂礫混粘質土

5 4 灰黒色砂礫混粘質土

第 1～ 4区 1lf トレンチ北壁 (東区) l11 青灰色粘土 (10BG5/1)

ク 3黄 橙色微混粘質土

4灰色シル ト

5灰色粘土

古墳ク 6橙 色微砂混粘質土

ク 7暗 灰色礫混粘質土

8灰色粘質シルト

弥生

ク 10灰色微砂混粘質土

17 ク 12灰オリーブ色粘土

ク 13黒色粘土

ク 14黒色礫混粘土

ク 15黒色微砂質土

ク 16暗オリーブ灰色微砂質土 縄文

第 1～ 4区 1lf 下層確認 トレンチ北壁 (東区)
ク 17オ リーブ灰色シル ト

縄文

ク 18オ リーブ灰色粘質シルト

ク 19灰色粘土

ク 20灰 白色微砂～細砂

21暗茶灰色粘土

ク 22黒色粘土

ク 23黒色～オリーブ灰色粘土

24緑黒色粘土

ク 25明 オリーブ灰色粘土

ク 26灰黒色微砂

27灰黒色粘土

第 3区 7e 下層確認 トレンチ北壁 (東区) 7e l暗 オリーブ灰色細砂質土

縄 文

2オ リーブ灰色シルト混粘質土

3暗灰色粘土

ク 4暗 緑灰色粘土

ク 5黒 色粘土

6灰黒色粘土

ク 7明 緑灰色微砂混粘質土

ク 8淡 灰色微砂混粘土

ク 9淡 緑灰色シルト～細砂

10黒灰色粘土

ク 11灰色粘土
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(3)細粒物質の除去をおこなう。 5μ mの マイクロフィルターを使用 して粒径処理を確実に

する。

(4)大型時計皿とアスピレータで攪拌しつつ微化石を濃縮する。

(5)比重1.6～ 1.9の重液中で遠心分離し、植物質を濃縮する。

(6)アセ トリシス処理により脱水を行うと共にセルロース分を溶解・除去する。

(7)遠心分離機により水洗し、水溶性物質を溶解・除去する。

(8)グ リセリンゼリーと混合してプレパラー トを作成する。

(9)検鏡は800～ 1000倍 の生物顕微鏡で、 1試料に付き木本花粉200個体をめどに同定、計数

を行った。

2-3.分 析結果

花粉分析結果を第 2表に、花粉ダイアグラムを第 3図 に示した。花粉ダイアグラムは木本花粉

の数を基数として、百分率で表した。木本花粉が200個体に満たない点については出現個体数で表

した。

比 6を除く全ての試料に花粉化石が含まれていたが、配 1・ 3・ 8。 9。 10。 21・ 33の試料の

花粉含有数はきわめて少なく、配 2・ 4・ 5・ ll・ 12・ 22・ 24・ 25の試料の花粉含有は少ない。

なお、シダ胞子は全ての試料に含まれていた。

花粉 。胞子は、全体で48種類が確認された。 1試料の含有数が30%を 占めるものを優占種とし、

それに植生や農耕などを推定する上で注意すべき種類を加えて記載した。試料採取点毎の特徴は

次のとおりである。

第 4区・ 9g SK-21(hl)
hlの含有花粉は極めて少なく、木本花粉でアカガシ亜属 (C/cF9わ覆盟叩 誌 )、 草本花粉でイ

ネ科 ((物盟れ鶴c)、 タデ属(Perdca五2)がわずか含まれている。シダ胞子は多量に含まれている。

第 2区・18h 大畦畔 南端壁面(h2～ 5)

恥 2の含有花粉は極めて少ない。木本花粉で常緑針葉樹のマツ属 (Я力ys)、 モミ属 (ス肋阿s)ス

ギ属 ((身/p滋阿cttes)が含まれている。草本花粉ではイネ科、ヨモギ属似 FJiFem�かがわずかに含

まれている。シダ胞子は多量に含まれている。

h3の 含有花粉は極めて少ない。木本花粉でスギ属、草本花粉でヨモギ属以外のキク科

(Campositae)が わずかに含まれている。シダ胞子の含有も少ない。

血 4の含有花粉は少ない。木本花粉でマツ属などの常緑針葉樹が優占している、草本花粉では

イネ科が優占している。シダ胞子は多量に含まれており、水生植物のミズワラビ属(Ceη幼

"etts)も含まれている。

血 5の含有花粉は少ない。木本花粉で常緑広葉樹のアカガシ亜属、シイノキ属(働s協コ9p益 )

が優占している。草本花粉ではイネ科、ヨモギ属が優占している。シダ胞子は多量に含まれてお

り、水生植物のミズワラビ属も含まれている。
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第 1～ 4区・1l f トレンチ北壁 (東区)(比 6、 8～ 13、 15、 17～21)

配 6は木本花粉、草本花粉とも含まれていないが、シダ胞子は多量に含まれている。

比 8の含有花粉は極めて少ない。木本花粉でヤマモモ属 (Myrica)、 草本花粉ではイネ科がわず

かに含まれている。シダ胞子は多量に含まれている。

恥 9の含有花粉は極めて少ない。木本花粉でスギ属が優占している。草本花粉ではイネ料だけ

が含まれている。シダ胞子は多量に含まれている。

h10の含有花粉は極めて少ない。木本花粉でスギ属が優占している。草本花粉ではイネ科だけ

が含まれている。シダ胞子は多量に含まれており、水生植物のミズワラビ属も含まれている。

恥llの含有花粉は少ない。木本花粉でアカガシ亜属、シイノキ属、コナラ属 (Qyercy)な どの

常緑広葉樹が優占している。草本花粉ではヨモギ属が優占している。シダ胞子は多量に含まれて

いる。

比12の含有花粉は少ない。木本花粉でツガ属 (T側解 )、 アカガシ亜属が比較的多 く含まれてい

る。草本花粉ではイネ科、ヨモギ属が優占している。シダ胞子は多量に含まれており、水生植物

のミズワラビ属も含まれている。

h13の含有花粉は多い。木本花粉でアカガシ亜属が優占し、次いでツガ属、スギ属、シイノキ

属、コナラ亜属が比較的多 く含まれている。草本花粉ではイネ科、ヨモギ属が優占している。シ

グ胞子は多量に含まれており、水生植物のミズワラヒ属も含まれている。

h15の含有花粉は多い。木本花粉でアカガシ亜属などの常緑広葉樹が優占している。草本花粉

の含有は少ないが、イネ科、ヨモギ属が含まれている。シダ胞子は多量に含まれており、水生植

物のミズワラヒ属も含まれている。

h17の含有花粉は多い。木本花粉でアカガシ亜属が優占しており、他にマツ属、ツガ属などの

常緑針葉樹が比較的多 く含まれている。草本花粉はイネ科が優占しており、他に農耕植物のアブ

ラナ科も含まれている。シダ胞子は多量に含まれており、水生植物のミズワラビ属も含まれてい

る。

配18の含有花粉は多い。木本花粉でアカガシ亜属、ツガ属が優占している。草本花粉はイネ科

が優占しており、他にカヤツリグサ科 (Cyperaceae)、 ヨモギ属も比較的多 く含まれている。シダ

胞子は多量に含まれており、水生植物のミズワラビ属も含まれている。

比19の含有花粉は多い。木本花粉でアカガシ亜属、スギ属が優占している。草本花粉はイネ科

が優占しており、他に水田雑車のセリ科 (Umbellifereae)、 農耕植物のアブラナ科も含まれている。

シダ胞子は多量に含まれており、水生植物のミズワラビ属も含まれている。

h20の含有花粉は多い。木本花粉でアカガシ亜属、マツ属が優占している。草本花粉はヨモギ

属、イネ科が優占している。シダ胞子は多量に含まれている。

h2との含有花粉は極めて少ない。木本花粉で低木のモチノキ属 (】βx)、 草本花粉でヨモギ属以

外のキク科が含まれている。

第 1～ 4区・1lf 下層確認 トレンチ北壁 (東区)(h22～ 32)

配22の含有花粉は少ない。木本花粉ではモミ属、ツガ属、アカガシ亜属、ヤマモモ属が含まれ

ている。草本花粉ではヨモギ属だけが含まれている。シダ胞子は多量に含まれている。
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醜23の含有花粉は多い。木本花粉で常緑広葉樹のアカガシ亜属が優占しており、次いで常緑針

葉樹のモミ属、ツガ属が多 く含まれている。草本花粉はイネ料、タデ属が含まれている。シダ胞

子は多量に含まれている。

L24の含有花粉は少ない。木本花粉ではアカガシ亜属、スギ属が多 く含まれている。草本花粉

ではイネ科だけが含まれている。シダ胞子は多量に含まれている。

h25の含有花粉は少ない。木本花粉ではマツ属、アカガシ亜属が多 く含まれている。草本花粉

ではイネ科、ヨモギ属が含まれている。シダ胞子の含有も少ない。

h26の含有花粉は多い。木本花粉で常緑広葉樹のアカガシ亜属が優占しており、次いで常緑針

葉樹のマツ属、モミ属、ツガ属が多 く含まれている。また、エノキ属(Celis)な ど落葉広葉樹 も

含まれている。草本花粉はイネ科、水田雑草のセリ科が比較的多 く含まれている。シダ胞子は多

量に含まれており、水生植物のミズワラビ属も含まれている。

配27の含有花粉は多い。木本花粉でアカガシ亜属が優占しており、次いでマツ属、モミ属、ス

ギ属が多 く含まれている。草本花粉はイネ科、ヨモギ属が優占している。シダ胞子の含有はやや

少ない。

配28の含有花粉は多い。木本花粉でアカガシ亜属が優占しており、次いでマツ属、モミ属、が

多 く含まれている。また、落葉広葉樹のケヤキ属 (Zeとka麗 )、 ハンノキ属似F4ys)な ども含まれ

ている。草本花粉はイネ科、カヤツリグサ属が優占している。シダ胞子の含有はやや少ない。

h29の含有花粉は多い。木本花粉でアカガシ亜属が優占しており、次いでツガ属、モミ属、ケ

ヤキ属 (Zelka麗 )が多 く含まれている。草本花粉はイネ科、カヤツリグサ属が優占している。シ

ダ胞子の含有はやや少ない。水生植物のミズワラビ属も含まれている。

血30の含有花粉は多い。木本花粉ではアカガシ亜属が全木本花粉の75%を 占め、次いでモミ属、

コナラ亜属が多 く含まれている。草本花粉はイネ科が優占している。シダ胞子は多く含まれてい

る。

h31の含有花粉は多い。木本花粉ではアカガシ亜属が非常に優占し、次いでモミ属、ツガ属が

多 く含まれている。草本花粉はイネ科が優占してお り、湿地性のガマ属 (T/ph2)、 ミクリ属

(働γ解コカコ )も 含まれている。シダ胞子は多量に含まれており、水生植物のミズワラビ属 も含

まれている。

h32の含有花粉は多い。木本花粉ではアカガシ亜属が非常に優占し、次いでコナラ亜属が多 く

含まれている。草本花粉は湿地性のガマ属が優占している。シダ胞子の含有はやや少ない。

第 3区 。7e 下層確認 トレンチ北壁 (西区)(h33～42)

配33の含有花粉はきわめて少ないも木本花粉ではッガ属、アカガシ亜属、コナラ亜属が含まれ

ている。草本花粉ではヨモギ属のみ含まれている。シダ胞子の含有も少ない。

陥34の含有花粉は多い。木本花粉で常禄広葉樹のアカガシ亜属が優占しており、次いで常緑針

葉樹のモミ属、マツ属が多く含まれている。草本花粉はヨモギ属、イネ科が優占している。シダ

胞子は多量に含まれている。

地35の含有花粉は多い。木本花粉ではアカガシ亜属が優占しており、次いでマツ属、モミ属、

ツガ属、常緑落葉樹のハンノキ属、ケヤキ属が多 く含まれている。草本花粉はイネ科が優占して
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第 2表 花粉分析結果 (1)

分 類 群

試料番号 第 2区・18G 第 1～ 4区・■ f

12345 6   8   9  10  11  12  13  15  17  18  19  20  21

常
緑
針
葉
樹

Pinus(マ ツ属)

Abies(モ ミ属)

Tsuga(ツ ガ属)

Cryptomeria(ス ギ属)

Podocarpus(マ キ属)

SciadopiⅢs(コ ウヤマキ属)

Other ConiFer(そ の他の針葉樹)

1    1    ‐   2  11    1  22  16  10  10

-― -2918164‐
―    ―    ‐   5  16   2  25  28   4   6

4   2   2   1   16   9  11   2  18    -

―    ―    ―    ‐  11   4  12  10   8   2

常
緑
広
葉
村

Cycbbalanopsis(ア カガシ亜属)

Castanopsis(シ イノキ属)

Myrica(ヤ マモモ属)

Sympbcos(ハ イノキ属)

Malotus(ア カメガシワ属)

Fagus(ブ ナ属)

QuerCus(コ ナラ亜属)

４

１１

５

．

．

Ю

・０

４

３

２

６９

・６

９
々
　

．
　

一

3   2  15  12   8   2   4   4

落

葉

広

葉

樹

Ainus(ハ ンノキ属)

Betula(カ バノキ属)

Carpinus(ク マシデ属)

Carpinus tschoroskit(イ ヌシデ)

Celtis(エ ノキ属)

Zelkova(ケ ヤキ属)

Fraximus(ト リネコ属)

Pterocarya(サ ワグルミ属)

1-333112‐ 2

-― ‐ ― -23‐ 2

-― ‐ ‐ 11-‐ ―

― ― ‐ ― -11‐ ―

‐ ― ― ― -31‐ ―

低

木

Acer(カ エデ属)

■ex(モ チノキ属)

Ericaceae(ツ ツジ科)

1 4 1

第 2表 花粉分析結果 (2)

分 類 群

試料番号 第 2区・18G 第 1～ 4区・11{

12345 6   8   9  10  11  12  13  15  17  18  19  20  2]

草

本

Gramineae(イ ネ科)

Cyperace般 (カ ヤツリグサ科)

Typha(ガマ属)

Sparga� um(ミ クリ属)

Sagit伍�a(オ モダカ属)

Chenopoditteac(ア カザ科)

Caryophy■ aceae(ナ デシヨ科)

Umbdliferae(セ リ科)

Cruclferae(ア プラナ科)

Nuphar(コ ウホネ属)

Thalictrum(カ ラマツソウ属)

Oher Ranunculaceac(そ の他のキンポウゲ科)

Persicaria(タ デ属)

Acinostemma(ゴキツル属)

Impatens(ツ リフネソウ属)

Sanguisorda(ワ レモコウ属)

Artemisia(ヨ モギ属)

Other Compodtac(そ の他のキク属)

2   5   2  23  15 2   3    1   2   6  28   6  81  22  78  86

-    ―    -   1   1   3   5  18  10   2   4

-    ‐    ―    ‐    -   3    -   2    ‐   ‐    ―

‐    ‐    ―    ―    -   2    -    ‐    ‐   ―    ―

‐    ‐    ―    ―    ―    ‐   1   10   3  12    -

‐    ―    ―    ―    ‐   2    ‐    ‐    -   2    ‐

―    ―    ―    ‐    ―    ‐    ‐  35   6   4    -

―    ―    ‐    ‐    ―    ―    -   3    ‐    ―    ―

―    ―    ‐    ‐   -   5    -  10   3    -    ―

‐    ‐    ―    ―    ―    ‐    -   1    ‐   ―    ―

10   6  12   8  10   9 106 114    ‐

‐ 12--1461

シ
ダ

胞

子

Lycopodium serratum(ト ウゲシバ)

Ceralopteris(ミ ズワラビ属)

PyrЮsia(ヒ トツバ属)

Other monolete type(そ の他の単条型)

Oher trilete type(そ の他の三条型)

1

175  80  27 103 103

118 102  14 140  92

‐   ―   ―   ‐   -  1  -  ‐   ‐   ‐   ―   ―   ―

‐ ― -1-4219163-1
-― ― ― ― ‐ 4424‐ ― ―

31  140 149 114 152 252 190 209 194 111 310 422  12

16 147 151  166  93 208 113 116 121 108  96  66  19

木 本 花 粉 数 6  14   1  17  22 1    7   4  21  21 170 136 50 116  66  36   ユ

草 本 花 粉 数 4  13   3  30  30 2 3    1   13  14  57  20 70  54 208 160   1

シ ダ 胞 子 数 293 182  41 270 197 47 287 300 281 245 465 309 330 326 239 409 488  32

合  計 303 209  45 317 249 47 290 310 286 279 500 536 486 646 409 683 684  34
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第 2表 花粉分析結果 (3)

試料番号
分 類 群

第 1～ 4区・1l f区 第 3区・ 7e

22  23  24  25  26  27  28  29  30  31  3乏 33  34  35  36  37  38  39  40  41  42  43

常
緑

針

葉

村

Hnus(マ ツ属 )

Abies(モ ミ属 )

Tsuga(ツ ガ属 )

Cryptomeria(ス ギ属)

Podocarpus(マ キ属 )

Sciadopitys(コ ウヤマキ属)

Oher Conifer(そ の他の針棄樹 )

-   9   2   9  26  21  12   5   5   6   3

3  14   3   3  19  21  18  10  16  19   5

4  12   2    -  20   3   9  12   7  14   2

-16372161‐ 31
‐ ― ‐ ‐ 3131‐ 1‐

‐   1   3   2

-  14  32  14  58  10   -   1   2   3   7

-  18  16  64  32   9   1   1   5   8   7

1   6  16  34   6   2   -   1   2   2   2

-48464155252-
― -68‐ 1-‐ ― ‐ 1

-― -4‐ 2-‐ ‐ -1
‐   2   -   8  32  12   3   -   2   2   3

常

緑

広

葉

樹

Cycbbalanopsね (ア カガシ亜属)

Castanopsis(シ イノキ属)

Myttca(ヤ マモモ属)

Symplocos(ハ イノキ属)

Malotts(ア カメガシワ属)

Fagus(ブ ナ属)

Quercus(ヨ ナラ亜属)

2 122   9   4  39  34  77  71 130 121 282

‐   6    ‐   1    ‐   3   1    ‐    ‐   -   8

132‐ 1-24‐ 23

―  ―  ―  ‐  ‐  ‐
 1

3   6   8   6   9   6  37

l 148 138  86  46 216 113 203 218 362 301

--4‐ -95-222
-210‐ -1‐ 2213
‐ ― ― ‐ ‐ ― -11-1
‐ 2-2-― ___-3
--2--2‐ ― -11
1  14   8  14   8  19   9   8  40  42  37

落

葉

広

葉

樹

Ainus(ハ ンノキ属)

Betula(カバノキ属)

Carpinus(ク マシデ属)

Carpinus tsclloroskii(イ ヌンデ)

Celtis(エ ノキ属)

Zelkowa(ケ ヤキ属)

Fraximus(ト リネコ属)

Pterocarya(サ ワグルミ属)

3-‐ 2-75112
-― ‐ 1-― ― ― ‐ ―

‐ ― -1121-15
‐ ― -2‐ ― ‐ 122
‐ 1111-12313
11‐ 549722-

216442-3‐ 22
-― ‐ ― -1‐ ‐ ‐ ―

242-2-― ‐ 16
‐   ‐   ―   -   1   1   2   -   1  10

2  12  20   -   4   1   3   2   7  17

26625-1-121

低

木

Acer(カ エデ属)

■ex(モ チノキ属)

Ericaceac(ツ ツジ科)

I

l

1

1

]

2

―

―

Ｉ

Ｌ

第 2表 花粉分析結果(4)

群類分

試料番号 第 1～ 4区・■f 第 3区・ 7e

22  23  24  25  26  27  28  29  30  31  32 33  34  35  36  37  38  39  40  41  42  43

草

本

Gramineac(イ ネ科)

Cyperaceac(カ ヤツリグサ科)

Typha(ガマ属)

Sparganium(ミ クリ属)

Sagit協�a(オ モダカ属)

Chenopodaceae(ア カザ科)

Caryophyよ aceae(ナ デシヨ科)

Umbettrae(セ リ科)

Cruciferae(アブラナ科)

Nuphar(コ ウホネ属)

Th�ctrum(カ ラマツソウ属)

Oher Ranuncdaceac(そ の他のキンボウ州

Persicaria(タ デ属)

Acinostemma(ゴキツル属)

Impaiens(ツ リフネソウ属)

Sanぞuisorda(ワ レモコウ属)

Artemisia(ヨ モギ属)

Other Compositae(その他のキク属)

-   4   1   1   9  23  46  14   7  12   2

-   ‐    ‐   ‐   -  12  20   4   3   7   4

-   ―   ―   ‐   ―   ―   ―    -   1   5   8

5

1 1   3    -   ―

3432

-   2   -   ‐

―    ‐    -   1

1   ‐    ‐    ‐

lユ

‐ 3--4173232
‐ ― ― -25‐ 1-‐ ―

‐ ‐ ― ‐ ‐ ‐
1‐ ― ‐ ―

― ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ― ― ― ‐ 1

1   -   ―   ‐   7  20   7   4   4   7   1

-― -1-7--222

4  20  68 112   9   2   4   3  20  31

-   4   4  24  13   -   4   2   1   ‐

-28-6-2212
‐ ― ― -1-― ― ‐ ‐

―   -   2   1   ‐   ‐   ―   ―   ‐

‐   ―   ‐   ―   ―   ‐   1   -   ‐

2   -   ‐   ―   _   _   ‐   ―   ‐

214-921121
‐ ― ― ‐ 1‐ ‐ ‐ ‐

‐  ―  ‐ ― ― ‐  ‐ ‐ 1  ‐ ―

1   6  12   -  10  11   4   5   9   2   3

‐ 2-― -11211-

ン
ダ

胞

子

Lycopodium serrttum(ト ウゲシバ
)

Ceratopte�s(ミ ズワラビ属)

Pyrrosia(ヒ トツバ属)

Other monolett type(そ の他の単条型)

Oher trlete type(そ の他の三条型)

1 l

‐   ‐   =   -   2   -   ‐   1   ‐   4   2

5   ‐  10   -   1   -   ―   ―   ‐   ―   ―

195 120 289   3 855  57  46 207 187 256  78

115  54 179   1 447  15  27 151 122 156  32

‐   1   4   -   ―   ‐   ―   ‐   1   -   ―

‐   ‐   -   6   -   6   -   ‐   1   -   ―

-326-― ‐ ‐ ― ‐ ‐

135 304 586 454  32  33  77  62  82  34  46

90 158 304 284  18   7  59  25  35   9   9

木 本 花 粉 数 10 183  26  21 143 116 156 128 178 181 355 3 220 280 272 254 312 139 229 281 437 425

草 本 花 粉 数 71 1   2  39  73  90  32  22  39  21 1  14  42  94 148  51  10  18  20  27  38

シ ダ 胞 子 数 315 174 479   4 1305  72  73 360 309 416 112 255 466 896 750  50  46 136  87 119  43  55

合  計 326 364 506  27 1344 261 319 520 509 636 438 229 700 1218 1116 452 409 285 334 420 507 518

-131-
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いる。シタ胞子は多量に含まれている。

h36の含有花粉は多い。木本花粉ではアカガシ亜属、モミ属、ツガ属、ケヤキ属の順に多く含

まれている。草本花粉ではイネ科が優占しており、湿地性のガマ属も含まれている。シダ胞子は

多量に含まれており、水生植物のミズワラビ属も含まれている。

陥37の含有花粉は多い。木本花粉でスギ属、マツ属などの常緑針葉樹が優占している。次いで

常緑広葉樹のアカガシ亜属が多く含まれている。草本花粉はイネ科が優占している。シダ胞子の

含有はやや少ない。

醜38の含有花粉は多い。木本花粉でアカガシ亜属が優占しているが、スギ属など常緑針葉樹も

多く含まれている。草本花粉はカヤツリグサ科、イネ科、ヨモギ属の順に多く、湿地性のガマ属

も含まれている。シダ胞子の含有はやや少ない。水生植物のミズワラビ属も含まれている。

陥39の含有花粉は多い。木本花粉ではアカガシ亜属が全木本花粉の81%を 占め、次いでコナラ

亜属が多 く含まれている。草本花粉ではイネ科が少なく、ヨモギ属が優占している。シダ胞子は

多量に含まれている。

h40の含有花粉は多い。木本花粉ではアカガシ亜属が全木本花粉の89%を 占め、次いでコナラ

亜属が含まれている。草本花粉はヨモギ属、イネ科、カヤツリグサ科が含まれている。シダ胞子

は多量に含まれている。

h41の含有花粉は多い。木本花粉ではアカガシ亜属が非常に優占し、次いでコナラ亜属が多く

含まれている。草本花粉はヨモギ属、イネ科、カヤツリグサ料、ガマ属が含まれている。シダ胞

子は多量に含まれている。水生植物のミズワラビ属も含まれている。

血42の含有花粉は多い。木本花粉ではアカガシ亜属が非常に優占し、次いでコナラ亜属が多く

含まれている。草本花粉はイネ科が優占している。シダ胞子の含有はやや少ない。

醜43の含有花粉は多い。木本花粉ではアカガシ亜属が非常に優占し、次いでコナラ亜属が多く

含まれている。また、ケヤキ属、エノキ属などの落葉広葉樹も比較的多く含まれている。イネ料

が優占している。シダ胞子の含有はやや少ない。

2-4.考 察

(1)植生及び農耕の変遷

花粉分帯を第 4図に示した。花粉分帯は花粉化石の出現状況の変化、組成の変化などから植生

及び農桝の変遷を考えるためにブーン分けし、 3つの花粉帯に分けた。各々の珪藻帯の特徴を下

位から順に述べる。

PⅢ帯 (比29～ 32、 配39～43)

木本花粉でアカガシ亜属が優勢で、マツ属、モミ属、ツガ属など針葉樹が少ないことから、遺

跡周辺の植生は人間による森林破壊が行われる以前の極相林であったと考えられる。草本花粉は

少なく、イネ科、ヨモギ属、ガマ属が含まれること、シダ胞子で水生植物のミズワラビ属が含ま

れることなどから、水辺の湿地と草地が共有している土地環境が推定される。

―-134-―
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PⅡ 帯 (陥13～ 28、 配32～ 38)

全体の植生としての変化はないが、花粉の出現状況の変化から3つ の亜帯に分けた。

PI― c帯 (配26～ 28、 配34～ 38)

木本花粉でアカガシ亜属が優勢であるが、マツ属、モミ属、ツガ属など針葉樹 も多 く含まれて

いることから、退跡周辺で人間による森林破壊が行われ始めたと考えられる。草本花粉は農耕の

存在を直接示すようなイネ属やソバ属は含まれていないものの、イネ科やシダ胞子で水生植物の

ミズワラビ属が含まれることは、間接的であるが農耕活動を示していると考えられる。

PI― b帯 (比21～ 25、 配32)

花粉含有量が少ない。とくに試料酌21と 配25ではシダ胞子もかなり少ない。これは、砂質の堆

積物であるため、花粉が分解消失したものと考えられる。このため、当時の植生や農耕状況を推

定することは難しい。

PI― a帯 (比13～ 20)

木本花粉でアカガシ亜属が最も多く、ついでマツ属、モミ属、ツガ属など針葉樹やシイノキ属、

コナラ亜属など広葉樹も比較的多く含まれていることから、常緑広葉樹林に針葉樹が加わった暖

温帯林が成立していたことを示している。草本花粉ではイネ科の他にカヤツリグサ科、ヨモギ属

なども比較的多く含まれることから、周辺に草地が拡がっていたと考えられる。

PI帯 (比 1～ 12)

花粉の含有量も少なく、種類数も少ない。木本花粉ではマツ属、スギ属、アカガシ亜属が多く

含まれていることから、当時の植生は常緑広葉樹林に針葉樹が加わった森林であったと考えられ

る。草本花粉ではイネ科が含まれることから農耕の可能性も考えられる。また、シダ胞子が多量

に含まれることは、シダ植物が生育するのに適した温暖湿潤な環境であったと推定できる。ただ、

花粉の含有が少ないにもかかわらず、シダ胞子が多量に存在するのは、花粉が分解消失するよう

な堆積環境 (例 えば、農耕などによって紫外線にさらされる)下でも、胞子は残存することを示す

ものと考えられる。

(2)既存資料との対比

大阪平野全然との対比

前田(1984)は 、大阪湾岸を含めた大阪平野の花粉分析結果 (前田 ;1976,1977,安 田 ;1978)を

基にして完新世 (後氷期)の植生変遷を次の4つ の花粉帯に区分している。

①落葉樹林時代 I期 コナラ林 (約 10,000～ 8,000年 前)

②落葉樹林時代Ⅱ期 コナラ 。エノキームクノキ林 (約8,000～ 6,500年 前)

③照葉樹林時代 I期 カシ・シイ・マツ・スギ林 (約 6,500～ 2,000年 前)

③照葉樹林時代Ⅱ期 ヤシ・シイ・マツ・スギ林 (約 2,000～ 現在)

今回の花粉分析結果と前田(1984)の 区分とを比較すると、花粉帯PI、 PⅡ はマツ属とイネ科が

増加しているという特徴から照葉樹林時代Ⅱ期に、花粉帯PⅢ はアカガシ亜属を基調としている

という特徴から照葉樹林時代 I期 にそれぞれ対比できる。
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池島遺跡との対比

池島遺跡 (1990)の 分析結果と比鮫すると、木本花粉の出現状況からみた植生の変遷はよく一致

しているが、草本花粉の含有量および種類とも少ない。これは、池島遺跡周辺では弥生時代中期

以降にイネ科が急増し、さらに、古墳時代以降にはイネ科のほかにワタ、ゾバ、ゴマ、ナタネな

どの農耕植物の花粉が含まれており、この地域で集約的な農耕が営まれていたことが推定されて

いるが、大竹西遺跡付近ではこのような農耕は営まれていなかったと考えられる。

3.珪藻分析

3-lH試 料

試料は、第 1表及び第 2図に示すとおりである。

3-2.分 析方法

試料の処理は、すべて次の順序で行った。

(1)採取した試料を乾燥させ、その乾燥試料から約 2gを とる。

(2)乾燥試料を過酸化水素で泥化させる。

(3)泥化した試料に蒸留水をくわえて攪拌 し、そののちに粒子を完全に沈澱させて上澄み波

をすてる。これを数回くりかえす。

(4)上の処理の終了した試料について蒸留水をくわえて200ccに し、十分に攪拌 したのち、約

10秒放置して粗粒な粒子を沈澱させ、上澄み液を50cc採取する。

(5)採取した上澄み液に、蒸留水を加えて200ccと し、それを十分攪拌 したのち、0.5ccを ス

ライドグラスにとり、乾燥させてからカバーグラスで封入し、プレパラー トを作成する。

(6)検鏡は100o倍の生物顕微鏡で、 1試料につき珪藻遺骸200個体をめどに同定・計数を行っ

た。

3-3日 分析結果

珪藻分析結果を第 3表に、群集百分比グラフを第 5図に示した。群集百分比グラフは、塩分変

化に着目して淡水生種、淡水―汽水生種、汽水生種、汽水―海水生種、海水生種の 5群に分類 し、

その占める割合として示した。

配llを 除くすべての試料に珪藻化石が含まれていたが、hl・ 6。 8・ 9。 20・ 25'33の試料

の含有殻数はきわめて少なく、血 2・ 3・ 10。 19・ 21・ 22・ 23・ 24。 34の試料の含有殻数は少な

しヽ。

珪藻化石は、全体で39属210種 (未定種を含む)が識別された。 1試料の含有殻数の30%以上をし

める種類を優占種、30～ 10%程度含まれている種類を特徴種とし、それに堆積環境を推定するう

えで注意するべき種を加えて記載した。試料採取地点毎の特徴は次のとおりである。

第 4区 。9g SK-21(hl)
陥 1の含有殻数はきわめて少なく、淡水生種の2閉 y力鹿 spp,の破片などが少々含まれるの

―-137-―



みである。

第 2区 。18h 大畦畔 南端壁面 (No 2～ 5)

m2の含有殻敷は少ない。特徴種として淡水生種のЯ閉雌雷ia spp.・ 勤 eJra VFpβ・コ加弦s誠カ

濃乳顔iaXysが含まれている。

比 3の含有殻敷は少なく、破片となっていて、殻が少 し溶けている。優占種は2側 LrFprfβ spp.

である。特徴種としてδttcJra ulna・ 」物盟豚遡滋 a硼

"faXぃ

が含まれる。

恥 4の含有殻数は普通であるが、殻は少 し溶けている。優占種は2加慢laria spp.・ S力cと2

LrFna、 特徴種としてЯ加塚遡協 履乳

"iaxyS・

大型淡水生種のの翻焼ル spp.の破片・淡水生種

のス盟口οc伽誌 sphactthoFpが 見 られる。そのはかの特徴的な種 には淡水―汽水生種 の

段″cilとaria即刀doxa・ 内湾汽水生種のτ′ο施肋 ∝勲 が少々含まれる。

m5の含有穀数は普通である。優占種は寛側 LrFa力b spp,特徴種はル 盟弦θ税力溜¶pねf2x/s・

島ηeJra vFpaで ある。

第 1～ 4区 llf トレンチ北壁 (東区)(h6、 8～ 13、 15、 17～ 21)

比 6の含有殻数はきわめて少ない。2側口′2脆 spp,,IrppttS誠力 2mph力x/sが少々含まれる。

h8の含有殻数はきわめて少ない。2側肋 娩 spp.助 cJra v力 覆が多く、そのほかの特徴的

な種として真流水淡水生種のSurirella a盟即δ勉が含まれる。

醜 9の含有殻数はきわめて少ない。δttθJra vFaaが優占するが、そのほかЯttularia spp,な

どが含まれる。

h10の含有殻数は少ない。優占種はS/PcJra vFaβ で殻の保存がよい。そのほかの特徴的な種 と

して淡水生種の働じじ伽誌 ダたcと誠2'σttbett ιyrgJifv力 などが含まれる。

hllは珪藻化石は含まれない。

h12の含有殻数は普通である。優占種は拗 θJra LrF42、 特徴種は2側ularia spp.で ある。そ

のほかの特徴的な種として淡水―汽水生種のS/2cJra y力 a,兄ね叩β」ο置♭ゴ肋 er口′βや汽水一海水

生種のス誠コaコねes bre7Ji19pes麗∴ 力Ferrpc置うなどが含まれる。

比13の含有殻数は普通である。優占種はS/4erra財開 、特徴種は3ymbeJFaどVrFui/vJβ である。

そのほかの特徴的な種として働じω旺兆 pF2c餌勉力・見的μめ肋 ゴ肋 eryJα 'A誠盟コ加esわ力 es

l石2■ 力termcc肋 および汽水一海水生種のか嚇たIFFa力 vda滋 がみられる。そのほかわずかに海水

生種を含む。

h15の 含有殻数は普通である。特徴種はシηcJra yF4β ・淡水生種のFrogila脆 じ伽s″伊餌s'

2阿 LrFa力b spp.で ある。そのほかの特徴的な種 として買ね叩河οttbゴbbeFyJα ,ス訪盟覆辺れcs

bre7」i19pes麗∴ 力termenう 。真止水淡水生種の働 洗b sr2距滋・真流水淡水生種のOぬ
st・httcJFui・ 好流水淡水生種の6狗豆知覆βじypFanどLrpな どが含まれる。

比17の含有殻数は普通である。特徴種は2閉曖laria spp.'Calontt δttЮerrJiで ぁる。そのほ

かの特徴的な種として測絶即んて物 ゴbber誠2・ Byrosrttβ acLrW力βιШ が含まれる。

h18の含有殻数はやや豊富である。特徴種は2閉 pFa万2 spp.・ 助Fo2誌 sttЮ eJrui、 そのほか

の特徴的な種としてE加修矧滋 履F22phiaXys'n亀 即んとぅゴbbery力 などが含まれる。
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h19の含有殻数は少ない。特徴種は2閉 v/2」物 望p・ sttcJra vね 2、 そのほかの特徴的な種と

してCabntt δc・hЮθJruiな どが含まれる。

h20の含有殻数はきわめて少ない。特徴種は丹カコularia【剃み,Sttθ Jrp lrF22'E加 諺θじね力amphiaxぉ、

そのほかの特徴的な種としてOFoptt sttЮ
“
防が含まれる。

h21の含有殻数はきわめて少ない。優占種はЯttulariaψ p、 特徴種は勤 eJra vれ 2・ コカ諺s誠カ

別甲崩猛ぉ 、そのほかの特徴的な種として3益ntt s誠匈cJrJiが含まれる。

第 1～ 4区 。1lf 下層確認 トレンチ北壁 (東区)(血22～ 32)

No22の 含有殻数は少ない。優占種はS/f2cJr2 LrF2,、 特徴種は2阿 ularia望2である。そのほか

汽水―海水生種のAchnathes bre� pes var。や淡水一汽水生種のThalassiosira bramaptraeが 含ま

れる。

h23の含有殻数は少ない。優占種はSynedra uina、 特徴種はPinnularis spp.・ COcconeis placetula

である。そのほか4cLhコaコ肋es breyrpes胞五カとerm“肋 などが含まれる。

恥24の含有殻数はやや少ない。優占種勘 θJFa LrFpa、 特徴種は働じじ伽誌 ∬た餌ιLrFa・ 丹ねコyFa河2

望pである。そのほかの特徴的な種A誠盟肋cs breyFpes賜五カ腱rme〔脆 や淡水―汽水生種の

支ね両σ鍋滅励 わbrc池滋などが含まれる。

比25の含有殻数はきわめて少ない。特徴種は淡水一汽水生種のスc‐h盟覆盟加esカコcc肋滋離 m覆

ycpttθ

“
aである。含有殻数がきわめて少ないので問題があるが、淡水生種の割合が少ないのが

特徴である。

恥26の含有殻数はやや豊富である。特徴種は2伽口J2鹿 も理λ、そのほかの特徴的な種として淡

水生種の2ypοtt pFaCrLrp″ 距二伽ん郎 ・真止水淡水生種のσttbe2β 前?y覆協が含まれる。

比27の 含 有 殻 数 は普 通 で あ る。優 占種 は2側慣iaria ttp、 特 徴 種 はELr20tt pracFtrp勉

麗二buiycas。 大型のσttbe肋 望2である。

h28の含有殻数は普通である。優占種は2側 y′βFFa算を 、特徴種はσttbeFFa ttp、 そのほか淡

水生種のδ陸阻閉誌 》脱 餌直銀 などが含まれる。

比29の含有殻数は普通である。特徴種はDttο tt pracF叩 力麗五bJiFe4s'S/peJra vれ 2,2ねコularia

靱 で、そのほかの特徴的な種として4誠盟a盟肋cs breyrpcs瑠五カ礎rm“肋 ,δttcJra力配触力勉

が含まれる。

h30の含有殻敷は普通である。特徴種はDttοtt pFpryp滋 瑠二読曲 s'SypcJra vF22、 そのほ

かЯttvJβ五2こ剃免'ス勤コ覆コ励es brc7FpeS И拡力termcЙβ・廷親peJra力 scぢσLTFa滋 などが含まれる。

配31の 含有殻数はやや豊富である。特徴種 は勲盟cJr2 LrFa履 °sヵcJr2ぬ配触力″・fLr40肋

pracrETp滋 刀愛河餌s、 そのほかの特徴的な種として淡水―汽水生種の2湖郎s,osれ brttη″ac

などが含まれる。また、わずかではあるが海水種を含んでおり、淡水生種の割合は80%以下となっ

ている。

配32の含有殻数はやや豊富である。特徴種はЯ伽曖lariaり ,勤cJFa♂力βなどの淡水生種で

あるが、そのほかの特徴的な種として千潟海水生種の肝隊遡協 ゴ鯛Lrrp滋 や海水生種のDipla盟誌

s阿ゴねガや淡水―汽水生種のS/2cJra力 sclθv/2癒 ・角江なん胞 branψFFOCを 含んでいて、淡水

種の割合は80%以下である。
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第 3区・ 7e 下層確認 トレンチ (西区)

配33の含有殻数はきわめて少なく、破片が多い。優占種はSyr2CJFa IFFpa、 特徴種はPinnularia

spp.。

配34の含有殻数はやや少ない。特徴種は勤 詢物 LrF22'2閉 vFptt spp.・ 働じじ伽誌 pFaccとLrFa

である。

h35の 含有殻数は普通である。特徴種は真止水淡水生種C/p焼肋 的 y2勉。と不定淡水生種の

6οじじ餌 cる pF2cepとyFaで、そのほかの特徴的な種として、ス誠コ覆コれcsカコじc肋滋力FFa2 7C4筋じOW

や好流水淡水生種Gamph伽釦a pary∬ y口 'Gyrositta sω口筋 vr4な どを含む。止水生種と流

水生種が混在するが、止水生種が優勢である。

h36の含有殻数は普通である。特徴種はEunotia praerupta var・ bidens e Caccneis placentula・

Synedrauina・ Pinnulariaspp.。 そのほか真・好流水生種のCaloneis schroederi・ Gyrosigmaacminatum

を含む。

酌37の含有殻敷は普通である。特徴種は2側 v力励 望p・ 大型の淡水種のコわeF/2覆望era・

助 焼肋 望pで ある。そのほかの特徴的な種 も大型の淡水種であるD軸4θる
"勉

肋餌SFS'

2口盟vFa力♭力じj/Fys・ 丹ねηvFa力♭vtti益.な どが多 く含まれる。これらの大型の殻をもつものはど

れも保存がよいのが特徴である。

比38の含有殻数はやや豊富である。優占種は,閥 vJβ ttβ 即 'EIrr9肋 ppracryp妨 盟五b」
iFer2S'

C/r洗脆 望β、そのほかЯttLrFattβ viridisな どが含まれる。

比39の含有殻数は普通である。優占種は影盟詢物 VF42、 特徴種はβvコοtt pr9erLrp″ 躍五b」iJe4s

である。そのほか汽水―海水生種のAれ辺βねes breyFpes躍 二ねしermettα 。どちらかというと流水

淡水生種のス税コ2盟挽cs力乃修・真流水生淡水種のCttontt sЙ ttcJcrfな どが見られる。

比40の含有殻数はやや豊富である。特徴種は勤 cJrp LrFaaザ物コと力滋 cμ光'Dttοtt pFaCrLFp協

瑠五加たお 、そのほか勤 cJra力scたvFa力 などが含まれる。

比41の含有殻数は普通である。特徴種は勤 θJFa LrFr2覆 ・ЯttvFarftt spp.・ 働じじοコcる pF2じθ勉カ

である。そのほかD脚餌e:δ ≦羽デね万などの海水生種がわずかに含まれている。

L42の含有殻数は普通である。優占種は内湾千潟海水生種のNitzs誠力∬孤Errp滋 、特徴種は同

じくり脚伽eる sttrねオ・汽水生種の弥m阿射洸ο盟 阿2詞餌協・淡水生種の見閉 vJ2rz覆 望2、 そ

のほかの特徴的な種 として浮遊海水生種のCycio施】2的吻勉がわずかに含 まれる。優 占種

肝隊遡ル ゴ棚vra肋コには破片となったものが多い。この試料は全体としてみると、淡水生種が

21%に対して海水生種が63%で、海水生種が優勢である。この試料は内湾の干潟環境 と考えられ

るが、淡水の流入や波の影響の強い環境の堆積物と推定される。

醜43の含有殻数はやや豊富である。優先種はHtzscLhね ∬餌 LFrp協 、特徴種はつゎ′伽θ:S tt」 ithJi、

そのほかの特徴的な種として3ycio施肋 前池協が含まれる。この試料の全保では、淡水生種はわ

ずかに3%ほ どふくまれているにすぎず、海水生種が82%を 占め、内湾の干潟環境と考えられる。
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第 3表 珪藻分析結果 (1)
単位 :個数

種名

生息

水域

第 2区 。18g 第 1～ 4区・ll f

1 2 3 6   8   9  10  11  12  13  15  17  18  19  20  2]

Achnanthes brevipes varintermedia

Ach       clevei

Ach     COnvergens

Ach dehcatula

Ach     exigua

Ach     in■ ata

Ach     lancedata forma ventriocosa

Ach     minutissima

Ach       minutissilna var cryptocephala

Ach     rostrata

Ach Sp

Ach       sp cfr septentrionalis

B‐M
F
Fお

B
F
F
Fも

F
F
F

B

l

l

l

Actinocyclus sp B

Amphora angusta
yゝmp     holsatlca

Amp   iava� Ca

Amp     ovals var a� nis

Amp   ovalis varlabyca

Amp   pediculus

Arnp    pohta

Amp   sp

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｆ

Ｆ
・
Ｂ

Ｆ

Ｂ

？

2

1

2

Anomoeomeis sphaerophora F 3   -  13   4 13-7104-2
Bacilaria paradoxa ユ B 8   8 ユ l 3 l l

Caloneis bacillum var bacillum

Cal     bacillum var labyca

ca    schroederl

Cal    siliculas

Cal    ventricosa

F
F
F
F
F

2

‐ ‐ ‐ 1 3
2   ‐   ‐   ‐   ‐

2   3   8  20  24

-   ―   -   2   1

Camphlodiscus sp B― 4ヽ

Ceratoneis recta F

Cocconeis dilninuta

Coc     placentula

Coc      Scutellum

Coc     sp

Ｆ

Ｆ

Ｍ

Ｂ

5    -  12  14   7    -   1    -   ‐   2

-    -   1    -   ―    ―    ‐    ―    ―    ―

Cyclotela caspia

Cyc     meneghiniana

Cyc    ocellata

Cyc   striata

B

F
F
M

1 7 1

1

1 2

l

Cymbe■ a aequalis

Cym   aspera

Cym    caspidata

Cym    clevei

Cym    heteropleura

Cym   lacust� s

Cym    lanceolata

Cym     ■licrocephara

Cym   na�cullformis

Cym    sinuata

Cym    sp

Cym   tumida
Cym    turgida

Cym    turgidula

Cym  ventricoca

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

4   1  15  10

l

2   4  11

2   2   3

2   5   1

16  23   6 1

2

Diploneis bombus

Dip    interrupta

Dip    ovalis

Dip   smithli

Dip    suborbicularis

Dip    Yatutaensis

M
F

F
M
M
F l 3

1

2

l 3
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第 3表 珪藻分析結果 (2) 単位 :個数

種 名

生息

水域

第 2区・18g 第 1～ 4区・1l f

ユ 2345 6   8   9  10  11  12  13  15  17  18  19  20  21

Epithenlia sp

Epi turgida

Epi      zebra

Epi      zebra var saxonnca

F
F
F
F

1

Eunotia arcusu

Eun   bigibba

Eun    curvata var lnearisa

Eun   dexuosa

Eun,  Gracils

Eun   luuna� s

Eun    monodon

Eun   pectinals

Eun   pectlnalis var mlnor

Eun   pecinttis var undulata

Eun    praerupta

Eun    praerupta var dibens

Eun   sp

Eun   Tenella

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

1

5 ] ユ

3

1

―  ―  ―  ―  - 1  -  ―  ―  ―  ‐

‐   1   -   3   -   3   1   1   -   ―   ―

2   -   -   2   7   -   ―   ‐   ―   -   1

Fragilaria brevistriata

Fra     construens

Fra      construens var binodis

Fra      construens var venter

Fra     intersincta var rosttata

Fra      leptstauron var dubia

Fra    pinnata

Fra     sp

Fra      vancherial var perminuta

Fra    virescence

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

l

l

6  20

-   2

‐   1

Frustuha sp

Fru    vulgaria

F
F

I

1   2

Gomphonema acunlinatum

Gom         acuminatum var coronata

Gom      Angustatum
Gom        christenseni

Com      clevei

Gom         constrictum

Gom     glacile

Gom        heleveticum

Gom         intricatum

Gom        intricatum var pumila

Com     lingulatum

Gom     iongiceps

Gom        A/1inutum

Gom         ohvaceum

Gom       par■ rulum

Gom.        pseudangur

Gom     sp
Gom      tetrasigmatum

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

F

F

F

F

F

2

l

l

1   3   2

‐  ‐  1

‐  1  -

6   4   2

-   3    -

Grammatoっ hora macilenta B

Gyrosigma acumina� m
Gyr    scalproides

Gry

F
F
B l

Hantzschia amphioxys

Han     disincte゛ unctata

Han       Virgata var capitelata

F
F
B

1 9   8  16  40 l 4   6  15  20   7   4   6

�【eiosira distans

Iヽei     sp l

卜Iei     sp 2

F
B
F 1

5

1

1

1

卜Ieridion circulare F 2   1

注)生息水域の記号はF:淡水、B:汽水、M:海水を表す
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第 3表 珪藻分析結果 (3)
単位 :個数

種名

息

域

生

水

第 2区・18g 第 1～ 4区 。■ f

l 4 5 6   8   9  10  11  12  13  15  17  18  19  20  21

Navicula absoluta

Nav    alpha

Nav   arnencana

Nav  anglica

Nav    bacllum

Nav    capitata varlinearis

Nav    caspidata

Na、/    confervacea

Nav    contenta

Nav    cryptocephala

Nav  elglnensis

Nav  elttnensis var neglecta

Nav    ユavelata

Nav  gastrum
Nav    goeppertiana

Nav    ignota var angrica

Na、′   Laevlsslma

Nav  manna
Nav   mutlca

Nav    oppugnata

Nav   pereg� na

Nav    peregnna var hankensls

Nav  protracta

Nav    pupula

Nav    pusila

Nav   slesvicensis

Nav    sp l

Nav  sp 2

Nav    sp 3

Nav    subminuscula

Nav   tokyoensls

Nav.   viridula var rostellta

Nav    vltreac

F
B
F
F
F
B
F
F
F
F
F
F

B‐�I

F
F

Ｆ

Ｍ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｂ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

？

F
F

ユB
F
F
F

4 2  11

]

l

2

3  16

2   2

8   7

‐   4

‐   1

4  11

Neldlum ahne

Nel   arine var amphirhynchus

Nei  lridisl

Nei Sp

F
F
F
F 1   3

- 1  ‐  ―  ―  ―

22-95-1
3 l 1

hritzschia acidOchnata

Nit    cOccOneiformis

Nit   ilifOrmis

NIt     fOnticola

Nit   frustulum

Nit   glanurata

Nit

Nit

Nit

Nit

Nit

Nit

Nit

NIt

NIt

Nit

Nli

Nit

Nit

Nit

hant3schiana

ignorata

kutzingiana

marglnulata var subconsthca

obutusa

obutusa var scalpelliformis

paleacea

parvula

punctata

sigma

sp■

sp 2

仕yblionela var levldensis

trybionela var victoriae

F
M
B
F
B
M
F
F
F
M
F
B
F
FB
M
M
F

B
FB

1

1

1

l

l

l

1

1

1

Эpephora marty μ B 4

Parala sulcata M

注)生息水域の記号はF:淡水、B:汽水、M:海水を表す
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第 3表 珪藻分析結果 (4) 単位 :個数

種名

生息

水域

第 2区・18g 第 1～ 4区・1l f

] 3 4 5 6   8   9  10  11  12  13  15  17  18  19  20  21

Pinnulatta acrospheria

boreatts

Pin      dactylus

Pin_      gibba

Pin       leptosoma

Pin       molaris

Pin      sp l

Pin

Pin       stmotophoroides

Pin       subcapitata

Pin       subcapitata var paucistriata

Pin      Substmotophora

Pin     Viridis

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

ユ

3

22  35  59  80

1

3   1

1   -

9   5

-   1

‐ -333-‐ ―

25  10  18  34  25  20  10  20

Rhoicosphenisa abbreviata F―B 1

Rhopalodia gibba

Rho   ttbberula

Rho      quisumbirgiana

F
FB
FB

ユ

Stauroneis ttbba

Sta       phoenicenteron

Sta       smith�

F
F
F

1 4  11

Stephanodiscus sp F l

Surire■ a angustae

Sur     sp

Sur     tenera

F
F
F

l

ユ l

1

1

Synedra fasciculata

Syn    rumpens

Syn    uina

門
Ｆ
Ｆ

―  ‐  1  -

22  11  56  35

_‐ ― -452-― ‐ ― ―

― ‐ ― -451-‐ ― ‐ ‐

2  19  72    -  67  77  46  14   7  15   6  16

Tabelaria fenestrata F 1

Tttasiosira sp. M 1 1 3

Terpsionoe amricana M

Thalassioneコ na nitzschioides

Tha       Bramaptrae
Ｍ
瑚 1 ユ

不明種 l 1 1 l 1 1 1 2   1   -   1

淡水種の穀数 4 83  59 187 191 5   5  30 100   0 182 208 202 191 209  97  39  61

淡水―汽水種の穀数 0 1   0  10  10 0 0 0 2 0  15  10  12  11  19 3 3

汽水種の穀数 0 ユ 7 1 0 0 0 0 8 1 1 5 4 0 0

汽水―海水種の穀数 0 0 1 0 0 0 6 0 1 3 0 0 0 0

海水種の穀数 0 0 0 1 0 0 1 3 0 0 2 1 0 0

合有珪藻穀数 5 87  60 205 205 5   5  31 112   0 207 227 219 212 234 104  43  61

注)生息水域の記号はF:淡水、B:1気水、M:海水を表す
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第 3表 珪藻分析結果 (5)
単位 :個数

種名

生息 第 1～ 4区 。1lf 第 3区・e

水域 22  23  24  25  26  27  28  29  30  31  32 33  34  35  36  37  38  39  40  41  42  43

Achnanthes brevipes varintermedia

Ach clevei

Convergens

ddicatula

exlgua

Ach

Ach

Ach

Ach     inユ ata

Ach       lanceolata forma ventriocosa

Ach      nalnudsslna

Ach      minuissilna var cryptocephala

Ach        rostrata

Ach       sp

Ach       sp cfr septentrionalis

B‐M
F

F―B
B
F
F
Fお

F
F
F

B

2  11 11

5

1

2   -   ‐   1   _  3

2  18  16   ‐   ‐   2

-   1   -   ―   ―   _

-   2   -   ‐   _   _

Acinocyclus sp B 1 l l

Arnphora angusta

Amp     holsatica

Amp  iava� Ca

△rnp    Ovalis var arinis

AInp    Ovals varlabyca

Arnp    pediculus

Amp.    polta

Amp  sp

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｆ
聞
Ｆ
Ｂ
？

1  ‐

2   2

5343108

Anomoeomeis sphaerophora F 1 - 1 1 1 - 1 1

Bacillaria paradoxa Fお 934-‐ 13 3 6 l ] 3

Cabneis bacttum var bacillum

Cal.    bacillum var labyca

Cal   schroederl

Cal   siliculas

Cal    vent� cosa

F

F

F

F

F

―  ―  ‐  1  - ―  ‐

‐  ―  ‐  ‐  ―  - 1

1-231-― 3 5

l

l 2 2 2

1

4

1

Эampttodiscus sp B‐M ユ

εeratoneis recta F 1

Cocconeis dilninuta

Coc      placentula

Coc      Scutelum

Coc     sp

Cycbtela caspia

Cyc     meneghiniana

Cyc    Ocelata

Cyc    striata

Cymbela aequalis

Cym   aspera
Cym    caspidata

Cym    clevei

Cym     heteropleura

Cym    lacustris

Cym     lanceolata

Cym     mlcrocephara

Cym    navicuhforHュ is

Cym    sinuata

Cym    sp

Cym    tu■ lida

Cym    turgida

Cym    turgidula

Cym    venticoca

Diploneis bOmbus

Dip    interrupta

Dip    Ov』is

Dip    smithi

Dip     suborbicularis

Diっ    Yatukaensis

F
F
M
B
B
F
F
M
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
M
F
F
M
M
F

2  11  18   1  16

‐   6   -   ―   ―

7  12  20  17

-   ‐   1   1

-   -   1   ‐

―  ―  ―  - 1 1  - ‐

―   ―   ‐   ―   ‐   3   1   ‐

4   -   2  13   -   ‐   4   2

7  10   1   5  28  39   4   8

1   -   -   1   -   -   3  10

-  ‐  ―  ‐  ―  ―  ―  ∧

3   ‐   -  3   ‐   -  10  5

-   ―   ―   ―   ―   ‐  1   -

2

1

5   -

2   3

2  11

‐   2   -

17  22  23 1  22

1   ‐

5  11

25

-   1

2   1

―   -   2   -   ―   ―   ―   ‐   ‐   ―

1   5  25  11   -   ‐   ‐   ‐   ―   ‐

3   3   -  10  34  22   1  13   4   2

4  5  9
‐  1   -

7  18   6

-  1   -

1  7  3  14

-  7   1   5

―   ‐   ‐   ―   -   2  48  27

111642-1‐
注)生息水域の記号はF:淡水、B:汽水、M:海水を表す
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第 3表 珪藻分析結果 (6) 単位 :個数

種 名

生息

水域

第 1～ 4区 。1l f 第 3区 。7e

22  23  24  25  26  27  28  29  30  3 33  34  35  36  37  38  39  40  41  42  43

Epithemia sp

Epi    turttda

Epi     zebra

Epi      zebra var saxonnca

F

F

F

F

l

l l

1 l

3

1

Eunotla arcusu

Eun  bigibba

Eun   curvata var lnearisa

Eun   nexuosa

Eun   Gracilis

Eun   luunaris

Eun    monodon

Eun   pectinalis

Eun   pectinals var minor

Eun   pecinalis var undulata

Eun    praerupta

Eun    praerupta var dibens

Eun   sp

Eun   Tenela

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

4   ‐   ‐   ‐   ‐   ―

‐ ‐ ‐ 365
5161221
-   ‐   ‐   -  7   1

3

4

1

6

2

4

9

3

18

15

2

2   2  33  43  25

2   2   2   6   -

1   2   -   ‐   1

3

2

6

9

9

- 1

‐  1

‐   4

1   5

2  4

‐   ‐   ―   ‐  2   -   ―   ―

‐ ‐ 49‐ 83-
__1_‐ 12-
1-42‐ 144‐
_― ― ‐ -2‐ ‐

6  27  11  21  56  39  20   -

‐ 258-‐ ― ― ]

Fragilaria brevisthata

Fra     construens

Fra      construens var binodis

Fra      construens var venter

Fra      interstincta var rostrata

Fra      leptstauron var dubia

Fra    pinnata

Fra     sp
Fra      vancherial var perminuta

Fra    vrescence

F
F
F

F
F
F
F
F
F
F

-   1   2   ‐   1   1   -   ‐   ‐   3

2   -   1   ‐   ‐   ‐   =   ―   ―   ―

1

1

1

2

Frustulia sp

Fru    vulga� a

F
F

1 1

Gomphonema acuminatum

Com         acuminaturn var coronata

Com        angustatum

Gom       christenseni

Gom clevei

constrictum

glacile

heleveticum

inticatum

int�catum varpum■ a

ingulatum

iongiceps

Gom
Gom
Gom
Gom
Gom
Coln

GJoln

Gom     Minutum
Gom        olvaceum

Gom parvulum

pseudangur

Sp

tetrastittmatum

Gom
Gom
Gom

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

F
F

F

F

F

F

F

-  6   -

1   1   6

5  2

1   -

― ― ― ― ― - 1 1 -
‐ 1-24-116
8‐ ― ― ― -2-―

1

1

1

31

1

2   1   -   ―   ―   ‐   ‐

―   -  4   -   ‐   ‐   ‐

1   -   ―   ―    =   ―   ‐

―   -   1   -   ―    ―   ‐

1   2   1   ‐    ―    ―   ‐

‐   1   ‐   ―    ―   ―    ‐

14312-1

-  1   -   ―   ‐   ‐   ‐

222112-

Grammatophora macilenta B 1   _   ―   -  24  9

Gyrosigma acunlinatum

Gyr scalproides

Grv

F

F

B

6   8   ‐   ―   ―   ‐   1   -

1   ‐   ―   ―   ―   ‐   ―   ‐

_   _   _   _   ‐   ‐  2   3

Hantzschia amphioxys

Han      distlncte― punctata

Han     Virgata var capitellata

F

F

B

1   3   4   ‐   8  12   9  12   8   4   6 1  17

2   ‐

Meiosira distans

低ヽei     sp■

lヽei     sp 2

F

B

F 1   -   2   3   ‐   ‐   1

1  ‐  ―  ‐  ‐  ―  ―  ‐  ‐  ―  ―

-   2   -   ‐   ‐   ―   ‐   ‐   -   1  16

-   -   1   -   -   1   -   ―   ―   -   1

�leridion circulare F 1 2

注)生息水域の記号はF:淡水、B:汽水、M:海水を表す

―-146-一



第 3表 珪藻分析結果 (7)
単位 :個数

種名

生息

水域

第 1～ 4区・1l f 第 3区・ 7e

22  23  24  25  26  27  28  29  30  31  32 33  34  35  36  37  38  39  40  41  42  43

Navicula absoluta

Nav    alpha

Nav    americana

Nav   anglica

Nav    bacillum

lヾav    capitata var inearis

Nav    caspidata

Nav    confervacea

Nav    cOntenta

Nav    cryptocephala

Nav  elglnensis

Nav   elginensis var neglecta

F
B
F
F
F
B
F
F
F
F

F

F

4   -   ―

1   ‐   ―

7   2   ‐

1   -   ―

1   ‐   ―

‐   -   2   ユ

Nav    ■avenata B‐M 1 1 3 l

Nav    gastrum

Nav    goeppertiana

Nav    ignota var angnca

Nav    laevissima

Nav    marina

Nav  mutica
Nav    oppugnata

Nav   pereFrmna

Ｆ

Ｆ

，

Ｆ

Ｍ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

―   ―   ―   -  2   -   ―   ―   ‐   1   1

2   8   6   -  10  3   3   6  13   1   4

-‐ ― -12‐ ― ― ― ―

3  11

―   ―   -   3

5631

Nav    peregrina var hankensis B 2

Nav    protracta F

Ｎａｖ
Ｎａｖ
Ｎａｖ
峨
Ｎａｖ

pupula

pusi■a

slesvlcensls

sp■

sp 2

F
F
F

F

1 1

1

1

1

l

3

1

Nav   sp 3 F 2 2 2   1   ‐   ‐   _   ‐   1

Nav    subminuscula F―B 1 1

Nav    tokyoensis

Nav    viridula var rosteuata

Nav    vitreae

Neidiuュa arlne

Nel   ahne var amphirhynchus

Nei  iridisl

Nei   sp

Nitzschia acidoclnata

Nit     cOccOnerbrmis

Nit   alifOrmis

Nit   fontlcda

Nit   frustulum

Nit  glanurata

Nit     hantzschiana

NIt    ignOrata

Nit    kutzinglana

Nit   marginulata var subconstrica

Nit     obtusa

Nit   Obtusa var scalpelliformis

Nit    paleacea

Nlt    parvula

Nit    punctata

Nit   sigma

Nit    sp■

Nli    sp 2

Xrit     trybとone■a varlevidensis

Nit     trybと One■ a var victoriae

Opephora marty

Para■a sulcata

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｍ

Ｂ

Ｆ

Ｂ

Ｍ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｍ

Ｆ

Ｂ

Ｆ

聞

Ｍ

Ｍ

Ｆ

？

Ｂ

門

聞

Ｍ

1

3

3

2

8  10

67 150
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第 3表 珪藻分析結果 (3) 位 :個数

種名

息

域

生

水

第 1～ 4区・1l I 第 3区・ 7e

22  23  24  25  26  27  28  29  30  31  32 33  34  35  36  37  38  39  40  41  42 43

Pinnularia acrospheria

Pin     borealis

Pin      dactylus

Pin    gibba

Pin      ieptosoma

Pin      molaris

Pta       sp l

Pin      sp 2

Pin      stmotophoroldes

Pin      subcapitata

Pin      subcapitata var paucistriata

Pin      substmotophora

Pin    viridis

Rhoicosphenisa abbreviata

F
F
F
F

F
F

F
F
F
F
F
F
F
FB

―  ―  ―  ―  ―  ‐  ‐  ―  - 1 -

16  18  17   -  38  76  72  22  13  14  28 6  22   5  19  40  66   6  44  29  35   4

- - 1  ‐  ‐  ‐  ―  ―  ‐  ―  ‐

- 1

14  20

Rhopalodia gibba

Rho.    glbberula

Rho_    quisumbirゴ ana

Ｆ
聞
聞

2  2   1   -   l   l

‐   ‐   -   1   -   ―

2   ‐   -   1   ‐   ―   -  3   2

1   -   ―   ―   ‐   ―    ‐   ‐   ―

Stauroneis kriegeri

Sta      phoenicenteron

Sta smithli

Stephanodiscus sp

F
F
F
F

‐  - 1 1 1 - - 1 ‐  ―

1   3   -   3   5  19   8   3   4  10

-   ―    ―   ―    ‐   1   ‐   ―   ―    ―

l

1

1

1   ‐   2  11

1   -   ―    ‐

‐   l   l   
‐

3

Surireua angustae

Sur    sp

Sur     tenera

F
F
F

l

1

Synedra fasciculata

Syn    rumpens

Syn_    uina

FB
F
F

・
　

・　
櫛

‐   ‐   3   4  23  14

‐   ‐   1   ‐   ―   ―

1   3  33  40  46  26

-112‐ 1-77-1
-113‐ ― ‐ -1‐ ‐

12  42  17  20   8  13  65  44  60   ‐   ‐

Tabenaria fenestrata F

Talasloslra sp M 1   ‐   5  5

TerpsiOnoe amricana M 2

ThalasSonema nitzschioides

Tha           bramaptrae
Ｍ
聞 l l

l

ユ l

不明種 2   3 1   3   -   ―   ―   ―   ‐   1

淡水種の殻数 約 ■1 162 82101921871912011『 178 30 162 165 187 203 214 182 215 198  47   9

淡水―汽水種の殻数 1   1  11   3  17  13  12  11   8  45  31 0  10  34  30   0   3   5  12  13   3   6

汽水種の殻数 0 0 0 3 0 0 2 l 0   2   5   4   1   1   2   1   2  29  32

汽水―海水種の殻数 421102014652 3 3 l 0   0  13 5 3 l 0

海水種の殻数 0 2 0 7 3 3 1 0   9  14 0   2   2   1   0   2   2   1   2 139 219

含有珪藻殻数 841塞 189 14跡 1216203210218230230 31 185 211 226208230 207238219219266

注)生息水域の記号はF:淡水、B:|ミ水、Mi海水を表す
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3-4日 考察

(1)堆積環境の変遷

珪藻分帯を第 6図に示した。珪藻分帯は珪藻化石の出現状況の変化、群集の変化などから堆積

環境を考えるためにゾーン分けし、 5つの珪藻帯に分けた。各々の珪藻帯の特徴を下位から順に

述べる。

DV帯 (比42～ 43、 配30～32)

全体として内湾の河口付近の堆積環境と考えられるが、位置的なものから2つの亜帯にわけら

れる。

DV～ b帯 (配42～43)

内湾干潟海水生種の打像遡物 ゴ知Vra滋 '五b10コ cFS(辺ゴ加ガなどが卓越することから、泥質な

堆積物からなる内湾が埋積されて平野に移行する過程の、潮間帯の千潟堆積物と考えられる。

DV― a帯 (h30～ 32)

淡水―汽水 生種 のス誠ココ辺ねcs″働甲cs距五ね勉顎 eDう 、内湾 干潟海水 生種 のNitzs誠カ

ゴ孤VFa滋 'DわJοコCる smithiな どが特徴的に含まれるところから、かなり河口に近い位置の河川

堆積物と推定される。

DⅣ帯 (No26～ 29、 血35～41)

全体として河川～河口域の堆積環境を示しているが、位置的なものなどから3つ の亜帯に分け

られる。

DⅣ ―C帯 (醜27～29)

比較的流水を好む淡水一汽水生種のスt・h餌2滋esゑ肥e肋″るrma ycn直モosaや真流水淡水生種

の働施 sttFOC」 erFを含むことから、比較的河口に近い堆積物であると考えられる。

DⅣ ―b帯 (陥35～41)

真 流 水 淡 水 生 種 のCttontt s誠鉤eごθ力や好 流 水 淡 水 生種 の働叩 ねo4cコ2 paryEfFLrD・

C/FOigm2 πLrDれβιy口 などが特徴的に含まれることから、流れのある河川の堆積物と推定され

る。ただし、試料h37な どは大型の殻をもつ淡水生種の保存がよいことから、後背湿地の堆積物

と考えられる。全体としては、網状河川堆積物と推定できる。

DⅣ ―a帯 (醜26)

真止水のσ即焼脆 説盟a物 が特徴的に含まれ、わずかであるが汽水・海水生種が含まれること

から、比較的河口に近い後背地の湿地の堆積環境が考えられる。

DⅢ帯 (配20～ 25、 h33～ 34)

珪藻化石をあまり含まず、殻が破片となったものが多いことから二次的な成因 (洪水の影響な

ど)で、堆積場の環境を示さないことも考えられる。

DⅡ 帯 (比12～ 19)

全体として河川の堆積物であるが、珪藻化石の組成から2つの亜帯に分けられる。

DⅡ ―b帯 (配17～ 19)

真流水淡水生種の動 Foptt st・hЮcJcFfや好流水淡水生種の牧対象w acy口れガLrDな どが特徴的
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に含まれることから、流れのある河川の堆積物であると考えられる。

DⅡ I― a帯 (h12～ 15)

淡水一汽水生種のA加盟コ滋cs breyfpes麗五カ礎rmeて協 。淡水一汽水生種の勤 鉤物 力sCLrFa協

や汽水生種のν激畑乃 sp.を特徴的に含むことから、汽水の影響のある比較的穏やかな河川 (た

とえば河口に近い蛇行河川)の堆積物と考えられる。

DI帯 (比 1～ 11)

淡水域の地積物であるが、珪藻化石の含有量から2つ の亜帯に分けられる。

DI― b帯 (比 4～ 5)

淡水生種の見ね盟uとria spp.・ dttcJra】陸 'コカ弦s誠力涅阿pね力1/が多く含まれ、わずかに汽

水生種・海水生種を含んでいるが、生態的に特徴のある種がなく、水域を特定することは困難で

ある。

DI― a帯 (hl～ 3、 配 6～ 11)

珪藻化石をあまり含まず、殻が破片となったものが多いことから二次的な堆積物であると推定

できる。

(2)既存資料との対比

海進・海退の対比を第 7図に、大阪平野の古地理図を第 8図に示した。

海進・海退の対比

佐藤 。前田・熊野 (1983)は、神戸市玉津において珪藻分析およびラジオカーボン年代測定に

よって約8,000年 前から約4,500年 前まで縄文海進を報告している。

大阪平野における珪藻分析による海進・海退の状況は、内湾に多 くの河川が流入している地形

条件によって地域によって大きく違っている。

大竹西遺跡の近傍の池島遺跡においては、縄文時代から弥生時代前期の洪水堆積層直前までは

汽水域であったが、大竹西遺跡ではこれより早い時期 (縄文時代後期)には潮間帯の干潟の河口

域の堆積物から河川域の堆積物に以降している。

これは、池島遺跡よりも大竹西遺跡が河川の上流域に位置しているという地形的条件による

ものと考えられる。

大阪平野の古地理図について

梶山・市原 (1985)は、遺跡の化石や考古遺物を基にして大阪平野のおいたちを次の 5つの時

代に分けて古地理図を作成している。

①河内湾 Iの時代 (約 7,000～ 6,000年前,縄文時代前期前半)

②河内湾Ⅱの時代 (約 5,000～ 4,000年 前.縄文時代前期～縄文時代中期)

③河内潟の時代 (約3,000～ 2,000年 前,縄文時代晩期～弥生時代前半)

④河内湖 Iの時代 (約 1,800～ 1,600年前,弥生時代前半～古墳時代)

⑤河内湖Ⅱの時代 (5世紀ごろ)
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今回の珪藻分析結果を梶山・市原 (1985)の 古地理図と対応させると、花粉分析結果と考古遺物

による年代から、珪藻帯DVは河内湾Ⅱの時代、DⅣ～DⅡ は河内潟の時代にそれぞれ対応できる。

このうち珪藻帯DVにあたる河内湾Ⅱの時代の古地理図をみると、大竹西遺跡付近は池島遺跡を

中心に広がる「千期は草原、雨期は水域となる地域」にあたっているが、今回の珪藻分析結果で

1よ 「潮間帯の干潟の河口域」という堆積環境が推定されている。また、池島遺跡の珪藻分析結果

からもこの時代の堆積環境は「河口付近から潮汐の影響を受ける海岸～河口」と推定されている。

したがって、河内湾Ⅱの時代の古地理図は恩智川沿いに大竹西遺跡付近まで入江もしくは潮汐の

影響を受ける河川が延びていたように加筆修正を行う必要がある。

4日 まとめ

花粉分析、珪藻分析によって明らかになった大竹西遺跡の古環境の変速を第 9図に示した。

花粉分析と珪藻分析による分滞区分を比較してみると、両者はよく一致していることがわかる。

しかし、詳しくみると花粉帯のPⅡ ―bと 珪藻帯DⅢ を境にして下位では珪藻帯が移行した後に花

粉帯が移行しているが、上位ではその逆になっている。このことは、下位では堆積環境が変化す

ることによって植生が変化している (自 然環境の変化が主体)の に対して、上位では植生が変化

することによって堆積環境が変化している (人為による環境変化が主体)こ とを表しているもの

と考えられる。

殺
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出典)梶山彦太郎・市原 実 (1985)続大阪平野発達史

第8図 河内湾 Iの時代の古地理図
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図版 1

(花粉化石・シタⅦ包子イヒ右)

1.マツ属 嘗力ys)

2.ツ ガ属 (T口ETg2)

3.スギ属 (CFyp立口c五→

4.ア カガシ亜属 (C/cF9焼カコ叩誌 )

5.コナラ亜属 (CTcrc口δ)

6.ケヤキ属 (Zerた。b2)

7.イ ネ科 (Gramineae)

8.カヤツリグサ科 (Cyperaceae)

9.セ リ科 (Umeblliferae)

10.ガマ属 (T/pha)

11.キ ク科 (Compositac)

12.ヨ モギ属 (Ar危囲前か

13.ミ ズワラヒ属 (Cera物

"eriS)14.単条型シダ胞子

15.三条型シタⅦ包子
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(珪藻化石)

の初ο施オ2的物勉 (海水生種)

9"Иtt w比肪 (海水生種)

N■ztta邸ぬ IFFp捷 (海水生種)

A肋賜コ協es breyfpes距五前erme♂物 (海水―汽水生種)

S/r2eJraち 読 脆 他 (汽水生種)

励 り溜放協 ゴ肋erula(汽水―淡水生種)

Ac」h辺郷滋es c伽 7ergens(汽水一淡水生種)

Ac・h盟孤Йes yppceoFaね (汽水―淡水生種)

C工ontt sttroc」erf(淡水生種)

A誠コ孤滋esカカ滋 (淡水生種)

働じc94αs pF2c餌勉J2(淡水生種)

労mわcFFaよT♂JvF2(淡水生種)

労郵 cFFa ttu�d瓜 (淡水生種)

FFaF」iJla脆 じ伽srycas(淡水生種)

βvコοtt pe力肋ぬ (淡水生種)

ハ嚇花yFa口的め (淡水生種)

ЯttVFaF力じ7ys(淡水生種)

勤 θJra F側甲餌S(淡水生種)

勤 ecFFa trF42(淡 水生種)
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第 5章 まとめ

大竹西遺跡の遺跡範囲西部にあたる平野部一帯では、本調査を実施して以降、公共事業に伴う

発掘調査が平成 3年に第 2次調査 (O T N91-2)、 平成 8年に第 3次調査 (O T N96-3)、 平成11

年に第 4次調査 (O T N99-4)が実施されており、弥生時代前期～近世に至る遺構・遺物が検出

されている。しかしこれらの調査を除けば、民間における開発のテンポが緩慢な地域であり、こ

の地域を考古学的に分析し得る資料の蓄積が少ない現状にある。ここでは、大竹西遺跡の北西約

700mに位置し、府の総合的な治水対策の一環として行われている恩智川治水緑地建設に伴って

1989年以降、(財)大阪文化財センター 〔1995年 4月 ～ (財)大阪府文化財調査研究センター、2002年

4月 から(財)大阪府文化財センター〕により継続して行われている池島・福万寺遺跡の調査成果

を基に、本調査で検出した各時期の集落推移を概観してみたい。

弥生時代前期前半

当該期の遺構は第 7面で検出した。調査地東部で検出した南北方向に伸びる自然河川跡の微高

地上から、弥生時代前期前半 (中段階)の木棺墓・土器棺墓・土媛墓で構成される墓域 3箇所 (墓域

I～ Ⅲ)が検出されている。便宜上 3箇所に区別しているが、墓域 Iと墓域Ⅱの間には後世の河川

による削平があり、本来は墓域 I・ Ⅱを含めた大規模な墓域を構成していた可能性がある。同時

期の墓域が、池島・福万寺遺跡の池島Ⅱ期調査区で検出されており、大竹西遺跡と同様、河川埋

没跡の微高地上が墓域として選地されている。墓域を構成した木棺墓・土娠墓の中で、小形壷を

副葬するものが本調査では土境墓 701・ 702、 池島・福万寺遺跡の池島Ⅱ期調査区では木棺墓433

に認められた。中村大介氏 (中村2006)に よれば、小形壷の副葬行為は朝鮮半島南部から稲作文化

の受容とともに北部九州を経て近畿地方へ副葬習俗が伝播したものと推定されており、大竹西遺

跡、池島・福万寺遺跡の検出例はそれらを裏付ける資料の一つとなろう。これらの墓域に関連し

た集落域としては、大竹西遺跡では調査地の南東約140m地点で実施された第 3次調査 (O T N96

-3)で当該期の遺物が出上した自然河川が検出されている。池島・福万寺遺跡においては、墓域

の西部にあたる福万寺 I期地区で流路・杭列等の遺構が検出されているが集落域の中心としては、

大竹西遺跡と同様、河川堆積の影響が少なかったと推定される墓域東方の高燥な自然堤防上に存

在したものと考えられる。また両遺跡共に、弥生時代前期前半の弥生土器に伴って縄文時代晩期

の突帯文土器が出上しており、河内潟東南部における稲作文化受容期の「住み分け論」を考える

うえで、多 くの示唆に富む資料を提供している。

弥生時代中期前半～中葉

中期前半の遺構としては、第 7面で検出した溝等が中心で、当該期においては、集落域から隔

絶された位置であったようである。同時期の水田は池島・福万寺遺跡の福万寺 I期で検出されて

いる。

中期中葉の遺構としては、第 6面で検出した水田遺構がある。 3・ 4区の東端を南北方向に伸

びる大畦畔 601、 1～ 4区のほぼ中央部を南北に区切る中畦畔 601・ 602お よび 2・ 3区の西部で

水田が検出されている。池島・福万寺遺跡の福万寺 I期の第12-1面で検出されている水田面に

対応するものと推定される。
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弥生時代中期後半～後期後半

弥生時代中期後半～後期後半にかけては、後背湿地に堆積した堆積物を切る形で、河川の形成 。

移動・埋没が繰 り返されており、これらの沖積作用の合間を縫って水田を中心とする生産域とし

て利用されている。中期後半では、第 5面の 2・ 3区西部で検出した水田遺構に関連した堰・杭

列・人口流路等が検出されている。後期前半においても引き続き、第4-2面の 1～ 3区西部で

検出した水田を主体とする生産域が検出されている。当該期の居住域としては、大竹西遺跡内で

は調査地の東部に近接 し、鋳造鉄剣が出土した第 3次調査 (O T N96-3)、 池島・福万寺遺跡で

は、福万寺 I期地区の第ll b面検出された建物38を 中心とする居住域がある。第4-2面で検出

された水田面が流路堆積層である第Ⅸ層により廃絶した後、 1・ 2・ 4区の第Ⅶ層上面には後期

後半の集落域が形成されている。この居住域に関連する生産域としては、池島・福万寺遺跡の福

万寺 I期・池島 I期地区の第ll-2a面 で検出された水田面が対応するものと推定される。

古墳時代初頭前半～前期後半 (庄内式古相～布留式新相)

当該期の遺構は 1～ 3区 を中心に、古墳時代初頭前半～前期後半 (庄内式古相～布留式新相)の

長期に亘って集落が営まれている。

古墳時代初頭 (庄内式期)の集落は、 1区西部で検出したS B 301を 中核とする集落構成が推定

され、古墳時代初頭前半～後半 (庄内式古相～新相)にかけて継続 して集落が営まれている。

古墳時代前期前半～後半 (布留式古相～新相)の集落域は、 1区の西部 。2区全域 。3区東部で

検出されている。前期前半 (布留式古相)においては、 1・ 2区の西部を中心に推移している。前

期中～後期 (布留式中相～新相)1こ おいては、 2区の全域および 3区の東部に及ぶもので、この時

期に集落域が最も拡大していたことが推定される。池島・福万寺遺跡の池島 I期の調査では、弥

生時代中期後半面の廃絶後の洪水により形成された微高地を中心に集落域が形成されており、本

調査地成果と同様、古墳時代初頭前半～前期後半 (庄内式首相～布留式新相)の長期間に亘る集落

形成が行われている。

中河内地域での当該期の集落動向は、小規模な集落単位が大規模な集落に発展することなく、

頻繁に居住域を移動することが一般的で、庄内式期後半～布留式期前半にかけて集落数が爆発的

に増大し、布留式前半をピークとして激減することが加美・久宝寺遺跡群、中田 。東郷遺跡群の

調査で確認されている。そのような趨勢にあって、本遺跡および池島・福万寺遺跡の池島 I期を

含めた広範囲にわたって、古墳時代初頭前半～前期後半 (庄内式古相～布留式新相)の長期に亘っ

て集落域を維持した集団が存在したことが明らかとなった。また出土遺物のおいても、本調査地

のS K 356か ら出土した鶏璃製の鏃形石製品や池島・福万寺遺跡から出土した画文帯神獣鏡、方

格四乳鏡の鏡片、内行花文鏡の鏡片を利用した懸垂鏡の存在は当該期の集落の中でも、卓越した

優位性を持つ集団であったことが推定されよう。

当遺跡東方の生駒山地西麓部においては、前期の西の山古墳・花岡山古墳、中期初頭の心合寺

山古墳、中期末の鏡琢古墳に至るまでの首長墓の累世的な古墳群を形成する「楽音字 。大竹古墳

群」が形成されている。大竹西遺跡、池島・福万寺遺跡の前期段階における長期間に亘る安定勢

力集回の存在は、「楽音字・大竹古墳群」の継続した古墳築造を牽引し得た要因の一つであったと

推定される。
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飛鳥時代前期・奈良時代前半

当該期に比定される遺構は、 2区の第 3面で検出されている。井戸・土坑 。小穴等の遺構が検

出されているが、いずれも散発的な分布状況であるため、集落域の中核部から離れた位置であっ

たものと推定される。飛鳥時代前半のものとしては、 S E 311・ S K 347、 奈良時代前期のものと

しては、 S P 3134・ 3174・ 3175がある。飛′鳥時代前半のS E 311を 除けば、いわゆる土器埋納遺

構に分類されるものである。池島・福万寺遺跡の福万寺 I期地区の成果によれば、第 9b層 を中

心に7世紀前半～ 8世紀後半の土器埋納遺構が多数検出されており、これらは、微高地縁辺の非

水田域の境付近に集中して分布することが指摘されている。

鎌倉時代

水田に関連する遺構が第 2面で検出されている。これらの水田に関わる当該時期の集落域とし

ては、調査地点の西方約500m地点の池島・福万寺遺跡で昭和57年に実施された市立上ノ島小学校

建設に伴う池島・福万寺遺跡第 1次調査 (F K82-1)がある。この調査では、河内郡と高安郡の

郡界を画する道路をはさんで溝 (堀 )で囲続された中世の居館が検出されている。屋敷地内に庭園

を構成したと推定される池状遺構が存在することや、鉄製武器、豊富な中国産磁器等の出土遺物

から鎌倉時代前期 (13世紀前半)イこ成立した在地領主の屋敷地であったと推定される。

鎌倉時代において調査地の位置する河内郡一帯は玉櫛荘と呼ばれる平等院を領家とする摂政家

領であり、弘安四～五年 (1281～ 1282)の 『勘仲記』によれば、その領主的名の一人であった助重

名の地頭が荘民と衝突事件を起こしたことが記されている。当該期の河内の地頭はいずれも有力

でない武士であり、在地を領主化するために、地頭の権限を越えた非法を繰 り返していたことが

これらの史料から窺い知ることができよう。

なお、調査地の北 3町の位置には東西に伸びる十三街道が伸びている。十三街道については、

鎌倉時代に書かれた F聖徳太子伝私記』に「従二河辺_南北有三二道_、 太子之四天王寺往還道也、

一南路名二椎坂路_、 河内国高安郡通二人部路_也、一北路名三玉野耶路 、河内国通三高安路_也」と

記されている。このうちの「玉野耶路 (玉租道)」 が十三街道にあたるもので、当該期の集落成立

において、これらの主要街道が何 らかの影響を与えたことは想像に難くない。

室町時代初頭～江戸時代

第 1面で検出した水田遺構が中心で、鎌倉時代に引き続き水田を主保とする耕作地としての上

地利用が行われている。調査地点は河内郡条里一条の小字名「矢 (や くさ)」 の十四坪と十五坪に

あたり、調査で検出した東西方向に伸びる畦畔 109が十四坪と十五坪を区画する坪境畦畔にあた

る。水田面の上部には洪水砂層である第Ⅳ層が厚 く堆積しており、これにより水田の機能が停止

したと推定される。池島・福万寺遺跡の第 1次調査 (F K82-1)では、集落域の廃絶成因となっ

た室町時代初頭の流路堆積層が検出されており、本調査で検出した第Ⅳ層についても同時期のも

のであった可能性が高い。 8基検出した近世の農耕用井戸については、本来は第Ⅲ層を構築面と

するもので、大和川の付け替え以降、顕在化する綿花等の商品作物の栽培に使用されたものと推

定される。
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